




はじめに

先行き不透明な時代の新卒採用
慢性的な人手不足感に満ちた現代だからこそ

データと向き合って考え感じたい

現代を表す言葉として、すなわち、「先行きが不透明で、将来の予測
が困難な状態」が一般化して、すでに何年も経過したようだが、その複雑さ
は日増しに濃くなっているようだ。日々の報道では世界中が右往左往してい
る様子が映し出され、緩やかな回復基調にあるとされる日本の景気は、希望
と不安が入り交ざる。

そんな混沌とした社会の空気感の中において、人手不足感は年々と深刻
化している。新卒採用においては、大学の進学率は頭打ちとなり若年層の
人口は減る一方であり、現在の売り手市場の傾向は変わらないだろう。また、
生成をはじめとする社会変革を伴う新しい技術が次々と登場し、日々ビジ
ネスの常識が書き換えられる中、その不足している新たな人材に対する期
待は高まるばかりだ。

先行きが見えない中、経験や勘といった主観的な判断だけでは解決は難
しいかもしれない。ここはひとつ腰を落ち着けて、客観的な「データ」というも
のに対し、正面から向き直ってみたい。政府統計の数字や、学生調査の数
字の向こうから探し求める人材の姿を想像し、企業調査の数字からあくなき
挑戦を続ける採用担当者の声なき声に耳を傾けてみよう。

企業が理想の人材を求め続けるように、学生も理想の将来の自分を求め
続けている。データの海を見つめ続けていれば、その理想同士がマッチング
する光景が必ず浮かび上がってくるだろう。
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日銀短観の業況判断（「良い」「悪い」）をみると、年以降全体的にプラスに転じ、その傾向が続いている。特に

製造業よりも非製造業でよりプラスの傾向が強い。コロナ禍で大きくマイナスになっていた対個人サービス、宿泊・飲食

サービスにおいても年に入ってからはプラスに転じ、その傾向が続いている。

年年以以降降全全体体的的ににププララススのの傾傾向向、、特特にに非非製製造造業業ででププララススのの傾傾向向がが強強いい
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日日銀銀短短観観業業況況判判断断実実績績業業種種別別

全産業製造業非製造業対個人サービス宿泊・飲食サービス金融機関

『業況判断実績業種別：日本銀行・短観（全国企業短期経済観測調査）』

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境

新型コロナウイルス感染症
нлмф年мн月頃～

東日本大震災
нлмм年о月

リーマン・
ショック

нллу年秋

業業況況
判判断断

新型コロナр類移行
нлно年р月

業業況況判判断断はは全全体体的的ににププララススのの傾傾向向

景況感は年以降全体的にプラスの傾向で推移している中、若者世代（～歳）の完全

失業率がゆるやかに上昇を続けている。人材不足感は高止まりで推移し、引き続き新卒採用

を増やす企業の割合が減らす企業の割合を上回っているにも関わらず、である。背景にある

のは、若者の就業意欲の問題や企業とのミスマッチが依然として解消されていないことだろう。

入社後に後悔しない選択を行うために、インターンシップ等での経験がカギとなる。

新卒採用を取り巻く環境

景況感はプラスで推移する中
若年失業率がゆるやかに増加する
入社後に後悔しないための選択とは
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正社員に限定した結果となるが、年以降は業界問わず「人材不足」が高まり、年以降はコロナ禍前を上回

る状況になっている。引き続き「情報通信業」「運輸業、郵便業」「宿泊業、飲食サービス業」「製造業」の人材不足感

が高い。年に入っても人材不足感が高い傾向が続いている。

人人材材不不足足感感はは全全業業種種でで増増加加しし、、特特にに「「運運輸輸業業、、郵郵便便業業」」「「情情報報通通信信業業」」がが高高いい

『労働者の過不足判断：厚生労働省・労働経済動向調査』
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年年もも正正社社員員のの人人材材不不足足感感がが強強いい傾傾向向がが継継続続新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境

完全失業率は全体では長く横ばいの傾向が続いているが、若者世代（～歳）では、一時下降傾向にあったのが、

年の年末ごろから上昇傾向に変わり、年月は％となった。経年の傾向を見ても、年から年連続で上

昇している。
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完完全全
失失業業率率

『完全失業率：総務省統計局・労働力調査』

新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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企企業業のの新新卒卒採採用用意意欲欲はは高高止止ままりり

採採用用予予定定数数はは「「前前年年並並みみ」」がが約約割割をを占占めめるる

『採用予定数の前年との比較（前年の採用予定数・入社者数（実績）：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』
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採採用用予予定定数数、、前前年年のの「「採採用用予予定定数数」」ととのの比比較較

増やした前年並み減らした

年年卒卒
採採用用
予予定定数数

採用予定数について前年との比較を聞いたところ、「前年並み」が％（対前年増）と約割を占めた。「増や

した」は％で、前年から減少している。「年月の新卒入社者」との比較でも、「前年並み」が％（対

前年増）と全体の約分のを占め、「増やした」は％（対前年減）となっている。どちらも前年並みのま

ま、むやみに予定数を増やさず、年卒の採用予定数（目標値）を設定しているようだ。
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採採用用予予定定数数、、前前年年のの「「入入社社者者数数（（実実績績））」」ととのの比比較較

増やした前年並み減らした

企企業業

学校基本調査によると大学（短大含む）への進学率は年々増加し、年には％となった。一方、大多数の大学

生が卒業する歳人口を時系列でみると減少の一途をたどっており、今後もこの傾向が続くと予想されている。

大卒の人数は横ばい傾向にあるものの、新卒を対象とした人材採用はさらに難しくなっていく可能性が高い。

大大学学進進学学率率はは上上昇昇ししてていいるるがが、、歳歳人人口口そそののももののがが減減少少傾傾向向
人人口口のの

推推移移

『歳総人口・歳日本人人口：人口推計（総務省統計局）の「年齢（各歳）、男女別人口及び人口比総人口、日本人人口（各年「月日現在）」より作成』
『大学（学部）・短期大学（本科）への進学率（過年度高卒者等含む）：文部科学省・学校基本調査』
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нн歳総人口нн歳日本人人口大学（学部）・短期大学（本科）への進学率（過年度高卒者等を含む）

年の人口推計（各歳別人口）の結果より
今後、入退出が一切ないという前提で出した見通し

（％） （千人）

新新卒卒採採用用のの対対象象年年齢齢のの人人口口新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境

企企業業のの新新卒卒採採用用意意欲欲はは高高止止ままりり

採採用用予予定定数数はは「「前前年年並並みみ」」がが約約 割割をを占占めめるる

『採用予定数の前年との比較（前年の採用予定数・入社者数（実績）：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
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増やした 前年並み 減らした

年年卒卒
採採用用

予予定定数数

採用予定数について前年との比較を聞いたところ、「前年並み」が ％（対前年 増）と約 割を占めた。「増や

した」は ％で、前年から 減少している。「 年 月の新卒入社者」との比較でも、 「前年並み」が ％（対

前年 増）と全体の約 分の を占め、 「増やした」は ％（対前年 減）となっている。どちらも前年並みのま

ま、むやみに予定数を増やさず、 年卒の採用予定数（目標値）を設定しているようだ。
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増やした 前年並み 減らした

企企業業

学校基本調査によると大学（短大含む）への進学率は年々増加し、 年には ％となった。一方、 大多数の大学

生が卒業する 歳人口を時系列でみると減少の一途をたどっており、今後もこの傾向が続くと予想されている。

大卒の人数は横ばい傾向にあるものの、新卒を対象とした人材採用はさらに難しくなっていく可能性が高い。

大大学学進進学学率率はは上上昇昇ししてていいるるがが、、 歳歳人人口口そそののももののがが減減少少傾傾向向
人人口口のの
推推移移

『 歳総人口・ 歳日本人人口 ：人口推計（総務省統計局）の「年齢（各歳）、男女別人口及び人口比 総人口、日本人人口（各年「 月 日現在）」より作成』
『大学（学部）・短期大学（本科）への進学率（過年度高卒者等含む）：文部科学省・学校基本調査』
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年の人口推計（各歳別人口）の結果より
今後、入退出が一切ないという前提で出した見通し

（％）（千人）

新新卒卒採採用用のの対対象象年年齢齢のの人人口口 新新卒卒採採用用をを取取りり巻巻くく環環境境
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企企業業志志向向（（大大手手志志向向とと中中堅堅・・中中小小志志向向））

「絶対に大手企業がよい」Ҍ「自分のやりたい仕事ができるのであれば大手企業がよい」

「やりがいのある仕事であれば中堅・中小企業でもよい」Ҍ「中堅・中小企業がよい」

大手企業志向（「絶対に大手企業がよい」と「自分のやりたい仕事ができるのであれば大手企業がよい」の回答の合計）は

％（前年比減）となり、前年よりやや減ったが引き続き半数を超え、高い割合となっている。

企企業業志志向向（（大大手手志志向向とと中中堅堅・・中中小小志志向向））のの推推移移

大大手手企企業業志志向向はは％％（（前前年年比比減減））でで、、前前年年よよりり減減っったたがが引引きき続続きき半半数数をを超超ええたた

『企業志向（大手志向と中堅・中小志向）：マイナビ年卒大学生就職意識調査（年月～年月）』

学学生生

新新卒卒採採用用をを実実施施すするる理理由由

「「組組織織のの存存続続とと強強化化」」「「年年齢齢ななどどのの人人員員構構成成のの適適正正化化」」がが例例年年通通りり上上位位
新新卒卒
採採用用のの

理理由由

新卒採用の実施理由について経年推移を見ると、「組織の存続と強化」「年齢など人員構成の適正化」が例年通り

上位となっている。今後も人手不足が継続する可能性は高く、企業にとって新卒の採用もしばらく厳しい見通しとなる

だろう。
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採採用用実実施施のの理理由由（（経経年年推推移移））※※上上位位抜抜粋粋

組織の存続と強化（活性化）

年齢など人員構成の適正化

将来の幹部候補・コア人材の確保

経営状態の好転・既存事業の拡大

販売・営業部門の増強

退職者の増加

前年に新卒を採用できなかった

『新卒採用を実施する理由：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』
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「絶対に大手企業がよい」Ҍ「自分のやりたい仕事ができるのであれば大手企業がよい」

「やりがいのある仕事であれば中堅・中小企業でもよい」Ҍ「中堅・中小企業がよい」

大手企業志向（「絶対に大手企業がよい」と「自分のやりたい仕事ができるのであれば大手企業がよい」の回答の合計） は

％（前年比 減）となり、前年よりやや減ったが引き続き半数を超え、高い割合となっている。

企企業業志志向向（（大大手手志志向向とと中中堅堅・・中中小小志志向向））のの推推移移

大大手手企企業業志志向向はは ％％（（前前年年比比 減減））でで、、前前年年よよりり減減っったたがが引引きき続続きき半半数数をを超超ええたた

『企業志向（大手志向と中堅・中小志向）：マイナビ 年卒大学生就職意識調査（ 年 月～ 年 月）』
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新卒採用の実施理由について経年推移を見ると、「組織の存続と強化」「年齢など人員構成の適正化」が例年通り

上位となっている。今後も人手不足が継続する可能性は高く、企業にとって新卒の採用もしばらく厳しい見通しとなる

だろう。
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卒

нр
年

卒

нс
年

卒

採採用用実実施施のの理理由由（（経経年年推推移移）） ※※上上位位抜抜粋粋

組織の存続と強化（活性化）

年齢など人員構成の適正化

将来の幹部候補・コア人材の確保

経営状態の好転・既存事業の拡大

販売・営業部門の増強

退職者の増加

前年に新卒を採用できなかった

『新卒採用を実施する理由：マイナビ 年卒企業新卒採用予定調査（ 年 月）』

企企業業
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企業に対して「安定性」を感じるポイントを聞いたところ、「福利厚生が充実している」が％で前年に引き続き最多だった。

次に多かったのは「安心して働ける環境である」の％で、前年よりやや増加している。一方、前年番目に多かった「売上

高」は大きく減って％だった。

年年卒卒学学生生ににととっってて「「安安定定ししてていいるる会会社社」」がが意意味味すするるこことと

企企業業にに対対ししてて安安定定性性をを感感じじるるポポイインントトはは「「福福利利厚厚生生がが充充実実ししてていいるる」」がが最最多多

『企業に安定性を感じるポイント：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（年月）』

ртΦо҈

рнΦр҈

ппΦм҈

орΦу҈

орΦм҈

орΦм҈

онΦм҈

нуΦф҈

нтΦн҈

нрΦм҈

ррΦл҈

птΦт҈

пнΦр҈

осΦу҈

опΦу҈

ооΦн҈

олΦр҈

отΦн҈

нфΦс҈

муΦо҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈

福利厚生が充実している

安心して働ける環境である

業界大手である

今後成長が見込まれる業界・企業である

知名度がある

離職率や平均勤続年数

社会の変化に対応できている

売上高

上場企業である

多角的に事業を展開している

企企業業にに対対ししてて「「安安定定性性」」をを感感じじるるポポイインントト「「ああててははままるるももののすすべべてて」」（（複複数数回回答答））※※上上位位項項目目

нс年卒όƴҐмΣфтмύ

нр年卒όƴҐоΣсптύ

学学生生

нмΦо҈
нсΦл҈

ноΦл҈ннΦс҈мфΦп҈
ннΦм҈

нтΦо҈нсΦо҈нуΦт҈олΦт҈
ооΦл҈

офΦс҈
оуΦо҈

пнΦу҈поΦф҈
пуΦу҈

пфΦф҈рмΦф҈

плΦм҈
офΦм҈

поΦр҈

поΦф҈ппΦр҈
пнΦс҈

плΦо҈плΦн҈оуΦп҈
оуΦм҈оуΦм҈

орΦт҈орΦф҈опΦс҈
онΦу҈

олΦр҈нуΦс҈
нтΦн҈

ммΦп҈
млΦо҈фΦо҈

тΦт҈тΦп҈фΦл҈

мнΦп҈
ммΦн҈мнΦу҈

мрΦм҈
мрΦп҈мфΦл҈мфΦу҈мтΦр҈

мфΦм҈нмΦп҈
ноΦс҈нрΦн҈

пΦф҈пΦп҈оΦо҈оΦп҈пΦо҈пΦс҈сΦл҈
уΦо҈уΦр҈фΦм҈млΦм҈

мнΦн҈
млΦу҈фΦм҈фΦф҈ммΦр҈ммΦу҈ммΦу҈

мрΦо҈мрΦп҈мпΦл҈
ммΦм҈фΦу҈млΦу҈ммΦо҈

мнΦп҈моΦп҈

мпΦо҈моΦт҈
мнΦу҈мнΦу҈ммΦл҈ммΦп҈ммΦм҈мнΦл҈мнΦо҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

лф
年

卒

мл
年

卒

мм
年

卒

мн
年

卒

мо
年

卒

мп
年

卒

мр
年

卒

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

企企業業選選択択ののポポイインントト※※上上位位項項目目

安定している会社自分のやりたい仕事（職種）ができる会社

給料の良い会社休日、休暇の多い会社

勤務制度、住宅など福利厚生の良い会社

нллу年秋
リーマン・ショック

нлмм年о月
東日本大震災

нлмф年мн月～
新型コロナウイルス感染症の流行

「企業選択のポイント」上位項目を見てみると、ここ数年で「安定している会社」が増加し、年卒では％となった。

また、「給料の良い会社」も％と、年連続で上昇しており、学生の注目度が高まっていることが分かる。

ココロロナナ後後もも「「安安定定ししてていいるる会会社社」」をを求求めめるる割割合合はは上上昇昇

ここここ数数年年上上昇昇ししてていいるる「「安安定定ししてていいるる会会社社」」がが年年卒卒でではは％％とと割割をを超超ええるる

『企業選択のポイント：マイナビ年卒大学生就職意識調査（年月～年月）』

学学生生

※企業選択のポイントは項目を提示し、その中から当てはまるものをつ選ぶ形式で聴取している。

新型コロナр類移行
нлно年р月

企業に対して「安定性」を感じるポイントを聞いたところ、「福利厚生が充実している」が ％で前年に引き続き最多だった。

次に多かったのは「安心して働ける環境である」の ％で、前年よりやや増加している。一方、前年 番目に多かった「売上

高」は大きく減って ％だった。

年年卒卒学学生生ににととっってて「「安安定定ししてていいるる会会社社」」がが意意味味すするるこことと

企企業業にに対対ししてて安安定定性性をを感感じじるるポポイインントトはは「「福福利利厚厚生生がが充充実実ししてていいるる」」がが最最多多

『企業に安定性を感じるポイント：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（ 年 月）』

ртΦо҈

рнΦр҈

ппΦм҈

орΦу҈

орΦм҈

орΦм҈

онΦм҈

нуΦф҈

нтΦн҈

нрΦм҈

ррΦл҈

птΦт҈

пнΦр҈

осΦу҈

опΦу҈

ооΦн҈

олΦр҈

отΦн҈

нфΦс҈

муΦо҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈

福利厚生が充実している

安心して働ける環境である

業界大手である

今後成長が見込まれる業界・企業である

知名度がある

離職率や平均勤続年数

社会の変化に対応できている

売上高

上場企業である

多角的に事業を展開している

企企業業にに対対ししてて「「安安定定性性」」をを感感じじるるポポイインントト 「「ああててははままるるももののすすべべてて」」（（複複数数回回答答）） ※※上上位位 項項目目

нс年卒όƴҐмΣфтмύ

нр年卒όƴҐоΣсптύ

学学生生

нмΦо҈
нсΦл҈

ноΦл҈ ннΦс҈ мфΦп҈
ннΦм҈

нтΦо҈ нсΦо҈ нуΦт҈ олΦт҈
ооΦл҈

офΦс҈
оуΦо҈

пнΦу҈ поΦф҈
пуΦу҈

пфΦф҈ рмΦф҈

плΦм҈
офΦм҈

поΦр҈

поΦф҈ ппΦр҈
пнΦс҈

плΦо҈ плΦн҈ оуΦп҈
оуΦм҈ оуΦм҈

орΦт҈ орΦф҈ опΦс҈
онΦу҈

олΦр҈ нуΦс҈
нтΦн҈

ммΦп҈
млΦо҈ фΦо҈

тΦт҈ тΦп҈ фΦл҈

мнΦп҈
ммΦн҈ мнΦу҈

мрΦм҈
мрΦп҈ мфΦл҈ мфΦу҈ мтΦр҈

мфΦм҈ нмΦп҈
ноΦс҈ нрΦн҈

пΦф҈ пΦп҈ оΦо҈ оΦп҈ пΦо҈ пΦс҈ сΦл҈
уΦо҈ уΦр҈ фΦм҈ млΦм҈

мнΦн҈
млΦу҈ фΦм҈ фΦф҈ ммΦр҈ ммΦу҈ ммΦу҈

мрΦо҈ мрΦп҈ мпΦл҈
ммΦм҈ фΦу҈ млΦу҈ ммΦо҈

мнΦп҈ моΦп҈

мпΦо҈ моΦт҈
мнΦу҈ мнΦу҈ ммΦл҈ ммΦп҈ ммΦм҈ мнΦл҈ мнΦо҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

лф
年

卒

мл
年

卒

мм
年

卒

мн
年

卒

мо
年

卒

мп
年

卒

мр
年

卒

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

企企業業選選択択ののポポイインントト ※※上上位位 項項目目

安定している会社 自分のやりたい仕事（職種）ができる会社

給料の良い会社 休日、休暇の多い会社

勤務制度、住宅など福利厚生の良い会社

нллу年秋
リーマン・ショック

нлмм年о月
東日本大震災

нлмф年мн月～
新型コロナウイルス感染症の流行

「企業選択のポイント」上位 項目を見てみると、ここ数年で「安定している会社」が増加し、 年卒では ％となった。

また、「給料の良い会社」も ％と、 年連続で上昇しており、学生の注目度が高まっていることが分かる。

ココロロナナ後後もも「「安安定定ししてていいるる会会社社」」をを求求めめるる割割合合はは上上昇昇

ここここ数数年年上上昇昇ししてていいるる「「安安定定ししてていいるる会会社社」」がが 年年卒卒でではは ％％とと 割割をを超超ええるる

『企業選択のポイント：マイナビ 年卒大学生就職意識調査（ 年 月～ 年 月）』

学学生生

※企業選択のポイントは 項目を提示し、その中から当てはまるものを つ選ぶ形式で聴取している。

新型コロナ р類移行
нлно年р月
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нлно年年
・新型コロナ「類」移行
・イスラエル・パレスチナ紛争

нлнл年年
・新型コロナ日本でも拡大
・緊急事態宣言

нлмр年年
・一億総活躍社会
・女性活躍推進法成立
・若者雇用促進法施行
・マイナンバー法施行

年年卒卒学学生生ははどどののよよううなな時時代代をを過過ごごししててききたたののかか

年年卒卒学学生生たたちちはは「「先先行行きき不不透透明明でで将将来来のの予予測測がが困困難難なな状状態態」」をを指指すすのの時時代代をを生生ききててききたた。。
ココロロナナ禍禍がが収収束束ししたたこころろ入入学学しし、、紛紛争争やや円円安安・・物物価価高高とといいっったた社社会会背背景景のの中中でで学学生生生生活活をを過過ごごししたた。。

нллл年

нлнр年

нллл年年
・コンピュータの２０００年問題を乗り越え、
L¢革命が本格化

нллм年年
・小泉内閣発足「骨太の方針」（～нллс年）
・米国同時多発テロ

нллн年年
・学校週５日制毎週土曜日が休みの完全実施
（ゆとり教育）

нлло年年
・新型肺炎
・完全失業率％過去最悪

нллп年年
・日本の人口のピーク、以降減少局面へ

нллс年年
・景気回復「いざなぎ景気」超え

нллу年年
・ゆとり教育転換へ（年指導要領から）
・リーマン・ショック

нллф年年
・裁判員制度スタート

нлмм年年
・日本のＧＤＰ世界位に後退
・東日本大震災

нлмн年年
・第次安倍内閣発足

нлмо年年
・アベノミクス

нлмп年年
・消費税８％に

нлмс年年
・電力自由化スタート
・歳以上が

総人口の分の超に

нлмф年年
・令和に改元
・消費税％に
・働き方改革関連法順次施行
・新型コロナウイルス感染症

中国・武漢で初めて発見

нлнм年年
・東京オリンピック・パラリンピック開催
・緊急事態宣言
・まん延防止等重点措置

学学生生

нлнр年年
・トランプ米大統領就任

нлнп年年
・能登地震
・日本のＧＤＰ世界位に
・円安、ドル円台に

学学生生生生活活（（学学部部生生））

нлнн年年
・ロシア軍、ウクライナ侵攻
・安倍元首相銃撃

олΦн҈онΦс҈
оуΦм҈

пуΦс҈
ррΦн҈

рсΦф҈

пуΦл҈
рнΦм҈

рфΦр҈смΦо҈
смΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験

実実施施率率

руΦн҈
снΦм҈срΦн҈

туΦт҈тфΦф҈
урΦо҈упΦр҈унΦс҈умΦу҈

урΦт҈урΦо҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験

参参加加状状況況

『企業インターンシップ・仕事体験実施率：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』
『学生インターンシップ・仕事体験参加率：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

企業のインターンシップ・仕事体験実施率はコロナ禍でやや低下したが、年卒は％で、前年に引き続き割を超えてい

る。学生の参加割合も引きつづき割を超えており、高い水準を維持している。

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施率率がが増増加加

企企業業学学生生

学学生生 企企業業

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施率率ははс割割。。学学生生のの参参加加割割合合ははурΦо％％

нлно年年
・新型コロナ「 類」移行
・イスラエル・パレスチナ紛争

нлнл年年
・新型コロナ日本でも拡大
・緊急事態宣言

нлмр年年
・一億総活躍社会
・女性活躍推進法成立
・若者雇用促進法施行
・マイナンバー法施行

年年卒卒学学生生ははどどののよよううなな時時代代をを過過ごごししててききたたののかか

年年卒卒学学生生たたちちはは「「先先行行きき不不透透明明でで将将来来のの予予測測がが困困難難なな状状態態」」をを指指すす のの時時代代をを生生ききててききたた。。
ココロロナナ禍禍がが収収束束ししたたこころろ入入学学しし、、紛紛争争やや円円安安・・物物価価高高とといいっったた社社会会背背景景のの中中でで学学生生生生活活をを過過ごごししたた。。

нллл年

нлнр年

нллл年年
・コンピュータの２０００年問題を乗り越え、
L¢革命が本格化

нллм年年
・小泉内閣発足「骨太の方針」（～нллс年）
・米国同時多発テロ

нллн年年
・学校週５日制 毎週土曜日が休みの完全実施
（ゆとり教育）

нлло年年
・新型肺炎
・完全失業率 ％ 過去最悪

нллп年年
・日本の人口のピーク、以降減少局面へ

нллс年年
・景気回復「いざなぎ景気」超え

нллу年年
・ゆとり教育転換へ（ 年指導要領から）
・リーマン・ショック

нллф年年
・裁判員制度スタート

нлмм年年
・日本のＧＤＰ世界 位に後退
・東日本大震災

нлмн年年
・第 次安倍内閣発足

нлмо年年
・アベノミクス

нлмп年年
・消費税８％に

нлмс年年
・電力自由化スタート
・ 歳以上が
総人口の 分の 超に

нлмф年年
・令和に改元
・消費税 ％に
・働き方改革関連法 順次施行
・新型コロナウイルス感染症

中国・武漢で初めて発見

нлнм年年
・東京オリンピック・パラリンピック開催
・緊急事態宣言
・まん延防止等重点措置

学学生生

нлнр年年
・トランプ米大統領就任

нлнп年年
・能登地震
・日本のＧＤＰ世界 位に
・円安、 ドル 円台に

学学生生生生活活（（学学部部生生））

нлнн年年
・ロシア軍、ウクライナ侵攻
・安倍元首相銃撃
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рнΦм҈

рфΦр҈ смΦо҈
смΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験

実実施施率率

руΦн҈
снΦм҈ срΦн҈

туΦт҈ тфΦф҈
урΦо҈ упΦр҈ унΦс҈ умΦу҈

урΦт҈ урΦо҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験

参参加加状状況況

『企業インターンシップ・仕事体験実施率：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
『学生インターンシップ・仕事体験参加率：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

企業のインターンシップ・仕事体験実施率はコロナ禍でやや低下したが、 年卒は ％で、前年に引き続き 割を超えてい

る。学生の参加割合も引きつづき 割を超えており、高い水準を維持している。

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施率率がが増増加加

企企業業 学学生生

学学生生企企業業

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施率率ははс割割。。学学生生のの参参加加割割合合ははурΦо％％
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фΦл҈
нмΦл҈

роΦл҈
рлΦу҈

олΦу҈
плΦо҈

рмΦр҈
ртΦр҈спΦс҈

рΦу҈

млΦу҈
нрΦо҈

слΦо҈роΦу҈

олΦл҈
оуΦс҈

пфΦр҈рнΦм҈
слΦс҈

пΦт҈

мпΦф҈

олΦл҈

срΦу҈слΦп҈

омΦф҈оуΦс҈

пуΦр҈рмΦу҈рсΦо҈

рΦс҈

муΦр҈
орΦм҈

тлΦф҈соΦс҈

орΦс҈
плΦр҈

пуΦо҈псΦт҈
псΦф҈

тΦн҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

昨

年
с
月

昨

年
т
月

昨

年
у
月

昨

年
ф
月

昨

年
мл
月

昨

年
мм
月

昨

年
мн
月

今

年
м
月

今

年
н
月

上記の

時期以外

に実施

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施時時期期（（複複数数回回答答））

но年卒όƴҐмΣртп）нп年卒όƴҐмΣтууύнр年卒όƴҐмΣуумύнс年卒όƴҐмΣуооύ

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施時時期期

大大学学のの夏夏季季休休暇暇ににああたたるる～～月月のの実実施施割割合合はは増増加加傾傾向向

昨年～月のインターンシップ・仕事体験の実施割合は増加傾向となった。定義改正によって日間以上のプログラムの注

目度が高まっていることから、今後も長期休暇に開催されるプログラムは増加していくとみられる。一方で月～月の実施率

は減少が進むという結果となった。

企企業業

『インターンシップ・仕事体験の実施時期：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

三省合意の定義改正により、日間以上のインターンシップは広報活動開始以降参加学生の

情報を利用できるようになり、開催が増えている。月・月の夏期を中心に、インターンシップ

に加えて、複数日程の仕事体験や、同じ企業のインターンシップ・仕事体験への複数回参加な

ど、特定の企業をより深く知ろうとする学生が一定数いるようだ。一方、三省合意でタイプに定

義されたオープン・カンパニーも広く開催されるようになり、早い段階で様々な企業の情報に触

れようとする学生も多い。学業に専念するために、この時期の活動を控える学生もおり、広報

活動開始前は多種多様な活動状況が現れている。

オープン・カンパニー参加で視野を広げ
日間以上のインターンシップで理解を深める

広報活動開始前の活動状況

фΦл҈
нмΦл҈

роΦл҈
рлΦу҈

олΦу҈
плΦо҈

рмΦр҈
ртΦр҈ спΦс҈

рΦу҈

млΦу҈
нрΦо҈

слΦо҈ роΦу҈

олΦл҈
оуΦс҈

пфΦр҈ рнΦм҈
слΦс҈

пΦт҈

мпΦф҈

олΦл҈

срΦу҈ слΦп҈

омΦф҈ оуΦс҈

пуΦр҈ рмΦу҈ рсΦо҈

рΦс҈

муΦр҈
орΦм҈

тлΦф҈ соΦс҈

орΦс҈
плΦр҈

пуΦо҈ псΦт҈
псΦф҈

тΦн҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

昨

年
с
月

昨

年
т
月

昨

年
у
月

昨

年
ф
月

昨

年
мл
月

昨

年
мм
月

昨

年
мн
月

今

年
м
月

今

年
н
月

上記の

時期以外

に実施

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施時時期期（（複複数数回回答答））

но年卒όƴҐмΣртп） нп年卒όƴҐмΣтууύ нр年卒όƴҐмΣуумύ нс年卒όƴҐмΣуооύ

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施時時期期

大大学学のの夏夏季季休休暇暇ににああたたるる ～～ 月月のの実実施施割割合合はは増増加加傾傾向向

昨年 ～ 月のインターンシップ・仕事体験の実施割合は増加傾向となった。定義改正によって 日間以上のプログラムの注

目度が高まっていることから、今後も長期休暇に開催されるプログラムは増加していくとみられる。一方で 月～ 月の実施率

は減少が進むという結果となった。

企企業業

『インターンシップ・仕事体験の実施時期：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

三省合意の定義改正により、 日間以上のインターンシップは広報活動開始以降参加学生の

情報を利用できるようになり、開催が増えている。 月・ 月の夏期を中心に、インターンシップ

に加えて、複数日程の仕事体験や、同じ企業のインターンシップ・仕事体験への複数回参加な

ど、特定の企業をより深く知ろうとする学生が一定数いるようだ。一方、三省合意でタイプ に定

義されたオープン・カンパニーも広く開催されるようになり、早い段階で様々な企業の情報に触

れようとする学生も多い。学業に専念するために、この時期の活動を控える学生もおり、広報

活動開始前は多種多様な活動状況が現れている。

オープン・カンパニー参加で視野を広げ
日間以上のインターンシップで理解を深める

広報活動開始前の活動状況
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年卒

年卒

年卒

年卒

年卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

全て対面どちらかというと対面対面とが半々どちらかというと全て

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験はは、、年年々々対対面面開開催催のの割割合合がが増増加加

企業のインターンシップ・仕事体験の実施形式の推移をみると、年卒以降年々対面開催の割合が高まっており、年卒で

は「どちらかというと対面（％）」「全て対面（％）」を合わせて、が対面開催になった。一方、で開催をする割合

は年々減少傾向にあり、すべてで開催した割合に関してはわずかまで減少している。

『インターンシップ・仕事体験の実施形式：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』

企企業業

実施月別にインターンシップ・仕事体験の実施日数を確認したところ、いずれの月も「日」が最多であったが、～月にかけ

ては「週間程度」の実施日数で実施する企業が多い。定義改正後の基準を満たすタイプ・のインターンシップを実施する企

業が増えたことが要因であると考えられる。

『インターンシップ・仕事体験の実施月別の実施日数：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

夏夏季季休休暇暇ににああたたるる～～月月ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験はは実実施施日日数数がが長長いい傾傾向向

月月月月月月月月月

年年卒卒イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験実実施施月月別別のの実実施施日日数数（（複複数数回回答答））

日～日週間程度週間以上

企企業業 イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施月月別別のの実実施施期期間間

年卒

年卒

年卒

年卒

年卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

全て対面 どちらかというと対面 対面と が半々 どちらかというと 全て

企企業業ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施形形式式

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験はは、、年年々々対対面面開開催催のの割割合合がが増増加加

企業のインターンシップ・仕事体験の実施形式の推移をみると、 年卒以降年々対面開催の割合が高まっており、 年卒で

は「どちらかというと対面（ ％）」「全て対面（ ％）」を合わせて、 が対面開催になった。一方、 で開催をする割合

は年々減少傾向にあり、すべて で開催した割合に関してはわずか まで減少している。

『インターンシップ・仕事体験の実施形式：マイナビ 年卒企業新卒採用予定調査（ 年 月） 』

企企業業

実施月別にインターンシップ・仕事体験の実施日数を確認したところ、いずれの月も「 日」が最多であったが、 ～ 月にかけ

ては「 週間程度」の実施日数で実施する企業が多い。定義改正後の基準を満たすタイプ ・ のインターンシップを実施する企

業が増えたことが要因であると考えられる。

『インターンシップ・仕事体験の実施月別の実施日数：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月） 』

夏夏季季休休暇暇ににああたたるる ～～ 月月ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験はは実実施施日日数数がが長長いい傾傾向向

月 月 月 月 月 月 月 月 月

年年卒卒イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験 実実施施月月別別のの実実施施日日数数（（複複数数回回答答））

日 ～ 日 週間程度 週間以上

企企業業イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの実実施施月月別別のの実実施施期期間間
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参参加加目目的的はは「「特特定定のの企企業業」」理理解解（（＝＝焦焦点点化化））がが最最多多

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加目目的的はは「「特特定定のの企企業業ののここととををよよくく知知りりたたいいたためめ」」がが最最多多

インターンシップ・仕事体験の参加目的には「展望化（＝視野の拡大）」と「焦点化（＝対象の絞り込み）」の２つの視点があり、

例年通り「特定の企業のことをよく知りたいため（焦点化）」の割合が最も高かった。インターンシップ・仕事体験が一般的になり、

参加準備を行うタイミングが前倒しになったことで、参加する時点では目的がより具体的になっている様子がうかがえる。

『インターンシップ・仕事体験に参加した理由：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

学学生生

ппΦр҈ппΦп҈

срΦр҈

руΦп҈
срΦл҈смΦф҈снΦт҈

срΦс҈
смΦу҈

омΦн҈олΦу҈
отΦф҈

нсΦр҈нсΦо҈

нсΦс҈
нфΦм҈нуΦф҈нсΦу҈ нпΦс҈нпΦн҈

опΦу҈

поΦм҈
прΦу҈прΦо҈прΦн҈поΦт҈

офΦо҈

смΦс҈рфΦс҈

пфΦр҈

орΦф҈опΦт҈опΦу҈осΦо҈опΦм҈
омΦн҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

му年卒
όƴҐнΣрфнύ

мф年卒
όƴҐоΣморύ

нл年卒
όƴҐпΣрстύ

нм年卒
όƴҐрΣосуύ

нн年卒
όƴҐоΣлосύ

но年卒
όƴҐпΣуутύ

нп年卒
όƴҐнΣсофύ

нр年卒

（ƴҐнΣсоо）

нс年卒

（ƴҐмΣтлф）

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた理理由由推推移移※※上上位位抜抜粋粋

特定の企業のことをよく知りたいため仕事に対する自分の適性を知りたいため

社会勉強のため視野を広げるため

自分が何をやりたいのかを見つけるため

※нл年卒調査から選択肢を増やしたため、мт年卒から共通しており、かつ回答割合の高いものを中心に抜粋

＜選択肢の分類＞展望化（＝視野の拡大）：「社会勉強のため」「視野を広げるため」「自分が何をやりたいのかを見つけるため」
焦点化（＝対象の絞り込み）：「特定の企業のことをよく知りたいため」「仕事に対する自分の適性を知りたいため」

インターンシップ・仕事体験が実施できない理由について聞いたところ、「対応できる社員を用意できない」が最多で％

（対前年減）だった。特に学生の採用情報を条件付きで利用できるタイプ・の実施をするには日間以上の開催期間や

就業体験が必要になり、かなりハードルが高いと言えるだろう。

「「対対応応すするる社社員員がが用用意意ででききなないい」」がが最最多多でで半半数数超超

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが実実施施ででききなないい理理由由企企業業

рмΦо҈

ннΦс҈

мфΦл҈

моΦс҈

фΦм҈

уΦу҈

уΦс҈

сΦл҈

тΦт҈

рнΦс҈

нмΦт҈

нлΦн҈

фΦл҈

млΦм҈

фΦф҈

сΦр҈

уΦм҈

уΦл҈

пуΦп҈

мрΦн҈

мсΦу҈

фΦо҈

тΦп҈

рΦф҈

мнΦп҈

пΦф҈

уΦт҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈

対応する社員を用意できない

対面で受け入れるためのインフラが整わない

実施予定だったが応募がなかった

過去実施した際に、採用に繋がらなかった・効果を感じなかった

（人事以外の）社内の理解が得られない

情報セキュリティの観点から職場や

社内ネットワークに学生を入れることができない

インターンシップ・仕事体験の必要性を感じない

²9.で実施するためのインフラが整わない

その他

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ををししななかかっったた理理由由（（複複数数回回答答））

нс年卒όƴҐуснύ

нр年卒όƴҐуфнύ

нп年卒όƴҐфлтύ

『インターンシップ・仕事体験をしなかった理由：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』

参参加加目目的的はは「「特特定定のの企企業業」」理理解解（（＝＝焦焦点点化化））がが最最多多

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加目目的的はは「「特特定定のの企企業業ののここととををよよくく知知りりたたいいたためめ」」がが最最多多

インターンシップ・仕事体験の参加目的には「展望化（＝視野の拡大）」と「焦点化（＝対象の絞り込み）」の２つの視点があり、

例年通り「特定の企業のことをよく知りたいため（焦点化）」の割合が最も高かった。インターンシップ・仕事体験が一般的になり、

参加準備を行うタイミングが前倒しになったことで、参加する時点では目的がより具体的になっている様子がうかがえる。

『インターンシップ・仕事体験に参加した理由：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月） 』

学学生生
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смΦу҈

омΦн҈ олΦу҈
отΦф҈

нсΦр҈ нсΦо҈

нсΦс҈
нфΦм҈ нуΦф҈ нсΦу҈нпΦс҈ нпΦн҈

опΦу҈

поΦм҈
прΦу҈ прΦо҈ прΦн҈ поΦт҈

офΦо҈

смΦс҈ рфΦс҈

пфΦр҈

орΦф҈ опΦт҈ опΦу҈ осΦо҈ опΦм҈
омΦн҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

му年卒
όƴҐнΣрфнύ

мф年卒
όƴҐоΣморύ

нл年卒
όƴҐпΣрстύ

нм年卒
όƴҐрΣосуύ

нн年卒
όƴҐоΣлосύ

но年卒
όƴҐпΣуутύ

нп年卒
όƴҐнΣсофύ

нр年卒

（ƴҐнΣсоо）

нс年卒

（ƴҐмΣтлф）

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた理理由由推推移移 ※※上上位位抜抜粋粋

特定の企業のことをよく知りたいため 仕事に対する自分の適性を知りたいため

社会勉強のため 視野を広げるため

自分が何をやりたいのかを見つけるため

※нл年卒調査から選択肢を増やしたため、мт年卒から共通しており、かつ回答割合の高いものを中心に抜粋

＜選択肢の分類＞ 展望化（＝視野の拡大）：「社会勉強のため」「視野を広げるため」「自分が何をやりたいのかを見つけるため」
焦点化（＝対象の絞り込み）：「特定の企業のことをよく知りたいため」「仕事に対する自分の適性を知りたいため」

インターンシップ・仕事体験が実施できない理由について聞いたところ、「対応できる社員を用意できない」が最多で ％

（対前年 減）だった。特に学生の採用情報を条件付きで利用できるタイプ ・ の実施をするには 日間以上の開催期間や

就業体験が必要になり、かなりハードルが高いと言えるだろう。

「「対対応応すするる社社員員がが用用意意ででききなないい」」がが最最多多でで半半数数超超

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが実実施施ででききなないい理理由由 企企業業

рмΦо҈

ннΦс҈

мфΦл҈

моΦс҈

фΦм҈

уΦу҈

уΦс҈

сΦл҈

тΦт҈

рнΦс҈

нмΦт҈

нлΦн҈

фΦл҈

млΦм҈

фΦф҈

сΦр҈

уΦм҈

уΦл҈

пуΦп҈

мрΦн҈

мсΦу҈

фΦо҈

тΦп҈

рΦф҈

мнΦп҈

пΦф҈

уΦт҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈

対応する社員を用意できない

対面で受け入れるためのインフラが整わない

実施予定だったが応募がなかった

過去実施した際に、採用に繋がらなかった・効果を感じなかった

（人事以外の）社内の理解が得られない

情報セキュリティの観点から職場や

社内ネットワークに学生を入れることができない

インターンシップ・仕事体験の必要性を感じない

²9.で実施するためのインフラが整わない

その他

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ををししななかかっったた理理由由（（複複数数回回答答））

нс年卒όƴҐуснύ

нр年卒όƴҐуфнύ

нп年卒όƴҐфлтύ

『インターンシップ・仕事体験をしなかった理由：マイナビ 年卒企業新卒採用予定調査（ 年 月）』
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「「学学業業をを優優先先ししてていいたたかからら」」がが最最多多でで％％

『【不参加者限定】インターンシップに参加しなかった理由：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

インターンシップ・仕事体験に参加しなかった理由は「学業を優先していたから」が最も多く％となり、前年最も割合が高

かった「参加したかったが選考で落ちたから」を上回った。また、「参加したかったが日程が合わなかったから」の割合が前年

から大きく減った。

ноΦр҈

мфΦм҈

тΦф҈

тΦп҈

тΦл҈

рΦл҈

оΦу҈

мсΦп҈

нуΦо҈

муΦу҈

мнΦн҈

сΦр҈

мΦф҈

лΦт҈

л҈р҈мл҈мр҈нл҈нр҈ол҈

学業を優先していたから

参加したかったが選考で落ちたから

参加したかったが日程が合わなかったから

部活・サークル活動やアルバイトを優先していたから

興味が無かったから

志望業界・企業がインターンシップを実施していなかったから

参加したい企業がオンラインでしか開催していなかったから

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししななかかっったた主主なな理理由由（（単単一一回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐморύ

нр年卒όƴҐтстύ

学学生生 イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししななかかっったた理理由由

～～月月のの間間ににイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに初初めめてて参参加加ししたた割割合合はは％％

～月の間にインターンシップ・仕事体験に初めて参加した割合は前年よりやや増加した。夏季期間に積極的に取り組もう

と考える学生が増えているようだ。

大学

入学

以前

大学入

学後～

一昨年

мн月

昨年

м月

昨年

н月

昨年

о月

昨年

п月

昨年

р月

昨年

с月

昨年

т月

昨年

у月

昨年

ф月

昨年

мл月

昨年

мм月

昨年

мн月

今年

м月

今年

н月

нн年卒όƴҐоΣлот）лΦп҈уΦн҈лΦт҈нΦл҈лΦу҈лΦт҈мΦн҈сΦл҈мнΦт҈ноΦо҈моΦм҈сΦп҈сΦл҈тΦп҈тΦн҈оΦу҈

но年卒όƴҐпΣуутύлΦр҈пΦф҈мΦм҈мΦн҈мΦл҈мΦм҈нΦс҈фΦо҈мрΦу҈нсΦс҈уΦп҈сΦл҈рΦл҈сΦо҈сΦу҈оΦп҈

нп年卒όƴҐнΣсопύлΦт҈рΦл҈лΦс҈мΦн҈мΦм҈мΦо҈нΦт҈млΦу҈мтΦф҈нтΦс҈уΦо҈рΦл҈пΦп҈рΦо҈пΦу҈оΦн҈

нр年卒όƴҐнΣнсмύлΦф҈сΦс҈лΦп҈мΦл҈мΦр҈мΦо҈оΦо҈млΦф҈мрΦл҈нфΦр҈тΦф҈пΦп҈пΦс҈рΦо҈рΦо҈нΦм҈

нс年卒όƴҐмΣтлфύлΦу҈уΦт҈лΦо҈мΦн҈мΦп҈нΦн҈пΦф҈млΦл҈муΦу҈нфΦн҈уΦо҈оΦо҈оΦм҈оΦн҈оΦс҈мΦм҈

л҈

р҈

мл҈

мр҈

нл҈

нр҈

ол҈

ор҈
【【参参加加者者限限定定】】初初めめててイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた時時期期

『【参加者限定】初めてインターンシップに参加した時期：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

сπу月合計
нн年卒：пнΦл％
но年卒：рмΦт％
нп年卒：рсΦо％
нр年卒：ррΦп％
нс年卒：руΦл％

学学生生 学学生生ががイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに初初めめてて参参加加ししたた時時期期

「「学学業業をを優優先先ししてていいたたかからら」」がが最最多多でで ％％

『【不参加者限定】 インターンシップに参加しなかった理由：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

インターンシップ・仕事体験に参加しなかった理由は「学業を優先していたから」が最も多く ％となり、前年最も割合が高

かった「参加したかったが選考で落ちたから」を上回った。また、「参加したかったが日程が合わなかったから」の割合が前年

から大きく減った。

ноΦр҈

мфΦм҈

тΦф҈

тΦп҈

тΦл҈

рΦл҈

оΦу҈

мсΦп҈

нуΦо҈

муΦу҈

мнΦн҈

сΦр҈

мΦф҈

лΦт҈

л҈ р҈ мл҈ мр҈ нл҈ нр҈ ол҈

学業を優先していたから

参加したかったが選考で落ちたから

参加したかったが日程が合わなかったから

部活・サークル活動やアルバイトを優先していたから

興味が無かったから

志望業界・企業がインターンシップを実施していなかったから

参加したい企業がオンラインでしか開催していなかったから

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししななかかっったた主主なな理理由由（（単単一一回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐморύ

нр年卒όƴҐтстύ

学学生生イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししななかかっったた理理由由

～～ 月月のの間間ににイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに初初めめてて参参加加ししたた割割合合はは ％％

～ 月の間にインターンシップ・仕事体験に初めて参加した割合は前年よりやや増加した。夏季期間に積極的に取り組もう

と考える学生が増えているようだ。

大学

入学

以前

大学入

学後～

一昨年

мн月

昨年

м月

昨年

н月

昨年

о月

昨年

п月

昨年

р月

昨年

с月

昨年

т月

昨年

у月

昨年

ф月

昨年

мл月

昨年

мм月

昨年

мн月

今年

м月

今年

н月

нн年卒όƴҐоΣлот） лΦп҈ уΦн҈ лΦт҈ нΦл҈ лΦу҈ лΦт҈ мΦн҈ сΦл҈ мнΦт҈ ноΦо҈ моΦм҈ сΦп҈ сΦл҈ тΦп҈ тΦн҈ оΦу҈

но年卒όƴҐпΣуутύ лΦр҈ пΦф҈ мΦм҈ мΦн҈ мΦл҈ мΦм҈ нΦс҈ фΦо҈ мрΦу҈ нсΦс҈ уΦп҈ сΦл҈ рΦл҈ сΦо҈ сΦу҈ оΦп҈

нп年卒όƴҐнΣсопύ лΦт҈ рΦл҈ лΦс҈ мΦн҈ мΦм҈ мΦо҈ нΦт҈ млΦу҈ мтΦф҈ нтΦс҈ уΦо҈ рΦл҈ пΦп҈ рΦо҈ пΦу҈ оΦн҈

нр年卒όƴҐнΣнсмύ лΦф҈ сΦс҈ лΦп҈ мΦл҈ мΦр҈ мΦо҈ оΦо҈ млΦф҈ мрΦл҈ нфΦр҈ тΦф҈ пΦп҈ пΦс҈ рΦо҈ рΦо҈ нΦм҈

нс年卒όƴҐмΣтлфύ лΦу҈ уΦт҈ лΦо҈ мΦн҈ мΦп҈ нΦн҈ пΦф҈ млΦл҈ муΦу҈ нфΦн҈ уΦо҈ оΦо҈ оΦм҈ оΦн҈ оΦс҈ мΦм҈

л҈

р҈

мл҈

мр҈

нл҈

нр҈

ол҈

ор҈
【【参参加加者者限限定定】】初初めめててイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた時時期期

『【参加者限定】初めてインターンシップに参加した時期：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

сπу月合計
нн年卒：пнΦл％
но年卒：рмΦт％
нп年卒：рсΦо％
нр年卒：ррΦп％
нс年卒：руΦл％

学学生生学学生生ががイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに初初めめてて参参加加ししたた時時期期
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調査時点で、 年卒の学生向けにオープン・カンパニー（タイプ ）を実施した（する予定の）企業はほぼ 割（ ％）で前年

を大きく上回った。汎用的能力・専門能力活動型インターンシップ（タイプ ）を実施した（する予定の）企業も前年よりやや増加

している。

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーをを実実施施ししたた（（すするる予予定定のの））企企業業がが増増加加

企企業業ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー実実施施状状況況のの変変化化 企企業業

『実施した（する予定の）キャリア形成活動はどれに該当するか：マイナビ 年卒企業新卒採用予定調査（ 年 月） 』

сфΦф҈

нуΦп҈

муΦр҈

муΦт҈

мΦм҈

мтΦф҈

пфΦл҈

нсΦу҈

мпΦт҈

ноΦф҈

мΦп҈

нсΦн҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈

タイプ ：オープン・カンパニー

タイプ ：キャリア教育（プレ・インターンシップを含む）

タイプ ：汎用的能力・専門能力活用型インターンシップ

タイプ には当てはまらないが就業体験のあるプログラム

タイプ ：高度専門型インターンシップ

実施しない

実実施施ししたた（（すするる予予定定のの））キキャャリリアア形形成成活活動動ははどどれれにに該該当当すするるかか（（複複数数回回答答））

нс年卒（ƴҐмΣосо）

нр年卒（ƴҐмΣппн）

内内々々定定獲獲得得ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加のの効効果果

内内々々定定先先納納得得度度のの高高いい人人のの方方がが、、業業界界、、企企業業、、職職種種にに対対すするる理理解解がが深深ままっったた割割合合がが高高いい

内々定先への納得度を 段階で評価してもらい、 、 を「納得していない」、 を「どちらでもない」、 、 を「納得している」として、

インターンシップ・仕事体験参加の影響度合いを聞いた。内々定先に納得している学生の中で業界や企業、職種に対しての理

解が深まったという回答が納得していない学生と比べて高く、学生の仕事への理解に非常に役に立っていることがわかる。

туΦп҈ улΦф҈
уфΦм҈

нмΦс҈ мфΦм҈
млΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

納得していない
όƴҐрнύ

どちらでもない
όƴҐморύ

納得している
όƴҐмΣротύ

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの内内容容はは企企業業選選択択にに影影響響ししたたかか

影響した 影響しなかった трΦр҈

тмΦф҈

срΦу҈

рлΦр҈

орΦт҈

орΦп҈

нфΦп҈

соΦн҈

соΦс҈

рнΦр҈

пмΦо҈

олΦн҈

нрΦр҈

олΦм҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈

業界に対する理解が深まった

企業に対する理解が深まった

職種に対する理解が深まった

早期選考に進めた

自分の適性の理解が進んだ

（自己分析が進んだ）

面接時の話の材料になった

採用選考の一部が免除になった

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが役役にに立立っったた内内容容 ※※上上位位抜抜粋粋

納得している
όƴҐмΣротύ

納得していない
όƴҐрнύ

『インターンシップ・仕事体験の内容は企業選択に影響したか、内々定獲得に役立ったか、役に立った内容：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月）』

学学生生

調査時点で、年卒の学生向けにオープン・カンパニー（タイプ）を実施した（する予定の）企業はほぼ割（％）で前年

を大きく上回った。汎用的能力・専門能力活動型インターンシップ（タイプ）を実施した（する予定の）企業も前年よりやや増加

している。

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーをを実実施施ししたた（（すするる予予定定のの））企企業業がが増増加加

企企業業ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー実実施施状状況況のの変変化化企企業業

『実施した（する予定の）キャリア形成活動はどれに該当するか：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』

сфΦф҈

нуΦп҈

муΦр҈

муΦт҈

мΦм҈

мтΦф҈

пфΦл҈

нсΦу҈

мпΦт҈

ноΦф҈

мΦп҈

нсΦн҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

タイプ：オープン・カンパニー

タイプ：キャリア教育（プレ・インターンシップを含む）

タイプ：汎用的能力・専門能力活用型インターンシップ

タイプには当てはまらないが就業体験のあるプログラム

タイプ：高度専門型インターンシップ

実施しない

実実施施ししたた（（すするる予予定定のの））キキャャリリアア形形成成活活動動ははどどれれにに該該当当すするるかか（（複複数数回回答答））

нс年卒（ƴҐмΣосо）

нр年卒（ƴҐмΣппн）

内内々々定定獲獲得得ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加のの効効果果

内内々々定定先先納納得得度度のの高高いい人人のの方方がが、、業業界界、、企企業業、、職職種種にに対対すするる理理解解がが深深ままっったた割割合合がが高高いい

内々定先への納得度を段階で評価してもらい、、を「納得していない」、を「どちらでもない」、、を「納得している」として、

インターンシップ・仕事体験参加の影響度合いを聞いた。内々定先に納得している学生の中で業界や企業、職種に対しての理

解が深まったという回答が納得していない学生と比べて高く、学生の仕事への理解に非常に役に立っていることがわかる。

туΦп҈улΦф҈
уфΦм҈

нмΦс҈мфΦм҈
млΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

納得していない
όƴҐрнύ

どちらでもない
όƴҐморύ

納得している
όƴҐмΣротύ

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの内内容容はは企企業業選選択択にに影影響響ししたたかか

影響した影響しなかったтрΦр҈

тмΦф҈

срΦу҈

рлΦр҈

орΦт҈

орΦп҈

нфΦп҈

соΦн҈

соΦс҈

рнΦр҈

пмΦо҈

олΦн҈

нрΦр҈

олΦм҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

業界に対する理解が深まった

企業に対する理解が深まった

職種に対する理解が深まった

早期選考に進めた

自分の適性の理解が進んだ

（自己分析が進んだ）

面接時の話の材料になった

採用選考の一部が免除になった

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが役役にに立立っったた内内容容※※上上位位抜抜粋粋

納得している
όƴҐмΣротύ

納得していない
όƴҐрнύ

『インターンシップ・仕事体験の内容は企業選択に影響したか、内々定獲得に役立ったか、役に立った内容：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』

学学生生

調査時点で、年卒の学生向けにオープン・カンパニー（タイプ）を実施した（する予定の）企業はほぼ割（％）で前年

を大きく上回った。汎用的能力・専門能力活動型インターンシップ（タイプ）を実施した（する予定の）企業も前年よりやや増加

している。

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーをを実実施施ししたた（（すするる予予定定のの））企企業業がが増増加加

企企業業ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー実実施施状状況況のの変変化化企企業業

『実施した（する予定の）キャリア形成活動はどれに該当するか：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』

сфΦф҈

нуΦп҈

муΦр҈

муΦт҈

мΦм҈

мтΦф҈

пфΦл҈

нсΦу҈

мпΦт҈

ноΦф҈

мΦп҈

нсΦн҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

タイプ：オープン・カンパニー

タイプ：キャリア教育（プレ・インターンシップを含む）

タイプ：汎用的能力・専門能力活用型インターンシップ

タイプには当てはまらないが就業体験のあるプログラム

タイプ：高度専門型インターンシップ

実施しない

実実施施ししたた（（すするる予予定定のの））キキャャリリアア形形成成活活動動ははどどれれにに該該当当すするるかか（（複複数数回回答答））

нс年卒（ƴҐмΣосо）

нр年卒（ƴҐмΣппн）

内内々々定定獲獲得得ににおおけけるるイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加のの効効果果

内内々々定定先先納納得得度度のの高高いい人人のの方方がが、、業業界界、、企企業業、、職職種種にに対対すするる理理解解がが深深ままっったた割割合合がが高高いい

内々定先への納得度を段階で評価してもらい、、を「納得していない」、を「どちらでもない」、、を「納得している」として、

インターンシップ・仕事体験参加の影響度合いを聞いた。内々定先に納得している学生の中で業界や企業、職種に対しての理

解が深まったという回答が納得していない学生と比べて高く、学生の仕事への理解に非常に役に立っていることがわかる。

туΦп҈улΦф҈
уфΦм҈

нмΦс҈мфΦм҈
млΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

納得していない
όƴҐрнύ

どちらでもない
όƴҐморύ

納得している
όƴҐмΣротύ

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの内内容容はは企企業業選選択択にに影影響響ししたたかか

影響した影響しなかったтрΦр҈

тмΦф҈

срΦу҈

рлΦр҈

орΦт҈

орΦп҈

нфΦп҈

соΦн҈

соΦс҈

рнΦр҈

пмΦо҈

олΦн҈

нрΦр҈

олΦм҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

業界に対する理解が深まった

企業に対する理解が深まった

職種に対する理解が深まった

早期選考に進めた

自分の適性の理解が進んだ

（自己分析が進んだ）

面接時の話の材料になった

採用選考の一部が免除になった

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験がが役役にに立立っったた内内容容※※上上位位抜抜粋粋

納得している
όƴҐмΣротύ

納得していない
όƴҐрнύ

『インターンシップ・仕事体験の内容は企業選択に影響したか、内々定獲得に役立ったか、役に立った内容：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』

学学生生

ー 12 ー



業業界界研研究究セセミミナナーーがが最最多多でで約約割割。。職職種種研研究究セセミミナナーー、、社社員員交交流流会会もも多多かかっったた

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーののププロロググララムム内内容容

業界研究セミナー

職種研究セミナー

社員交流会

課題解決プログラム・ビジネスコンテスト

オフィス・工場・研究所の見学会

研修・講座形式の教育プログラム

キャリアイメージワーク

その他

あてはまるものはない

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーににてて参参加加ししたたププロロググララムム（（複複数数回回答答））

全体（）

文系（）

理系（）

『オープン・カンパニーにて参加したプログラム：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

オープン・カンパニーにて参加したプログラムを複数回答で聞いたところ、最も高い割合だったのは「業界研究セミナー」で約

割（％）だった。次に多かったのは「職種研究セミナー」の％で、その次が「社員交流会」の％だった。理系の学

生では、「オフィス・工場・研究所の見学会」の割合も高かった（％）。

学学生生

【企業】

年卒学生にオープン・カンパニーに参加したことがあるか聞いたところ、参加したことがある学生は％で、前年の

％を大きく上回った。オープン・カンパニーに参加したことがある学生に、参加することの志望度への影響を聞いたところ、

％の学生が志望度が上がったと回答した。

学学生生ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー参参加加経経験験はは％％でで前前年年よよりり大大ききくく増増加加

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーのの参参加加経経験験とと志志望望度度のの関関係係

年卒（）年卒（）

ここれれままででににオオーーププンン・・カカンンパパニニーーにに参参加加ししたたここととははああるるかか

参加したことがある参加したことはない

年卒（）年卒（）

【【オオーーププンン・・カカンンパパニニーー参参加加者者限限定定】】

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーにに参参加加すするるここととのの志志望望度度へへのの影影響響

志望度が上がった

志望度には影響はなかった

志望度が下がった

『これまでにオープン・カンパニーに参加したことがあるか、志望度への影響：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

学学生生

業業界界研研究究セセミミナナーーがが最最多多でで約約 割割。。職職種種研研究究セセミミナナーー、、社社員員交交流流会会もも多多かかっったた

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーののププロロググララムム内内容容

業界研究セミナー

職種研究セミナー

社員交流会

課題解決プログラム・ビジネスコンテスト

オフィス・工場・研究所の見学会

研修・講座形式の教育プログラム

キャリアイメージワーク

その他

あてはまるものはない

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーににてて参参加加ししたたププロロググララムム（（複複数数回回答答））

全体（ ）

文系（ ）

理系（ ）

『オープン・カンパニーにて参加したプログラム：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

オープン・カンパニーにて参加したプログラムを複数回答で聞いたところ、最も高い割合だったのは「業界研究セミナー」で約

割（ ％）だった。次に多かったのは「職種研究セミナー」の ％で、その次が「社員交流会」の ％だった。理系の学

生では、「オフィス・工場・研究所の見学会」の割合も高かった（ ％）。

学学生生

【企業】

年卒学生にオープン・カンパニーに参加したことがあるか聞いたところ、参加したことがある学生は ％で、前年の

％を大きく上回った。オープン・カンパニーに参加したことがある学生に、参加することの志望度への影響を聞いたところ、

％の学生が志望度が上がったと回答した。

学学生生ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー参参加加経経験験はは ％％でで前前年年よよりり大大ききくく増増加加

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーのの参参加加経経験験とと志志望望度度のの関関係係

年卒（ ） 年卒（ ）

ここれれままででににオオーーププンン・・カカンンパパニニーーにに参参加加ししたたここととははああるるかか

参加したことがある 参加したことはない

年卒（ ） 年卒（ ）

【【オオーーププンン・・カカンンパパニニーー参参加加者者限限定定】】

オオーーププンン・・カカンンパパニニーーにに参参加加すするるここととのの志志望望度度へへのの影影響響

志望度が上がった

志望度には影響はなかった

志望度が下がった

『これまでにオープン・カンパニーに参加したことがあるか、志望度への影響：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

学学生生

ー 13 ー



就職活動開始前にインターンシップ・仕事体験以外で社会人に話を聞いたことのある学生は％だった。話を聞いて自分

にあった変化について聞いたところ、「就職活動への意欲や期待が高まった」「志望業界・企業が絞り込めた」「志望業界・企

業が広がった」が割を超えて高い割合だった。理系では「志望業界・企業が絞り込めた」の割合が高かった。

（（イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外でで））社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたかか

社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたここととががああるる学学生生はは約約割割

『社会人に話を聞いたことがあるか、社会人に話を聞くことであなたにあった変化：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

聞いたことが

ある
тфΦп҈

聞いたことがない
нлΦс҈

（（イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外でで））

社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたここととががああるるかかопΦф҈

опΦо҈

онΦт҈

нфΦф҈

нтΦп҈

нрΦм҈

нпΦр҈

опΦт҈

онΦт҈

ооΦн҈

нфΦп҈

нтΦт҈

нсΦт҈

ннΦп҈

орΦм҈

осΦу҈

онΦл҈

олΦр҈

нсΦф҈

ннΦр҈

нтΦт҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈

就職活動への意欲や期待が高まった

志望業界・企業が絞り込めた

志望業界・企業が広がった

就職した後のキャリアについて考えるようになった

就職活動の準備で行うべきことが分かった

志望業界・企業を見直すことにした

話を聞いた社会人が勤めている企業への

理解が深まった

社社会会人人にに「「仕仕事事やや業業界界・・企企業業」」ににつついいてて話話をを聞聞くくここととででああななたたににああっったた変変化化※※上上位位抜抜粋粋

全体

文系

理系

学学生生

インターンシップ・仕事体験以外の就職活動の準備を開始した時期が「月より前」である学生の割合は年々増えており、

年卒では％となった。その理由としては「焦り」「不安」が目立つ。一方、広報活動開始前である月の段階で就職活動

の準備状況を聞くと、「（「十分」「ある程度」）できている」との回答は％と、前年から増加していた。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの就就職職活活動動のの準準備備

全全体体的的にに焦焦りりやや不不安安感感ががあありり、、就就職職活活動動準準備備のの開開始始時時期期がが前前倒倒ししにに

『インターンシップ・仕事体験以外の就職活動準備の開始時期、行った理由、就職活動の準備状況：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

онΦн҈

оуΦл҈

псΦс҈

пуΦм҈

рпΦс҈

ртΦм҈

рфΦл҈

стΦо҈

ттΦн҈

стΦф҈

смΦф҈

роΦп҈

рмΦф҈

прΦп҈

пнΦф҈

плΦф҈

онΦт҈

ннΦу҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈млл҈

му年卒

мф年卒

нл年卒

нм年卒

нн年卒

но年卒

нп年卒

нр年卒

нс年卒

【【活活動動ししたた学学生生限限定定】】

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの

就就職職活活動動準準備備のの開開始始時時期期

ф月以前мл月以降

нуΦо҈

ноΦп҈

моΦу҈

мнΦп҈

тΦм҈

нуΦу҈

ноΦр҈

мнΦо҈

моΦс҈

тΦт҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈

早く就職活動を始めなければという

焦りがあったから

就職活動に対する不安を少しでも

減らしたかったから

自分がどんな業種に魅力を感じるのか

早く知りたかったから

自分が魅力を感じる企業を

早く見つけたかったから

周りが始めたので何となく

【【活活動動ししたた学学生生限限定定】】イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの就就職職活活動動

のの準準備備をを行行っったた理理由由※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐмΣфноύ

нр年卒όƴҐнΣпфсύ

фΦп҈

моΦу҈

нсΦт҈

ооΦс҈

нрΦр҈

нлΦу҈

олΦп҈

нпΦс҈

уΦл҈

тΦн҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈фл҈млл҈

нр年卒όƴҐнΣсооύ

нс年卒όƴҐнΣллтύ

（（月月時時点点のの））就就職職活活動動のの準準備備状状況況

十分できているある程度できているどちらともいえないあまりできていない全くできていない

計計птΦп％％

学学生生

就職活動開始前にインターンシップ・仕事体験以外で社会人に話を聞いたことのある学生は ％だった。話を聞いて自分

にあった変化について聞いたところ、「就職活動への意欲や期待が高まった」「志望業界・企業が絞り込めた」「志望業界・企

業が広がった」が 割を超えて高い割合だった。理系では「志望業界・企業が絞り込めた」の割合が高かった。

（（イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外でで））社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたかか

社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたここととががああるる学学生生はは約約 割割

『社会人に話を聞いたことがあるか、社会人に話を聞くことであなたにあった変化：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

聞いたことが

ある
тфΦп҈

聞いたことがない
нлΦс҈

（（イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外でで））

社社会会人人にに話話をを聞聞いいたたここととががああるるかか опΦф҈

опΦо҈

онΦт҈

нфΦф҈

нтΦп҈

нрΦм҈

нпΦр҈

опΦт҈

онΦт҈

ооΦн҈

нфΦп҈

нтΦт҈

нсΦт҈

ннΦп҈

орΦм҈

осΦу҈

онΦл҈

олΦр҈

нсΦф҈

ннΦр҈

нтΦт҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈

就職活動への意欲や期待が高まった

志望業界・企業が絞り込めた

志望業界・企業が広がった

就職した後のキャリアについて考えるようになった

就職活動の準備で行うべきことが分かった

志望業界・企業を見直すことにした

話を聞いた社会人が勤めている企業への

理解が深まった

社社会会人人にに「「仕仕事事やや業業界界・・企企業業」」ににつついいてて話話をを聞聞くくここととででああななたたににああっったた変変化化 ※※上上位位抜抜粋粋

全体

文系

理系

学学生生

インターンシップ・仕事体験以外の就職活動の準備を開始した時期が「 月より前」である学生の割合は年々増えており、

年卒では ％となった。その理由としては「焦り」「不安」が目立つ。一方、広報活動開始前である 月の段階で就職活動

の準備状況を聞くと、「（「十分」 「ある程度」）できている」との回答は ％と、前年から増加していた。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの就就職職活活動動のの準準備備

全全体体的的にに焦焦りりやや不不安安感感ががあありり、、就就職職活活動動準準備備のの開開始始時時期期がが前前倒倒ししにに

『インターンシップ・仕事体験以外の就職活動準備の開始時期、行った理由、就職活動の準備状況： マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

онΦн҈

оуΦл҈

псΦс҈

пуΦм҈

рпΦс҈

ртΦм҈

рфΦл҈

стΦо҈

ттΦн҈

стΦф҈

смΦф҈

роΦп҈

рмΦф҈

прΦп҈

пнΦф҈

плΦф҈

онΦт҈

ннΦу҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈ млл҈

му年卒

мф年卒

нл年卒

нм年卒

нн年卒

но年卒

нп年卒

нр年卒

нс年卒

【【活活動動ししたた学学生生限限定定】】

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの

就就職職活活動動準準備備のの開開始始時時期期

ф月以前 мл月以降

нуΦо҈

ноΦп҈

моΦу҈

мнΦп҈

тΦм҈

нуΦу҈

ноΦр҈

мнΦо҈

моΦс҈

тΦт҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈

早く就職活動を始めなければという

焦りがあったから

就職活動に対する不安を少しでも

減らしたかったから

自分がどんな業種に魅力を感じるのか

早く知りたかったから

自分が魅力を感じる企業を

早く見つけたかったから

周りが始めたので何となく

【【活活動動ししたた学学生生限限定定】】イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外のの就就職職活活動動

のの準準備備をを行行っったた理理由由 ※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐмΣфноύ

нр年卒όƴҐнΣпфсύ

фΦп҈

моΦу҈

нсΦт҈

ооΦс҈

нрΦр҈

нлΦу҈

олΦп҈

нпΦс҈

уΦл҈

тΦн҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈ фл҈ млл҈

нр年卒όƴҐнΣсооύ

нс年卒όƴҐнΣллтύ

（（ 月月時時点点のの））就就職職活活動動のの準準備備状状況況

十分できている ある程度できている どちらともいえない あまりできていない 全くできていない

計計птΦп％％

学学生生
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仕仕事事・・キキャャリリアアのの方方向向性性をを考考ええるる時時期期

年卒の学生が大学年生のときに、「仕事・キャリアの方向性が定まっているか」を聞いたところ、「決まっている（「具体的

に」「どちらかといえば」の合算）」との回答が％で前年から減少していた。すでに仕事・キャリアの方向性が決まってい

る人に現在希望している仕事・キャリアについて、意識し始めたのはいつごろかを聞いたところ、「高校生」が最多で％（対

前年増）となった。学校教育などで高校生からキャリアについて考える機会が増えているためであると考えられる。

『現時点において自分が就きたい仕事・キャリアの方向性が決まっているか、【決まっている人】現在希望している仕事・キャリアについて、意識し始めたのはいつ頃か
：マイナビ大学生低学年のキャリア意識調査（年月）』

ноΦп҈нсΦо҈

ооΦм҈
отΦл҈

онΦф҈нрΦм҈

млΦт҈ммΦт҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

нр年卒（ƴҐптм）нс年卒（ƴҐпсф）

【【大大学学年年生生時時点点】】大大学学卒卒業業後後にに自自分分がが就就ききたたいい

仕仕事事・・キキャャリリアアのの方方向向性性がが決決ままっってていいるるかか

具体的に決まっている

どちらかといえば、

決まっている

どちらかといえば、

決まっていない

全く決まっていない

мΦп҈

пΦн҈

фΦс҈

уΦн҈

мфΦл҈

нмΦм҈

отΦс҈

онΦр҈

нуΦу҈

ооΦф҈

оΦр҈
нс年卒
όƴҐмфрύ

нр年卒
όƴҐнмсύ

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈млл҈

【【決決ままっってていいるる人人】】現現在在希希望望ししてていいるる仕仕事事・・キキャャリリアア

ににつついいてて、、意意識識しし始始めめたたののははいいつつごごろろかか

幼少期小学生

中学生高校生

大学生になってからはっきりと覚えていない＊

「「決決ままっってていいるる」」計計
осΦу％％ поΦс％％

＊年卒から追加

学学生生

大大学学年年生生のの段段階階ででキキャャリリアアのの方方向向性性がが決決ままっってていいるる人人はは％％

広報活動開始前に、企業がインターンシップ、仕事体験以外で実施した取り組みは、前年と比べて「での情報発信」がわ

ずかに増加している。また、全体の傾向として、インターンシップ等を実施している企業は実施していない企業と比べると様々な

手段を活用して学生との接点を持とうとしていることがわかる。

広広報報活活動動開開始始前前ににイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外にに行行っったた施施策策

前前年年とと比比べべてて「「ででのの情情報報発発信信」」ががわわずずかかにに増増加加

『インターンシップ・仕事体験以外に実施したこと：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）

ртΦс҈

рмΦс҈

ппΦт҈

олΦф҈

нуΦн҈

нрΦн҈

ннΦт҈

мрΦт҈

ммΦф҈

снΦу҈

рпΦп҈

прΦт҈

орΦн҈

нсΦо҈

опΦо҈

нрΦс҈

мтΦф҈

мрΦс҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈

インターンシップ

就職準備サイトへの掲載

学校のキャリアセンターへの

訪問・関係構築

社内見学の受け入れ

業界研究イベントへの参加

での情報発信

社員と学生の座談会や

懇親会の実施

学校の各学部事務室や、

教員訪問・研究室訪問

学内の講義に協力・登壇、

データ提供等

アルバイトの募集・受け入れ

（（広広報報活活動動開開始始前前））イインンタターーンンシシッッププ、、仕仕事事体体験験以以外外にに実実施施ししたたこことと（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒全体

όƴҐнΣпоо）

нр年卒全体

όƴҐнΣпуф）

стΦо҈

ррΦс҈

пмΦм҈

оуΦо҈

нфΦп҈

олΦн҈

нпΦс҈

мфΦф҈

ммΦн҈

осΦн҈

пнΦф҈

рнΦс҈

мпΦр҈

нрΦу҈

мпΦо҈

муΦп҈

сΦо҈

моΦп҈
л҈нл҈пл҈сл҈ул҈

インターンシップ

就職準備サイトへの掲載

学校のキャリアセンターへの

訪問・関係構築

社内見学の受け入れ

業界研究イベントへの参加

での情報発信

社員と学生の座談会や

懇親会の実施

学校の各学部事務室や、

教員訪問・研究室訪問

学内の講義に協力・登壇、

データ提供等

アルバイトの募集・受け入れ

インターンシップ等

を実施している

（ƴҐмΣссл）

インターンシップ等

を実施していない

（ƴҐтто）

企企業業

仕仕事事・・キキャャリリアアのの方方向向性性をを考考ええるる時時期期

年卒の学生が大学 年生のときに、「仕事・キャリアの方向性が定まっているか」を聞いたところ、「決まっている（ 「具体的

に」 「どちらかといえば」の合算）」との回答が ％で前年から 減少していた。すでに仕事・キャリアの方向性が決まってい

る人に現在希望している仕事・キャリアについて、意識し始めたのはいつごろかを聞いたところ、「高校生」が最多で ％（対

前年 増）となった。学校教育などで高校生からキャリアについて考える機会が増えているためであると考えられる。

『現時点において自分が就きたい仕事・キャリアの方向性が決まっているか、【決まっている人】現在希望している仕事・キャリアについて、意識し始めたのはいつ頃か
：マイナビ大学生低学年のキャリア意識調査（ 年 月）』

ноΦп҈ нсΦо҈

ооΦм҈
отΦл҈

онΦф҈ нрΦм҈

млΦт҈ ммΦт҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

нр年卒（ƴҐптм） нс年卒（ƴҐпсф）

【【大大学学 年年生生時時点点】】大大学学卒卒業業後後にに自自分分がが就就ききたたいい

仕仕事事・・キキャャリリアアのの方方向向性性がが決決ままっってていいるるかか

具体的に決まっている

どちらかといえば、

決まっている

どちらかといえば、

決まっていない

全く決まっていない

мΦп҈

пΦн҈

фΦс҈

уΦн҈

мфΦл҈

нмΦм҈

отΦс҈

онΦр҈

нуΦу҈

ооΦф҈

оΦр҈
нс年卒
όƴҐмфрύ

нр年卒
όƴҐнмсύ

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈ млл҈

【【決決ままっってていいるる人人】】現現在在希希望望ししてていいるる仕仕事事・・キキャャリリアア

ににつついいてて、、意意識識しし始始めめたたののははいいつつごごろろかか

幼少期 小学生

中学生 高校生

大学生になってから はっきりと覚えていない＊

「「決決ままっってていいるる」」計計
осΦу％％поΦс％％

＊ 年卒から追加

学学生生

大大学学 年年生生のの段段階階ででキキャャリリアアのの方方向向性性がが決決ままっってていいるる人人はは ％％

広報活動開始前に、企業がインターンシップ、仕事体験以外で実施した取り組みは、前年と比べて「 での情報発信」がわ

ずかに増加している。また、全体の傾向として、インターンシップ等を実施している企業は実施していない企業と比べると様々な

手段を活用して学生との接点を持とうとしていることがわかる。

広広報報活活動動開開始始前前ににイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験以以外外にに行行っったた施施策策

前前年年とと比比べべてて「「 ででのの情情報報発発信信」」ががわわずずかかにに増増加加

『インターンシップ・仕事体験以外に実施したこと：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）

ртΦс҈

рмΦс҈

ппΦт҈

олΦф҈

нуΦн҈

нрΦн҈

ннΦт҈

мрΦт҈

ммΦф҈

снΦу҈

рпΦп҈

прΦт҈

орΦн҈

нсΦо҈

опΦо҈

нрΦс҈

мтΦф҈

мрΦс҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈

インターンシップ

就職準備サイトへの掲載

学校のキャリアセンターへの

訪問・関係構築

社内見学の受け入れ

業界研究イベントへの参加

での情報発信

社員と学生の座談会や

懇親会の実施

学校の各学部事務室や、

教員訪問・研究室訪問

学内の講義に協力・登壇、

データ提供等

アルバイトの募集・受け入れ

（（広広報報活活動動開開始始前前））イインンタターーンンシシッッププ、、仕仕事事体体験験以以外外にに実実施施ししたたこことと（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒全体

όƴҐнΣпоо）

нр年卒全体

όƴҐнΣпуф）

стΦо҈

ррΦс҈

пмΦм҈

оуΦо҈

нфΦп҈

олΦн҈

нпΦс҈

мфΦф҈

ммΦн҈

осΦн҈

пнΦф҈

рнΦс҈

мпΦр҈

нрΦу҈

мпΦо҈

муΦп҈

сΦо҈

моΦп҈
л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈

インターンシップ

就職準備サイトへの掲載

学校のキャリアセンターへの

訪問・関係構築

社内見学の受け入れ

業界研究イベントへの参加

での情報発信

社員と学生の座談会や

懇親会の実施

学校の各学部事務室や、

教員訪問・研究室訪問

学内の講義に協力・登壇、

データ提供等

アルバイトの募集・受け入れ

インターンシップ等

を実施している

（ƴҐмΣссл）

インターンシップ等

を実施していない

（ƴҐтто）

企企業業
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キャリアセンターの業務負荷状況について聞いたところ、前年と同じく「前年度並み（％）」が最多となった。「減った」はわ

ずか％で、「増えた」は％と高い状況となっている。また負荷を解消すべき業務では「企業等の来校への対応」が％

で最多となった。企業の採用意欲の高さから来校対応が増えていると考えられる。

キキャャリリアアセセンンタターーのの負負荷荷をを解解消消すすべべきき業業務務はは「「企企業業等等のの来来校校へへのの対対応応」」がが最最多多

『キャリアセンターの負荷は前年と比べて、負荷を解消すべき業務：マイナビ年度キャリア・就職支援への取り組み調査（年月）』

оуΦр҈

омΦф҈

нтΦс҈

нтΦп҈

нтΦп҈

ннΦл҈

ннΦл҈

мсΦо҈

осΦп҈

олΦф҈

нфΦм҈

нсΦт҈

нлΦо҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈

企業等の来校への対応

学生面談＊（エントリーシート添削）

学生面談＊（模擬面接）

学内企業説明会の運営

学内ガイダンスの運営

インターンシップ等の運営

学生面談＊（その他）

教員との連携

負負荷荷をを解解消消すすべべきき業業務務（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

нлнр年度όƴҐрплύнлнп年度όƴҐрурύ

пмΦр҈отΦф҈онΦф҈

рсΦр҈рфΦп҈спΦс҈

нΦл҈нΦс҈нΦр҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

нлно年度

όƴҐрусύ
нлнп年度

όƴҐсмпύ
нлнр年度

όƴҐррфύ

キキャャリリアアセセンンタターーのの負負荷荷はは前前年年とと比比べべてて

減った

前年度並み

増えた

＊нлнп年度は学生面談（ооΦл％）

【【大大学学】】キキャャリリアア支支援援のの状状況況大大学学

低低学学年年（（学学部部・・年年生生））対対象象ののキキャャリリアア教教育育（（正正課課））のの実実施施はは割割以以上上

大大学学

大学で学生のキャリア支援を担当されている方に低学年（学部・年生）対象のキャリア教育正課）の実施状況を聞いたとこ

ろ、％が実施しており、内容としては「職業観涵養、キャリア形成を目的とした授業」が％で最多となった。また、年卒

の単位認定型インターンシップの実施については「例年通り実施」が％だった。

例年通り

実施
соΦл҈

規模を縮小して

実施
мΦп҈

規模を拡大して

実施
лΦт҈

実施しな

かった
олΦп҈

その他
пΦо҈

年年卒卒単単位位認認定定型型イインンタターーンンシシッッププ等等実実施施状状況況

はい
умΦс҈

いいえ
муΦп҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈млл҈

нлнр年度調査
όƴҐсмоύ

低低学学年年（（学学部部・・年年生生））対対象象のの

キキャャリリアア教教育育（（正正課課））のの実実施施

фмΦф҈

муΦл҈

тлΦт҈

нсΦп҈

мрΦр҈

нлΦр҈

нтΦл҈

ооΦу҈

мнΦп҈

нΦо҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈млл҈

職業観涵養、キャリア形成を目的とした授業

男女共同参画の視点を踏まえたキャリア授業

社会人基礎力の醸成を目的とした授業

企業と連携して実施する課題解決型の授業（t.[）

ポートフォリオを活用したキャリア形成に関する授業

資格取得・就職対策等を目的とした授業

働くことに関するルール（労働関係法令等）の授業

就業体験を伴う授業（インターンシップ等）

アントレプレナーシップの視点を踏まえた授業

この対象では、実施していない

低低学学年年（（学学部部・・年年生生））対対象象ののキキャャリリアア教教育育（（正正課課））内内容容（（複複数数回回答答））

低学年（学部м・н年生）όƴҐпппύ

『低学年（学部・年生）対象のキャリア教育（正課）の実施、低学年（学部・年生）対象のキャリア教育（正課）内容
年卒単位認定型インターンシップ等実施状況：マイナビ年度キャリア・就職支援への取り組み調査（年月）』

【【大大学学】】大大学学主主催催ののキキャャリリアア教教育育・・イインンタターーンンシシッッププ

キャリアセンターの業務負荷状況について聞いたところ、前年と同じく「前年度並み（ ％）」が最多となった。「減った」はわ

ずか ％で、「増えた」は ％と高い状況となっている。また負荷を解消すべき業務では「企業等の来校への対応」が ％

で最多となった。企業の採用意欲の高さから来校対応が増えていると考えられる。

キキャャリリアアセセンンタターーのの負負荷荷をを解解消消すすべべきき業業務務はは「「企企業業等等のの来来校校へへのの対対応応」」がが最最多多

『キャリアセンターの負荷は前年と比べて、負荷を解消すべき業務：マイナビ 年度キャリア・就職支援への取り組み調査（ 年 月）』

оуΦр҈

омΦф҈

нтΦс҈

нтΦп҈

нтΦп҈

ннΦл҈

ннΦл҈

мсΦо҈

осΦп҈

олΦф҈

нфΦм҈

нсΦт҈

нлΦо҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈

企業等の来校への対応

学生面談＊（エントリーシート添削）

学生面談＊（模擬面接）

学内企業説明会の運営

学内ガイダンスの運営

インターンシップ等の運営

学生面談＊（その他）

教員との連携

負負荷荷をを解解消消すすべべきき業業務務（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

нлнр年度όƴҐрплύ нлнп年度όƴҐрурύ

пмΦр҈ отΦф҈ онΦф҈

рсΦр҈ рфΦп҈ спΦс҈

нΦл҈ нΦс҈ нΦр҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

нлно年度

όƴҐрусύ
нлнп年度

όƴҐсмпύ
нлнр年度

όƴҐррфύ

キキャャリリアアセセンンタターーのの負負荷荷はは前前年年とと比比べべてて

減った

前年度並み

増えた

＊нлнп年度は学生面談（ооΦл％）

【【大大学学】】キキャャリリアア支支援援のの状状況況 大大学学

低低学学年年（（学学部部 ・・ 年年生生））対対象象ののキキャャリリアア教教育育（（正正課課））のの実実施施はは 割割以以上上

大大学学

大学で学生のキャリア支援を担当されている方に低学年（学部 ・ 年生）対象のキャリア教育 正課）の実施状況を聞いたとこ

ろ、 ％が実施しており、内容としては「職業観涵養、キャリア形成を目的とした授業」が ％で最多となった。また、 年卒

の単位認定型インターンシップの実施については「例年通り実施」が ％だった。

例年通り

実施
соΦл҈

規模を縮小して

実施
мΦп҈

規模を拡大して

実施
лΦт҈

実施しな

かった
олΦп҈

その他
пΦо҈

年年卒卒単単位位認認定定型型イインンタターーンンシシッッププ等等実実施施状状況況

はい
умΦс҈

いいえ
муΦп҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈ млл҈

нлнр年度調査
όƴҐсмоύ

低低学学年年（（学学部部 ・・ 年年生生））対対象象のの

キキャャリリアア教教育育（（正正課課））のの実実施施

фмΦф҈

муΦл҈

тлΦт҈

нсΦп҈

мрΦр҈

нлΦр҈

нтΦл҈

ооΦу҈

мнΦп҈

нΦо҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈ млл҈

職業観涵養、キャリア形成を目的とした授業

男女共同参画の視点を踏まえたキャリア授業

社会人基礎力の醸成を目的とした授業

企業と連携して実施する課題解決型の授業（t.[）

ポートフォリオを活用したキャリア形成に関する授業

資格取得・就職対策等を目的とした授業

働くことに関するルール（労働関係法令等）の授業

就業体験を伴う授業（インターンシップ等）

アントレプレナーシップの視点を踏まえた授業

この対象では、実施していない

低低学学年年（（学学部部 ・・ 年年生生））対対象象ののキキャャリリアア教教育育（（正正課課））内内容容（（複複数数回回答答））

低学年（学部м・н年生）όƴҐпппύ

『低学年（学部 ・ 年生）対象のキャリア教育（正課）の実施、低学年（学部 ・ 年生）対象のキャリア教育（正課）内容
年卒単位認定型インターンシップ等実施状況：マイナビ 年度キャリア・就職支援への取り組み調査（ 年 月）』

【【大大学学】】大大学学主主催催ののキキャャリリアア教教育育・・イインンタターーンンシシッッププ
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初任給アップ競争が過熱する中、

企業はどのような戦略で採用に挑ん
だか

割弱の学生が「初任給の額が応募するか否かに影響する」と回答する状況の中、割弱の

企業がそれに応えて初任給を上げた。さらに福利厚生の充実にも前向きに取り組んだ。それで

も前年と変わらず、母集団不足や選考受験者の不足に悩まされ続ける。一方の学生は、応募

対象を絞り込む傾向が見られたにもかかわらず、早くも月末には内々定率が割を超えた。し

かし、月以降も活動を続ける学生は、ここまで応募対象を絞り込んだ分、活発な動きを見せ、

エントリー数や面接受験数は前年を上回って推移した。

学生の希望に応えて初任給を上げる企業
加熱する採用競争の中

学生の動きはп月以降例年より活発に

採用活動の予定と実際

企業の動き
初任給アップ競争が過熱する中、

企業はどのような戦略で採用に挑ん
だか

割弱の学生が「初任給の額が応募するか否かに影響する」と回答する状況の中、 割弱の

企業がそれに応えて初任給を上げた。さらに福利厚生の充実にも前向きに取り組んだ。それで

も前年と変わらず、母集団不足や選考受験者の不足に悩まされ続ける。一方の学生は、応募

対象を絞り込む傾向が見られたにもかかわらず、早くも 月末には内々定率が 割を超えた。し

かし、 月以降も活動を続ける学生は、ここまで応募対象を絞り込んだ分、活発な動きを見せ、

エントリー数や面接受験数は前年を上回って推移した。

学生の希望に応えて初任給を上げる企業
加熱する採用競争の中

学生の動きはп月以降例年より活発に

採用活動の予定と実際

企業の動き
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今年初めて

引き上げた

年連続で

引き上げた

年以上連続で

引き上げた

連続ではないが、

直近数年間で段階

的に複数回にわ

たって引き上げた

何何年年連連続続でで初初任任給給をを引引きき上上げげたたかかƴҐмΣнум

年卒の採用のために初任給を引き上げた企業は約割（％）に達し、前年よりやや増加した。初任給を引き上げた企

業に何年連続で初任給を引き上げたか聞いたところ、年以上連続で引き上げた企業は割を超えた（％）。

初初任任給給をを引引きき上上げげたた企企業業はは％％、、ううちち割割がが年年以以上上連連続続でで引引きき上上げげたた

ほほととんんどどのの企企業業がが初初任任給給のの額額をを引引きき上上げげ企企業業

『初任給を引き上げた企業の割合、何年連続で初任給を引き上げたか：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

тлΦл҈

упΦп҈
ууΦу҈

фрΦп҈
ууΦо҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

合計合計合計上場非上場

年卒年卒年卒

初初任任給給をを引引きき上上げげたた企企業業のの割割合合（（学学卒卒生生・・総総合合職職））

→
回
答
数

онΦо҈

нтΦл҈

нпΦм҈

рпΦу҈

рсΦф҈

ртΦп҈

млΦу҈

мпΦо҈

мрΦу҈

нΦн҈

мΦу҈

нΦт҈

年卒

年卒

年卒

「「初初任任給給」」のの額額がが応応募募すするるかか否否かかにに影影響響すするるとと思思ううかか

非常に影響するやや影響する

あまり影響しないまったく影響しない

年卒の学生に「初任給」の額が応募するか否かに影響するか聞いたところ、「非常に影響する」が％、「やや影響す

る」が％で、合わせて％の学生が影響すると回答した。就職する際、最低限ほしいと思う初任給の額を聞いたところ、

万円以上の金額を挙げた学生が約人に人（％）いた。

初初任任給給のの額額がが応応募募すするるかか否否かかにに影影響響すするるとといいうう学学生生はは％％

多多くくのの学学生生がが就就職職活活動動前前かからら初初任任給給のの額額にに着着目目

『「初任給」の額が応募するか否かに影響すると思うか：年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（年月）』

影響するутΦм҈

万円

未満

～万円

未満

～万円

未満

～万円

未満

～万

円未満

～万円

未満

～万円

未満

万円以上

就就職職すするる際際、、最最低低限限ほほししいいとと思思うう初初任任給給のの額額はは

どどれれくくららいいかか

万円以上

нпΦс҈

学学生生

今年初めて

引き上げた

年連続で

引き上げた

年以上連続で

引き上げた

連続ではないが、

直近数年間で段階

的に複数回にわ

たって引き上げた

何何年年連連続続でで初初任任給給をを引引きき上上げげたたかか ƴҐмΣнум

年卒の採用のために初任給を引き上げた企業は約 割（ ％）に達し、前年よりやや増加した。初任給を引き上げた企

業に何年連続で初任給を引き上げたか聞いたところ、 年以上連続で引き上げた企業は 割を超えた（ ％）。

初初任任給給をを引引きき上上げげたた企企業業はは ％％、、ううちち 割割がが 年年以以上上連連続続でで引引きき上上げげたた

ほほととんんどどのの企企業業がが初初任任給給のの額額をを引引きき上上げげ 企企業業

『初任給を引き上げた企業の割合、何年連続で初任給を引き上げたか：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

тлΦл҈

упΦп҈
ууΦу҈

фрΦп҈
ууΦо҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

合計 合計 合計 上場 非上場

年卒 年卒 年卒

初初任任給給をを引引きき上上げげたた企企業業のの割割合合（（学学卒卒生生・・総総合合職職））

→
回
答
数

онΦо҈

нтΦл҈

нпΦм҈

рпΦу҈

рсΦф҈

ртΦп҈

млΦу҈

мпΦо҈

мрΦу҈

нΦн҈

мΦу҈

нΦт҈

年卒

年卒

年卒

「「初初任任給給」」のの額額がが応応募募すするるかか否否かかにに影影響響すするるとと思思ううかか

非常に影響する やや影響する

あまり影響しない まったく影響しない

年卒の学生に「初任給」の額が応募するか否かに影響するか聞いたところ、「非常に影響する」が ％、「やや影響す

る」が ％で、合わせて ％の学生が影響すると回答した。就職する際、最低限ほしいと思う初任給の額を聞いたところ、

万円以上の金額を挙げた学生が約 人に 人（ ％）いた。

初初任任給給のの額額がが応応募募すするるかか否否かかにに影影響響すするるとといいうう学学生生はは ％％

多多くくのの学学生生がが就就職職活活動動前前かからら初初任任給給のの額額にに着着目目

『「初任給」の額が応募するか否かに影響すると思うか： 年卒 大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（ 年 月）』

影響するутΦм҈

万円

未満

～ 万円

未満

～ 万円

未満

～ 万円

未満

～ 万

円未満

～ 万円

未満

～ 万円

未満

万円以上

就就職職すするる際際、、最最低低限限ほほししいいとと思思うう初初任任給給のの額額はは

どどれれくくららいいかか

万円以上

нпΦс҈

学学生生
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多くの企業が、初任給アップ以外にも学生へのアピールのため「住宅手当や借り上げ社宅」「諸手当」「休暇制度」など待遇

面での充実を掲げている。中にはユニークな制度や福利厚生で学生にアピールする企業もある。

第第三三のの賃賃上上げげととししてて、、住住宅宅手手当当やや借借りり上上げげ社社宅宅、、諸諸手手当当、、休休暇暇制制度度のの充充実実もも

初初任任給給アアッッププだだけけででははなないい、、第第三三のの賃賃上上げげにによよるる学学生生へへののアアピピーールル企企業業

『初任給引き上げ以外に待遇面で学生にアピールしたり丁寧に説明していること、学生にアピールするユニークな制度や福利厚生（自由回答）
：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』

学学生生ににアアピピーールルすするるユユニニーーククなな制制度度やや福福利利厚厚生生（（自自由由回回答答））

メメンンタターー＆＆ブブララザザーーシシススタターー制制度度（（新新入入社社員員ののササポポーートト制制度度））

引引越越しし手手当当をを現現金金でで支支給給

住宅手当や借り上げ社宅

諸手当

（営業手当、資格者手当など）

休暇制度

勤務地に関する制度

（リモートワーク、転勤なし、

勤務地限定制度など）

各種補助（食事補助など）

育児サポート

職場環境

（オフィス、社員食堂など）

初初任任給給引引きき上上げげ以以外外にに待待遇遇面面でで

学学生生ににアアピピーールルししたたりり丁丁寧寧にに説説明明ししてていいるるこことと※※上上位位抜抜粋粋

全体

上場

非上場

資資産産運運用用やや金金融融教教育育のの研研修修

健健康康経経営営ととししてて社社内内ににジジムムをを併併設設

ククリリススママススケケーーキキ購購入入補補助助

中中古古車車をを購購入入ししてて貸貸与与しし、、支支払払ええるる時時にに支支払払うう制制度度

誕誕生生日日にに祝祝いい金金万万円円をを支支給給

子子育育てて支支援援金金二二人人目目万万円円三三人人目目万万円円

会会社社負負担担でで、、ががんん保保険険へへのの加加入入

有有給給休休暇暇をを日日取取得得すするるとと万万円円支支給給すするる制制度度上上限限万万円円年年

既存社員との給与逆転が起きない

ように全社員給与を引き上げる

必要性があったこと

引き上げコストにより

企業収益を圧迫していること

経営層の理解を得ること

これ以上の引き上げが

難しい段階になっていること

中堅社員の理解を得ること

引き上げコストにより

事業への投資が抑制されること

マネージャー層の理解を得ること

その他

あてはまるものはない

初初任任給給をを引引きき上上げげるるににああたたっってて「「課課題題ににななっったたこことと」」「「解解決決ででききたたこことと」」

課題となったこと

解決できたこと

初任給引き上げの理由を聞いたところ、最も高い割合だったのは「求職者へのアピールのため」で％だった。初任給を

引き上げるにあたって「課題になったこと」では「既存社員との給与逆転が起きないように全社員給与を引き上げる必要性が

あったこと」が最も高い割合となっており、企業にとって大きな負担となっている様子がうかがえる。

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由でで最最もも高高いい割割合合だだっったたののはは「「求求職職者者へへののアアピピーールルののたためめ」」

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由とと、、課課題題ににななっったたこことと、、解解決決ででききたたこことと企企業業

求職者へのアピールのため

他企業が引き上げをしているため

給与制度の見直しで

全社員の給与を引き上げたため

定着率を高める・離職を防ぐため

既存社員の

モチベーションアップのため

政府からの要請があったため

その他

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由

年卒

年卒

『初任給引き上げの理由、初任給を引き上げるにあたって「課題になったこと」「解決できたこと」：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

多くの企業が、初任給アップ以外にも学生へのアピールのため「住宅手当や借り上げ社宅」「諸手当」「休暇制度」など待遇

面での充実を掲げている。中にはユニークな制度や福利厚生で学生にアピールする企業もある。

第第三三のの賃賃上上げげととししてて、、住住宅宅手手当当やや借借りり上上げげ社社宅宅、、諸諸手手当当、、休休暇暇制制度度のの充充実実もも

初初任任給給アアッッププだだけけででははなないい、、第第三三のの賃賃上上げげにによよるる学学生生へへののアアピピーールル企企業業

『初任給引き上げ以外に待遇面で学生にアピールしたり丁寧に説明していること、学生にアピールするユニークな制度や福利厚生（自由回答）
：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月）』

学学生生ににアアピピーールルすするるユユニニーーククなな制制度度やや福福利利厚厚生生（（自自由由回回答答））

メメンンタターー＆＆ブブララザザーーシシススタターー制制度度（（新新入入社社員員ののササポポーートト制制度度））

引引越越しし手手当当をを現現金金でで支支給給

住宅手当や借り上げ社宅

諸手当

（営業手当、資格者手当など）

休暇制度

勤務地に関する制度

（リモートワーク、転勤なし、

勤務地限定制度など）

各種補助（食事補助など）

育児サポート

職場環境

（オフィス、社員食堂など）

初初任任給給引引きき上上げげ以以外外にに待待遇遇面面でで

学学生生ににアアピピーールルししたたりり丁丁寧寧にに説説明明ししてていいるるこことと※※上上位位抜抜粋粋

全体

上場

非上場

資資産産運運用用やや金金融融教教育育のの研研修修

健健康康経経営営ととししてて社社内内ににジジムムをを併併設設

ククリリススママススケケーーキキ購購入入補補助助

中中古古車車をを購購入入ししてて貸貸与与しし、、支支払払ええるる時時にに支支払払うう制制度度

誕誕生生日日にに祝祝いい金金万万円円をを支支給給

子子育育てて支支援援金金二二人人目目万万円円三三人人目目万万円円

会会社社負負担担でで、、ががんん保保険険へへのの加加入入

有有給給休休暇暇をを日日取取得得すするるとと万万円円支支給給すするる制制度度上上限限万万円円年年

既存社員との給与逆転が起きない

ように全社員給与を引き上げる

必要性があったこと

引き上げコストにより

企業収益を圧迫していること

経営層の理解を得ること

これ以上の引き上げが

難しい段階になっていること

中堅社員の理解を得ること

引き上げコストにより

事業への投資が抑制されること

マネージャー層の理解を得ること

その他

あてはまるものはない

初初任任給給をを引引きき上上げげるるににああたたっってて「「課課題題ににななっったたこことと」」「「解解決決ででききたたこことと」」

課題となったこと

解決できたこと

初任給引き上げの理由を聞いたところ、最も高い割合だったのは「求職者へのアピールのため」で％だった。初任給を

引き上げるにあたって「課題になったこと」では「既存社員との給与逆転が起きないように全社員給与を引き上げる必要性が

あったこと」が最も高い割合となっており、企業にとって大きな負担となっている様子がうかがえる。

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由でで最最もも高高いい割割合合だだっったたののはは「「求求職職者者へへののアアピピーールルののたためめ」」

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由とと、、課課題題ににななっったたこことと、、解解決決ででききたたこことと企企業業

求職者へのアピールのため

他企業が引き上げをしているため

給与制度の見直しで

全社員の給与を引き上げたため

定着率を高める・離職を防ぐため

既存社員の

モチベーションアップのため

政府からの要請があったため

その他

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由

年卒

年卒

『初任給引き上げの理由、初任給を引き上げるにあたって「課題になったこと」「解決できたこと」：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

多くの企業が、初任給アップ以外にも学生へのアピールのため「住宅手当や借り上げ社宅」「諸手当」「休暇制度」など待遇

面での充実を掲げている。中にはユニークな制度や福利厚生で学生にアピールする企業もある。

第第三三のの賃賃上上げげととししてて、、住住宅宅手手当当やや借借りり上上げげ社社宅宅、、諸諸手手当当、、休休暇暇制制度度のの充充実実もも

初初任任給給アアッッププだだけけででははなないい、、第第三三のの賃賃上上げげにによよるる学学生生へへののアアピピーールル 企企業業

『初任給引き上げ以外に待遇面で学生にアピールしたり丁寧に説明していること、学生にアピールするユニークな制度や福利厚生（自由回答）
：マイナビ 年卒企業新卒採用予定調査（ 年 月） 』

学学生生ににアアピピーールルすするるユユニニーーククなな制制度度やや福福利利厚厚生生（（自自由由回回答答））

メメンンタターー＆＆ブブララザザーーシシススタターー制制度度（（新新入入社社員員ののササポポーートト制制度度））

引引越越しし手手当当をを現現金金でで支支給給

住宅手当や借り上げ社宅

諸手当

（営業手当、資格者手当など）

休暇制度

勤務地に関する制度

（リモートワーク、転勤なし、

勤務地限定制度など）

各種補助（食事補助など）

育児サポート

職場環境

（オフィス、社員食堂など）

初初任任給給引引きき上上げげ以以外外にに待待遇遇面面でで

学学生生ににアアピピーールルししたたりり丁丁寧寧にに説説明明ししてていいるるこことと ※※上上位位抜抜粋粋

全体

上場

非上場

資資産産運運用用やや金金融融教教育育のの研研修修

健健康康経経営営ととししてて社社内内ににジジムムをを併併設設

ククリリススママススケケーーキキ購購入入補補助助

中中古古車車をを購購入入ししてて貸貸与与しし、、支支払払ええるる時時にに支支払払うう制制度度

誕誕生生日日にに祝祝いい金金 万万円円をを支支給給

子子育育てて支支援援金金二二人人目目 万万円円三三人人目目 万万円円

会会社社負負担担でで、、ががんん保保険険へへのの加加入入

有有給給休休暇暇をを 日日取取得得すするるとと 万万円円支支給給すするる制制度度 上上限限 万万円円 年年

既存社員との給与逆転が起きない

ように全社員給与を引き上げる

必要性があったこと

引き上げコストにより

企業収益を圧迫していること

経営層の理解を得ること

これ以上の引き上げが

難しい段階になっていること

中堅社員の理解を得ること

引き上げコストにより

事業への投資が抑制されること

マネージャー層の理解を得ること

その他

あてはまるものはない

初初任任給給をを引引きき上上げげるるににああたたっってて「「課課題題ににななっったたこことと」」「「解解決決ででききたたこことと」」

課題となったこと

解決できたこと

初任給引き上げの理由を聞いたところ、最も高い割合だったのは「求職者へのアピールのため」で ％だった。初任給を

引き上げるにあたって「課題になったこと」では「既存社員との給与逆転が起きないように全社員給与を引き上げる必要性が

あったこと」が最も高い割合となっており、企業にとって大きな負担となっている様子がうかがえる。

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由でで最最もも高高いい割割合合だだっったたののはは「「求求職職者者へへののアアピピーールルののたためめ」」

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由とと、、課課題題ににななっったたこことと、、解解決決ででききたたこことと 企企業業

求職者へのアピールのため

他企業が引き上げをしているため

給与制度の見直しで

全社員の給与を引き上げたため

定着率を高める・離職を防ぐため

既存社員の

モチベーションアップのため

政府からの要請があったため

その他

初初任任給給引引きき上上げげのの理理由由

年卒

年卒

『初任給引き上げの理由、初任給を引き上げるにあたって「課題になったこと」「解決できたこと」：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
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学生の質に関して聞いたところ、「質は変わらない」が％と例年通り半数を超え割近くとなった。「前年よりも『採用した

い』と思う学生が少ない（質が落ちた）」は減少し％となり、「前年よりも、『採用したい』と思う学生が多い」（質が上がっ

た）が増加し％だった。上場企業では「前年よりも『採用したい』と思う学生が少ない（質が落ちた）」が％と比較的

高い割合になっている。

「「前前年年よよりりもも『『採採用用ししたたいい』』とと思思うう学学生生がが多多いい」」がが微微増増

割割近近くくのの企企業業でで「「質質はは変変わわららなないい」」とと回回答答もも上上場場企企業業のの割割弱弱がが「「質質がが落落ちちたた」」とと回回答答
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学学生生のの質質のの変変化化

前年よりも、「採用したい」と思う学生が少ない（質が落ちた）

前年と、大体同じ印象の学生からのエントリーが多い（質は変わらない）

前年よりも、「採用したい」と思う学生が多い（質が上がった）

『学生の質の変化：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』
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нлнп
年

мл月

以前

нлнп
年

мм月

нлнп
年

мн月

нлнр
年

м月

нлнр
年

н月

нлнр
年

о月

нлнр
年

п月

нлнр
年

р月

нлнр
年

с月

нлнр
年

т月

нлнр
年

у月

нлнр
年

ф月

нлнр
年

мл月

нлнр
年

мм月

нлнр
年

мн月

нлнс
年

м月

нлнс
年

н月

нлнс
年

о月

нлнс
年

п月

以降
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面面接接・・内内々々定定出出ししのの「「開開始始」」時時期期のの前前年年比比較較

採用意欲が引き続き高いことから、面接・内々定出し開始の時期は前年とあまり変わらず、月の広報活動開始とともに面

接を開始する割合が％（対前年減）だった。月以前に面接を開始する割合は％（対前年増）と増加してい

る。内々定出しの開始時期は前年同様は月（％）が最多で、月以前に内々定出しを開始する割合は％（対前年

増）とこちらも増加している。

前前年年同同様様、、面面接接開開始始はは月月がが最最多多。。内内々々定定出出ししのの開開始始もも月月にに前前倒倒ししにに

月月のの広広報報活活動動開開始始時時期期にに面面接接をを開開始始すするる企企業業がが％％

『面接・内々定出しの「開始」時期の前年比較：マイナビ年卒企業新卒採用予定調査（年月～月）』

н月以前合計
нс年卒
面接омΦм％
内々定出しнрΦт％

企企業業

学生の質に関して聞いたところ、「質は変わらない」が ％と例年通り半数を超え 割近くとなった。「前年よりも『採用した

い』と思う学生が少ない（質が落ちた）」は 減少し ％となり、「前年よりも、『採用したい』と思う学生が多い」（質が上がっ

た）が 増加し ％だった。上場企業では「前年よりも『採用したい』と思う学生が少ない（質が落ちた）」が ％と比較的

高い割合になっている。

「「前前年年よよりりもも『『採採用用ししたたいい』』とと思思うう学学生生がが多多いい」」がが微微増増

割割近近くくのの企企業業でで「「質質はは変変わわららなないい」」とと回回答答もも上上場場企企業業のの 割割弱弱がが「「質質がが落落ちちたた」」とと回回答答
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学学生生のの質質のの変変化化

前年よりも、「採用したい」と思う学生が少ない（質が落ちた）

前年と、大体同じ印象の学生からのエントリーが多い（質は変わらない）

前年よりも、「採用したい」と思う学生が多い（質が上がった）

『学生の質の変化：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
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мм月

нлнр
年

мн月

нлнс
年

м月

нлнс
年

н月

нлнс
年

о月

нлнс
年

п月

以降

нр年卒・面接 нΦн҈ оΦл҈ пΦс҈ тΦу҈ фΦр҈ плΦс҈ нлΦт҈ рΦс҈ оΦн҈ лΦп҈ лΦп҈ лΦт҈ лΦм҈ лΦн҈ лΦм҈ лΦн҈ лΦл҈ лΦп҈ лΦн҈

нс年卒・面接 пΦо҈ рΦс҈ сΦм҈ тΦл҈ уΦм҈ плΦн҈ муΦн҈ пΦф҈ оΦм҈ лΦс҈ лΦп҈ лΦм҈ лΦо҈ лΦм҈ лΦр҈ лΦл҈ лΦл҈ лΦо҈ лΦл҈

нр年卒・内々定出し лΦт҈ мΦт҈ оΦп҈ пΦф҈ тΦф҈ омΦм҈ ноΦн҈ мпΦл҈ уΦт҈ мΦр҈ лΦр҈ лΦу҈ лΦп҈ лΦо҈ лΦн҈ лΦн҈ лΦм҈ лΦо҈ лΦн҈

нс年卒・内々定出し нΦо҈ нΦр҈ тΦл҈ рΦл҈ уΦф҈ нуΦс҈ нмΦл҈ мпΦл҈ сΦф҈ мΦо҈ лΦс҈ лΦп҈ лΦо҈ лΦл҈ лΦр҈ лΦм҈ лΦм҈ лΦп҈ лΦм҈

плΦс҈ плΦн҈

омΦм҈
ноΦн҈

нуΦс҈
нмΦл҈

л҈
р҈

мл҈
мр҈
нл҈
нр҈
ол҈
ор҈
пл҈
пр҈

面面接接・・内内々々定定出出ししのの「「開開始始」」時時期期のの前前年年比比較較

採用意欲が引き続き高いことから、面接・内々定出し開始の時期は前年とあまり変わらず、 月の広報活動開始とともに面

接を開始する割合が ％（対前年 減）だった。 月以前に面接を開始する割合は ％（対前年 増）と増加してい

る。内々定出しの開始時期は前年同様は 月（ ％）が最多で、 月以前に内々定出しを開始する割合は ％（対前年

増）とこちらも増加している。

前前年年同同様様、、面面接接開開始始はは 月月がが最最多多。。内内々々定定出出ししのの開開始始もも 月月にに前前倒倒ししにに

月月のの広広報報活活動動開開始始時時期期にに面面接接をを開開始始すするる企企業業がが ％％

『面接・内々定出しの「開始」時期の前年比較：マイナビ 年卒企業新卒採用予定調査（ 年 月～ 月）』

н月以前合計
нс年卒
面接 омΦм％
内々定出し нрΦт％

企企業業
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「企業認知のために実施したこと」と「実施してよかったこと」を見ると、どちらも最多だったのは「セミナーライブ形式）」

（実施した：％、実施してよかった：％）だった。「実施してよかったこと」で番目に割合が高かったのは「若手社員（入

社～年目）による自分の仕事内容の解説」で％だった。

企企業業認認知知ののたためめにに実実施施ししたたこことと・・実実施施ししててよよかかっったたこことと

セセミミナナーー（（ラライイブブ形形式式））のの割割合合がが最最多多。。若若手手社社員員にによよるる仕仕事事解解説説もも高高評評価価

『企業認知のために実施したこと：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

пфΦп҈

оуΦс҈

ппΦт҈

омΦр҈

отΦн҈

олΦу҈

нпΦу҈

нсΦр҈

нфΦм҈

плΦр҈

орΦф҈

опΦр҈

нсΦу҈

нсΦт҈

нрΦр҈

нпΦр҈

муΦр҈

муΦо҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈

セミナー（ライブ形式）

若手社員（入社～年目）による自分の仕事内容の解説

学内セミナー（合同・個別を問わず）

タイプ・に該当しない仕事体験の実施

学校のキャリアセンター訪問

工場・研究所・オフィス見学会の実施

面接以外の個別面談

業界研究セミナーへの参加

（、、等）の活用

企企業業認認知知ののたためめにに実実施施ししたたこことと・・実実施施ししててよよかかっったたこことと（（複複数数回回答答））※※実実施施ししててよよかかっったたここととのの上上位位抜抜粋粋

実施したόƴҐмΣфспύ

実施してよかったόƴҐмΣопнύ

企企業業

суΦу҈

рмΦм҈

ооΦу҈

олΦп҈

нуΦт҈

муΦф҈

тлΦф҈

рнΦо҈

ооΦу҈

нфΦм҈

ооΦм҈

нлΦл҈

тлΦл҈

роΦо҈

орΦу҈

олΦт҈

олΦл҈

нлΦу҈

ррΦс҈

ппΦо҈

омΦп҈

нпΦф҈

нфΦс҈

мтΦт҈

опΦп҈

олΦо҈

омΦн҈

нлΦс҈

нтΦу҈

мсΦо҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

母集団（エントリー数）の不足

選考受験者数の不足

マンパワー不足（他業務との兼ね合い含む）

合同企業説明会での集客不足

企業の知名度が低い

受験学生の質の低下

現現時時点点ででのの問問題題点点（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐнΣофлύ

нр年卒όƴҐнΣппмύ

нп年卒όƴҐнΣпмсύ

но年卒όƴҐнΣсмлύ

нн年卒όƴҐнΣулпύ

月時点での問題点を聞いたところ、選考母集団を含めた母集団形成に関する項目が前年に引き続き多かった。企業側の

採用意欲が高まる一方で学生は増えていないため、今後もより一層、人材獲得の競争は厳しくなると考えられる。

月月時時点点ででのの問問題題点点はは「「母母集集団団のの不不足足」」がが割割

前前年年同同様様にに「「母母集集団団（（エエンントトリリーー数数））のの不不足足」」「「選選考考受受験験者者数数のの不不足足」」がが問問題題視視さされれてていいるる

『現時点での問題点：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

企企業業

「企業認知のために実施したこと」と「実施してよかったこと」を見ると、どちらも最多だったのは「 セミナー ライブ形式）」

（実施した： ％、実施してよかった： ％）だった。「実施してよかったこと」で 番目に割合が高かったのは「若手社員（入

社 ～ 年目）による自分の仕事内容の解説」で ％だった。

企企業業認認知知ののたためめにに実実施施ししたたこことと・・実実施施ししててよよかかっったたこことと

セセミミナナーー（（ラライイブブ形形式式））のの割割合合がが最最多多。。若若手手社社員員にによよるる仕仕事事解解説説もも高高評評価価

『企業認知のために実施したこと：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

пфΦп҈

оуΦс҈

ппΦт҈

омΦр҈

отΦн҈

олΦу҈

нпΦу҈

нсΦр҈

нфΦм҈

плΦр҈

орΦф҈

опΦр҈

нсΦу҈

нсΦт҈

нрΦр҈

нпΦр҈

муΦр҈

муΦо҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈

セミナー（ライブ形式）

若手社員（入社 ～ 年目）による自分の仕事内容の解説

学内セミナー（合同・個別を問わず）

タイプ ・ に該当しない仕事体験の実施

学校のキャリアセンター訪問

工場・研究所・オフィス見学会の実施

面接以外の個別面談

業界研究セミナーへの参加

（ 、 、 等）の活用

企企業業認認知知ののたためめにに実実施施ししたたこことと・・実実施施ししててよよかかっったたこことと（（複複数数回回答答）） ※※実実施施ししててよよかかっったたここととのの上上位位抜抜粋粋

実施したόƴҐмΣфспύ

実施してよかったόƴҐмΣопнύ

企企業業

суΦу҈

рмΦм҈

ооΦу҈

олΦп҈

нуΦт҈

муΦф҈

тлΦф҈

рнΦо҈

ооΦу҈

нфΦм҈

ооΦм҈

нлΦл҈

тлΦл҈

роΦо҈

орΦу҈

олΦт҈

олΦл҈

нлΦу҈

ррΦс҈

ппΦо҈

омΦп҈

нпΦф҈

нфΦс҈

мтΦт҈

опΦп҈

олΦо҈

омΦн҈

нлΦс҈

нтΦу҈

мсΦо҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈

母集団（エントリー数）の不足

選考受験者数の不足

マンパワー不足（他業務との兼ね合い含む）

合同企業説明会での集客不足

企業の知名度が低い

受験学生の質の低下

現現時時点点ででのの問問題題点点（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐнΣофлύ

нр年卒όƴҐнΣппмύ

нп年卒όƴҐнΣпмсύ

но年卒όƴҐнΣсмлύ

нн年卒όƴҐнΣулпύ

月時点での問題点を聞いたところ、選考母集団を含めた母集団形成に関する項目が前年に引き続き多かった。企業側の

採用意欲が高まる一方で学生は増えていないため、今後もより一層、人材獲得の競争は厳しくなると考えられる。

月月時時点点ででのの問問題題点点はは「「母母集集団団のの不不足足」」がが 割割

前前年年同同様様にに「「母母集集団団（（エエンントトリリーー数数））のの不不足足」」「「選選考考受受験験者者数数のの不不足足」」がが問問題題視視さされれてていいるる

『現時点での問題点：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

企企業業
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ннΦо҈нуΦн҈ннΦф҈мфΦл҈мфΦр҈нлΦт҈муΦп҈нрΦс҈нрΦр҈нрΦф҈
ммΦп҈

муΦс҈
ннΦо҈

нмΦп҈
нлΦр҈нлΦр҈нмΦо҈муΦп҈

нсΦп҈нфΦл҈нпΦу҈

мрΦн҈

ннΦп҈

ноΦс҈
нтΦп҈

нуΦф҈нтΦф҈нсΦн҈
ннΦс҈

онΦт҈
осΦр҈

нфΦр҈

нлΦм҈

осΦс҈
нсΦл҈нуΦп҈омΦр҈онΦл҈омΦт҈

плΦс҈

мрΦп҈фΦл҈
мфΦу҈

роΦн҈

л

лΦм

лΦн

лΦо

лΦп

лΦр

лΦс

лΦт

лΦу

лΦф

м

нм年卒全体

（ƴҐнΣрср）
нн年卒全体

（ƴҐоΣллл）
но年卒全体

（ƴҐнΣулн）
нп年卒全体

（ƴҐнΣфту）
нр年卒全体

（ƴҐоΣллн）
нс年卒全体

（ƴҐнΣуум）
олл人未満

（ƴҐнΣлнс）
олл～ффф人

（ƴҐсмо）
мΣллл人以上

（ƴҐнпн）
実施あり

（ƴҐмΣуну）
実施なし

（ƴҐмΣлро）

採採用用充充足足率率（（月月時時点点））

л割м割～п割р割～т割у割以上нс年卒詳細

月時点の採用充足率について経年変化をみると、コロナ禍で採用スケジュールが遅れた年卒を除くと、全体的に厳し

い状況が続いている。年卒については、「割以上（％）」が前年より増加した一方、「割（％）」は前年から

減少とほぼ変化がなかった。また、インターンシップ・仕事体験の実施有無による差が非常に大きい結果となった。

採採用用充充足足率率ははここここ年年大大ききなな変変化化ははななくく、、引引きき続続きき厳厳ししいい状状況況にに

『採用充足率：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

企企業業

卒年従業員規模
インターンシップ・

仕事体験

採採用用充充足足率率採採用用予予定定数数にに対対ししてて現現在在採採用用がが確確定定ししてていいるる割割合合））

面接実施にあたり工夫していることは「学生がリラックスできる雰囲気づくりをしている」が前年同様最多（％）となった。

番目に割合が高かったのは「複数名の面接官が複眼的に評価するようにしている（％）」、番目に割合が高かったのは

「面接後に会議などを行い、合議で合否を決めている（％）」でそれぞれ割を超えている。

複複数数名名にによよるる評評価価やや現現場場社社員員のの参参加加とといいっったた工工夫夫ががみみらられれたた

『面接実施にあたり特に工夫していること：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

соΦу҈

руΦп҈

рмΦс҈

нлΦу҈

муΦт҈

мсΦо҈

мпΦф҈

мпΦу҈

спΦо҈

снΦо҈

рлΦт҈

нрΦл҈

нлΦп҈

мфΦп҈

мпΦу҈

мпΦо҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈

学生がリラックスできる雰囲気づくりをしている

複数名の面接官が複眼的に評価するようにしている

面接後に会議などを行い、合議で合否を決めている

評価基準を言語化し、面接官全員で共通認識を持つようにしている

現場社員と話せる機会を設けている（面接前後の時間含む）

経験や価値観など学生の情報収集に注力している

仕事理解を深めてもらうために現場社員に面接官を務めてもらっている

面接時に社内見学をセットで必ず行っている

面面接接実実施施ににああたたりり特特にに工工夫夫ししてていいるるこことと（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐнΦрлуύ

нр年卒όƴҐнΣрпфύ

面面接接実実施施ににああたたりり特特にに工工夫夫ししてていいるるこことと企企業業

ннΦо҈ нуΦн҈ ннΦф҈ мфΦл҈ мфΦр҈ нлΦт҈ муΦп҈ нрΦс҈ нрΦр҈ нрΦф҈
ммΦп҈

муΦс҈
ннΦо҈

нмΦп҈
нлΦр҈ нлΦр҈ нмΦо҈ муΦп҈

нсΦп҈ нфΦл҈ нпΦу҈

мрΦн҈

ннΦп҈

ноΦс҈
нтΦп҈

нуΦф҈ нтΦф҈ нсΦн҈
ннΦс҈

онΦт҈
осΦр҈

нфΦр҈

нлΦм҈

осΦс҈
нсΦл҈ нуΦп҈ омΦр҈ онΦл҈ омΦт҈

плΦс҈

мрΦп҈ фΦл҈
мфΦу҈

роΦн҈

л

лΦм

лΦн

лΦо

лΦп

лΦр

лΦс

лΦт

лΦу

лΦф

м

нм年卒全体

（ƴҐнΣрср）
нн年卒全体

（ƴҐоΣллл）
но年卒全体

（ƴҐнΣулн）
нп年卒全体

（ƴҐнΣфту）
нр年卒全体

（ƴҐоΣллн）
нс年卒全体

（ƴҐнΣуум）
олл人未満

（ƴҐнΣлнс）
олл～ффф人

（ƴҐсмо）
мΣллл人以上

（ƴҐнпн）
実施あり

（ƴҐмΣуну）
実施なし

（ƴҐмΣлро）

採採用用充充足足率率（（ 月月時時点点））

л割 м割～п割 р割～т割 у割以上 нс年卒詳細

月時点の採用充足率について経年変化をみると、コロナ禍で採用スケジュールが遅れた 年卒を除くと、全体的に厳し

い状況が続いている。 年卒については、「 割以上（ ％）」が前年より 増加した一方、「 割（ ％）」は前年から

減少とほぼ変化がなかった。また、インターンシップ・仕事体験の実施有無による差が非常に大きい結果となった。

採採用用充充足足率率ははここここ 年年大大ききなな変変化化ははななくく、、引引きき続続きき厳厳ししいい状状況況にに

『採用充足率：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

企企業業

卒年 従業員規模
インターンシップ・

仕事体験

採採用用充充足足率率 採採用用予予定定数数にに対対ししてて現現在在採採用用がが確確定定ししてていいるる割割合合））

面接実施にあたり工夫していることは「学生がリラックスできる雰囲気づくりをしている」が前年同様最多（ ％）となった。

番目に割合が高かったのは「複数名の面接官が複眼的に評価するようにしている（ ％）」、 番目に割合が高かったのは

「面接後に会議などを行い、合議で合否を決めている（ ％）」でそれぞれ 割を超えている。

複複数数名名にによよるる評評価価やや現現場場社社員員のの参参加加とといいっったた工工夫夫ががみみらられれたた

『面接実施にあたり特に工夫していること：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

соΦу҈

руΦп҈

рмΦс҈

нлΦу҈

муΦт҈

мсΦо҈

мпΦф҈

мпΦу҈

спΦо҈

снΦо҈

рлΦт҈

нрΦл҈

нлΦп҈

мфΦп҈

мпΦу҈

мпΦо҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈

学生がリラックスできる雰囲気づくりをしている

複数名の面接官が複眼的に評価するようにしている

面接後に会議などを行い、合議で合否を決めている

評価基準を言語化し、面接官全員で共通認識を持つようにしている

現場社員と話せる機会を設けている（面接前後の時間含む）

経験や価値観など学生の情報収集に注力している

仕事理解を深めてもらうために現場社員に面接官を務めてもらっている

面接時に社内見学をセットで必ず行っている

面面接接実実施施ににああたたりり特特にに工工夫夫ししてていいるるこことと（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐнΦрлуύ

нр年卒όƴҐнΣрпфύ

面面接接実実施施ににああたたりり特特にに工工夫夫ししてていいるるこことと 企企業業
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全員が新卒採用

専任である
оΦт҈

新卒採用専任もいるが、

他業務と兼任している社員

もいる
мтΦф҈

全全員員がが他他業業務務とと兼兼任任ししてて

いいるる
туΦп҈

新新卒卒採採用用部部署署・・チチーームムのの構構成成

採用活動の問題点として毎年上位となるのが「マンパワー不足」だ。インターンシップ・仕事体験の実施が採用活動において

も不可欠になりつつあるなか、採用計画の立案や選考の場においては社長・役員が、インターンシップ・仕事体験など学生に

対するリアルな仕事情報の提供の場面では人事以外の現場社員が協力している様子がわかる。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験、、面面接接ななどどでで採採用用担担当当者者以以外外のの社社員員のの協協力力がが不不可可欠欠

『現在の問題点：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』
『新卒採用部署・チームの構成、採用業務への参画内容：マイナビ年卒企業新卒内定状況調査（年月）』

суΦу҈

рмΦм҈

ооΦу҈

тлΦф҈

рнΦо҈

ооΦу҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

母集団（エントリー数）の不足

選考受験者数の不足

マンパワー不足

（他業務との兼ね合い含む）

（（採採用用活活動動ににつついいてて））現現在在のの問問題題点点※※上上位位項項目目

нс年卒（ƴҐнΣофл）нр年卒（ƴҐнΣппм）

（ƴҐмΣосф）

新卒採用担当部署
平均нΦт人

л҈
мл҈
нл҈
ол҈
пл҈
рл҈
сл҈
тл҈
ул҈
фл҈

млл҈

採
用
計
画
・
採
用
要
件
定
義

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
仕
事
体
験
の
企
画
・
運
営

出
身
校
へ
の
訪
問
活
動

（
ゼ
ミ
・
研
究
室
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

出
身
校
以
外
へ
の
訪
問
活
動

（
ゼ
ミ
・
研
究
室
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
へ
の
対
応

個
別
企
業
説
明
会
の
企
画
・
運
営

学
内
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
イ
ベ
ン
ト
へ
の
登
壇

選
考
前
の
情
報
提
供

（面
談
・座
談
会
な
ど
）

選
考
期
間
中
の
情
報
提
供

（
面
談
・
座
談
会
な
ど
）

選
考
補
助

（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
採
点
な
ど
）

面
接
官
・
実
質
的
な
選
考

内
定
者
フ
ォ
ロ
ー

参
画
し
て
い
な
い

採採用用業業務務へへのの参参画画内内容容（（複複数数回回答答））

人事・採用担当者社長・役員現場社員（人事以外）

経経
営営
層層

経経
営営
層層

現現場場層層現現場場層層

採採用用状状況況がが厳厳ししくくななるるななかか、、採採用用担担当当者者ののママンンパパワワーー不不足足ははよよりり深深刻刻企企業業

夏以降の追加の選考機会を設けるか聞いたところ、実施する企業は割弱（％）となった。また、施策としては「個別企

業セミナーの追加開催」が％と前年同様に最多で、番目は「個別セミナーを上で開催」だった。セミナーの日数を増

やしたり参加ハードルの低い形式を実施することで、学生にアプローチをかけていることがわかる。

夏夏以以降降もも追追加加のの選選考考機機会会をを設設けけるる企企業業がが割割弱弱、、個個別別企企業業セセミミナナーーをを追追加加開開催催予予定定

рмΦф҈

руΦр҈

слΦн҈

руΦо҈

ртΦп҈

роΦу҈

ртΦс҈

пуΦм҈

пмΦр҈

офΦу҈

пмΦт҈

пнΦс҈

псΦн҈

пнΦп҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈млл҈

нн年卒全体
όƴҐоΣнфрύ

но年卒全体
όƴҐоΣлпнύ

нп年卒全体
όƴҐнΣфтуύ

нр年卒全体
όƴҐоΣллнύ

нс年卒全体
όƴҐнΣуумύ

上場όƴҐнллύ

非上場όƴҐнΣсумύ

追追加加選選考考をを実実施施すするるかか

はいいいえсрΦу҈

ппΦп҈

ннΦс҈

мфΦо҈

мфΦо҈

муΦс҈

мтΦт҈

мтΦм҈

ммΦс҈

тлΦу҈

пуΦф҈

мфΦр҈

нлΦс҈

мтΦп҈

мтΦм҈

мтΦу҈

мтΦм҈

ммΦм҈

тлΦу҈

ппΦф҈

нмΦп҈

мтΦу҈

мфΦм҈

мпΦт҈

муΦн҈

муΦл҈

мрΦн҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈

個別企業セミナーの追加開催

個別企業セミナーを上で開催

合同企業説明会への追加参画

大学のキャリアセンターからの紹介

学内セミナー（合同・個別問わず）への追加参画

既卒者の積極採用

エントリー者のうち選考不参加者への再アプローチ

面接を上で開催

就職情報サイトのＤＭ

追追加加のの選選考考機機会会にに実実施施すするるこことと（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐмΣоооύ

нр年卒όƴҐмΣплуύ

нп年卒όƴҐмΣофпύ

『追加の選考を実施するか、追加の選考機会に実施すること（上位抜粋）：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

企企業業のの採採用用活活動動継継続続状状況況企企業業

全員が新卒採用

専任である
оΦт҈

新卒採用専任もいるが、

他業務と兼任している社員

もいる
мтΦф҈

全全員員がが他他業業務務とと兼兼任任ししてて

いいるる
туΦп҈

新新卒卒採採用用部部署署・・チチーームムのの構構成成

採用活動の問題点として毎年上位となるのが「マンパワー不足」だ。インターンシップ・仕事体験の実施が採用活動において

も不可欠になりつつあるなか、採用計画の立案や選考の場においては社長・役員が、インターンシップ・仕事体験など学生に

対するリアルな仕事情報の提供の場面では人事以外の現場社員が協力している様子がわかる。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験、、面面接接ななどどでで採採用用担担当当者者以以外外のの社社員員のの協協力力がが不不可可欠欠

『現在の問題点： マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
『新卒採用部署・チームの構成、採用業務への参画内容：マイナビ 年卒企業新卒内定状況調査（ 年 月）』

суΦу҈

рмΦм҈

ооΦу҈

тлΦф҈

рнΦо҈

ооΦу҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈

母集団（エントリー数）の不足

選考受験者数の不足

マンパワー不足

（他業務との兼ね合い含む）

（（採採用用活活動動ににつついいてて））現現在在のの問問題題点点 ※※上上位位 項項目目

нс年卒（ƴҐнΣофл） нр年卒（ƴҐнΣппм）

（ƴҐмΣосф）

新卒採用担当部署
平均нΦт人

л҈
мл҈
нл҈
ол҈
пл҈
рл҈
сл҈
тл҈
ул҈
фл҈

млл҈

採
用
計
画
・
採
用
要
件
定
義

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
仕
事
体
験
の
企
画
・
運
営

出
身
校
へ
の
訪
問
活
動

（
ゼ
ミ
・
研
究
室
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

出
身
校
以
外
へ
の
訪
問
活
動

（
ゼ
ミ
・
研
究
室
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
へ
の
対
応

個
別
企
業
説
明
会
の
企
画
・
運
営

学
内
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
イ
ベ
ン
ト
へ
の
登
壇

選
考
前
の
情
報
提
供

（面
談
・座
談
会
な
ど
）

選
考
期
間
中
の
情
報
提
供

（
面
談
・
座
談
会
な
ど
）

選
考
補
助

（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
採
点
な
ど
）

面
接
官
・
実
質
的
な
選
考

内
定
者
フ
ォ
ロ
ー

参
画
し
て
い
な
い

採採用用業業務務へへのの参参画画内内容容（（複複数数回回答答））

人事・採用担当者 社長・役員 現場社員（人事以外）

経経
営営
層層

経経
営営
層層

現現場場層層 現現場場層層

採採用用状状況況がが厳厳ししくくななるるななかか、、採採用用担担当当者者ののママンンパパワワーー不不足足ははよよりり深深刻刻 企企業業

夏以降の追加の選考機会を設けるか聞いたところ、実施する企業は 割弱（ ％）となった。また、施策としては「個別企

業セミナーの追加開催」が ％と前年同様に最多で、 番目は「個別セミナーを 上で開催」だった。セミナーの日数を増

やしたり参加ハードルの低い 形式を実施することで、学生にアプローチをかけていることがわかる。

夏夏以以降降もも追追加加のの選選考考機機会会をを設設けけるる企企業業がが 割割弱弱、、個個別別企企業業セセミミナナーーをを追追加加開開催催予予定定

рмΦф҈

руΦр҈

слΦн҈

руΦо҈

ртΦп҈

роΦу҈

ртΦс҈

пуΦм҈

пмΦр҈

офΦу҈

пмΦт҈

пнΦс҈

псΦн҈

пнΦп҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈ млл҈

нн年卒全体
όƴҐоΣнфрύ

но年卒全体
όƴҐоΣлпнύ

нп年卒全体
όƴҐнΣфтуύ

нр年卒全体
όƴҐоΣллнύ

нс年卒全体
όƴҐнΣуумύ

上場όƴҐнллύ

非上場όƴҐнΣсумύ

追追加加選選考考をを実実施施すするるかか

はい いいえ срΦу҈

ппΦп҈

ннΦс҈

мфΦо҈

мфΦо҈

муΦс҈

мтΦт҈

мтΦм҈

ммΦс҈

тлΦу҈

пуΦф҈

мфΦр҈

нлΦс҈

мтΦп҈

мтΦм҈

мтΦу҈

мтΦм҈

ммΦм҈

тлΦу҈

ппΦф҈

нмΦп҈

мтΦу҈

мфΦм҈

мпΦт҈

муΦн҈

муΦл҈

мрΦн҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈

個別企業セミナーの追加開催

個別企業セミナーを 上で開催

合同企業説明会への追加参画

大学のキャリアセンターからの紹介

学内セミナー（合同・個別問わず）への追加参画

既卒者の積極採用

エントリー者のうち選考不参加者への再アプローチ

面接を 上で開催

就職情報サイトのＤＭ

追追加加のの選選考考機機会会にに実実施施すするるこことと（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

нс年卒όƴҐмΣоооύ

нр年卒όƴҐмΣплуύ

нп年卒όƴҐмΣофпύ

『追加の選考を実施するか、追加の選考機会に実施すること（上位抜粋）：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

企企業業のの採採用用活活動動継継続続状状況況 企企業業
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学学生生がが企企業業にに応応募募すするる際際のの状状況況のの変変化化

入社予定先企業の情報に触れた時期が月より前の学生は年卒から年連続で割を超え、多くの学生が広報活動開始前

に入社予定先企業と接点があることが示された。その背景にはほとんどの学生がインターンシップ・仕事体験に参加している

状況があることがあげられる。

入入社社予予定定先先企企業業ととのの出出会会いいはは、、年年連連続続でで割割超超がが月月よよりり前前

『インターンシップ・仕事体験に参加した企業の採用選考を受けた割合、入社予定先企業の採用情報に初めて触れた時期：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』
『学生インターンシップ参加率・参加社数：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

трΦу҈умΦн҈упΦр҈уфΦр҈уфΦл҈уфΦм҈ууΦс҈уфΦр҈уфΦл҈

л҈

рл҈

млл҈

му年卒мф年卒нл年卒нм年卒нн年卒но年卒нп年卒нр年卒нс年卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた

企企業業のの採採用用選選考考をを受受けけたた割割合合

плΦн҈
роΦт҈рфΦо҈

ттΦт҈
суΦп҈тмΦс҈

упΦн҈урΦу҈унΦп҈

рфΦу҈
псΦр҈плΦу҈

ннΦр҈
омΦр҈нуΦн҈

мсΦл҈мпΦн҈мтΦс҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

（（月月時時点点のの））入入社社予予定定先先企企業業のの情情報報にに

初初めめてて触触れれたた時時期期

о月より前о月以降（広報活動開始以降）

мΦф

оΦноΦн

пΦфрΦмрΦлрΦнрΦсрΦн

срΦн҈
туΦт҈тфΦф҈урΦо҈упΦр҈унΦс҈умΦу҈урΦт҈урΦо҈

лΦл

нΦл

пΦл

сΦл

уΦл

л҈

нл҈

пл҈

сл҈

ул҈

млл҈

му年卒мф年卒нл年卒нм年卒нн年卒но年卒нп年卒нр年卒нс年卒

学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加状状況況
平均参加社数インターンシップ参加率

学学生生

学生の動き
売り手市場と言われる状況の中、

年卒の学生はどのように動いたのか

学学生生がが企企業業にに応応募募すするる際際のの状状況況のの変変化化

入社予定先企業の情報に触れた時期が 月より前の学生は 年卒から 年連続で 割を超え、多くの学生が広報活動開始前

に入社予定先企業と接点があることが示された。その背景にはほとんどの学生がインターンシップ・仕事体験に参加している

状況があることがあげられる。

入入社社予予定定先先企企業業ととのの出出会会いいはは、、 年年連連続続でで 割割超超がが 月月よよりり前前

『インターンシップ・仕事体験に参加した企業の採用選考を受けた割合、入社予定先企業の採用情報に初めて触れた時期：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月）』
『学生インターンシップ参加率・参加社数：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

трΦу҈ умΦн҈ упΦр҈ уфΦр҈ уфΦл҈ уфΦм҈ ууΦс҈ уфΦр҈ уфΦл҈

л҈

рл҈

млл҈

му年卒 мф年卒 нл年卒 нм年卒 нн年卒 но年卒 нп年卒 нр年卒 нс年卒

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたた

企企業業のの採採用用選選考考をを受受けけたた割割合合

плΦн҈
роΦт҈ рфΦо҈

ттΦт҈
суΦп҈ тмΦс҈

упΦн҈ урΦу҈ унΦп҈

рфΦу҈
псΦр҈ плΦу҈

ннΦр҈
омΦр҈ нуΦн҈

мсΦл҈ мпΦн҈ мтΦс҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

（（ 月月時時点点のの））入入社社予予定定先先企企業業のの情情報報にに

初初めめてて触触れれたた時時期期

о月より前 о月以降（広報活動開始以降）

мΦф

оΦн оΦн

пΦф рΦм рΦл рΦн рΦс рΦн

срΦн҈
туΦт҈ тфΦф҈ урΦо҈ упΦр҈ унΦс҈ умΦу҈ урΦт҈ урΦо҈

лΦл

нΦл

пΦл

сΦл

уΦл

л҈

нл҈

пл҈

сл҈

ул҈

млл҈

му年卒 мф年卒 нл年卒 нм年卒 нн年卒 но年卒 нп年卒 нр年卒 нс年卒

学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加状状況況
平均参加社数 インターンシップ参加率

学学生生

学生の動き
売り手市場と言われる状況の中、

年卒の学生はどのように動いたのか
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内内々々定定をを持持ちちななががらら活活動動をを継継続続ししてていいるる学学生生がが前前年年よよりり多多くく選選考考をを受受けけよよううととししてていいるる

前前年年よよりりもも活活動動量量がが増増ええてていいるる状状況況ににつついいてて

『今後、何社ぐらい選考を受けようと考えているか、見込み内々定社数と現在の内々定保有社数のギャップ：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（年月）』

оΦн
оΦр

нΦф нΦф
оΦн

нΦт

оΦу

рΦл

нΦс

оΦс

пΦу

нΦп

оΦф

пΦт

оΦм

л

м

н

о

п

р

с

活動継続者全体未内々定内々定あり活動継続

今今後後、、何何社社ぐぐららいい選選考考をを受受けけよよううとと考考ええてていいるるかか・・平平均均

年卒年卒
年卒年卒
年卒

※選考とは提出・適性・筆記・面接等合否の出るものを指す※活動終了者は除く単位：社

нΦс

мΦу

лΦл

лΦр

мΦл

мΦр

нΦл

нΦр

оΦл

全体

見見込込みみ内内々々定定社社数数とと現現在在のの

内内々々定定保保有有社社数数ののギギャャッッププ

月日調査時点・得られると思う

内々定社数平均

月末調査時点内々定保有者のみ・

内々定保有社数平均

лΦу社

今後何社ぐらいの選考を受けようと考えているかを聞いた結果では、内々定を持ちながら活動を継続する学生の数字が伸

びていた。その要因として、活動当初に想定していた数の内々定が得られなかった学生が、例年以上に活発に活動している

ことがあげられる。

学学生生

фΦт млΦп 

л

м

н

о

п

р

с

т

у

ф

мл

мм

нс年卒 нр年卒

学学生生のの活活動動量量のの推推移移

оΦр оΦо нΦт 

нΦф нΦс нΦу 

оΦт 
нΦп нΦт 

оΦт 

мΦн мΦр 

оΦм 

лΦс лΦт 

л

р

мл

мр

нл

нс年卒 нр年卒 нп年卒

с月

р月

п月

о月

н月

まで

рΦс 
тΦу уΦм 

оΦп 

оΦо 
пΦм нΦп 

мΦл 
мΦн нΦп лΦр 
лΦс 

нΦн 

лΦп 
лΦп 

л

р

мл

мр

нл

нс年卒 нр年卒 нп年卒

『インターンシップ・仕事体験応募・申込社数：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』
『エントリー社数、個別企業セミナー参加社数、面接を受けた社数：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査（年～月）』

対対面面

нΦм 
оΦр оΦл 

мΦн 

нΦл нΦо лΦу 

лΦт лΦу 
лΦу 

лΦо лΦп 
лΦу 

лΦо лΦн 

л

р

мл

нс年卒 нр年卒 нп年卒

面面接接

【単位：社】

（（ラライイブブ形形式式））
エエンントトリリーー社社数数

сΦп 

млΦф фΦс 

тΦо 

тΦп фΦм 

рΦл 

мΦф нΦп 
рΦп лΦф 

мΦл 

пΦп 

лΦр 
лΦт 

л

р

мл

мр

нл

нр

ол

нс年卒 нр年卒 нп年卒

個個別別企企業業セセミミナナーー

イインンタターーンンシシッッププ・・
仕仕事事体体験験

応応募募・・申申込込社社数数

社社 社社 社社
6月までの
行動量比較

社社社社社社 社社社社社社 社社社社社社 社社社社

※インターンシップ・仕事
体験応募・申込社数は
н月までの数値

学学生生

インターンシップ・仕事体験への応募・申込社数、個別企業セミナー（対面）参加社数は減少。

エエンントトリリーー社社数数、、個個別別企企業業セセミミナナーー（（））参参加加社社数数、、面面接接参参加加社社数数はは増増加加

内内々々定定をを持持ちちななががらら活活動動をを継継続続ししてていいるる学学生生がが前前年年よよりり多多くく選選考考をを受受けけよよううととししてていいるる

前前年年よよりりもも活活動動量量がが増増ええてていいるる状状況況ににつついいてて

『今後、何社ぐらい選考を受けようと考えているか、見込み内々定社数と現在の内々定保有社数のギャップ：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（ 年 月）』

оΦн
оΦр

нΦфнΦф
оΦн

нΦт

оΦу

рΦл

нΦс

оΦс

пΦу

нΦп

оΦф

пΦт

оΦм

л

м

н

о

п

р

с

活動継続者全体 未内々定 内々定あり活動継続

今今後後、、何何社社ぐぐららいい選選考考をを受受けけよよううとと考考ええてていいるるかか・・平平均均

年卒 年卒
年卒 年卒
年卒

※選考とは 提出・適性・筆記・面接等合否の出るものを指す ※活動終了者は除く 単位：社

нΦс

мΦу

лΦл

лΦр

мΦл

мΦр

нΦл

нΦр

оΦл

全体

見見込込みみ内内々々定定社社数数とと現現在在のの

内内々々定定保保有有社社数数ののギギャャッッププ

月 日調査時点・得られると思う

内々定社数平均

月末調査時点内々定保有者のみ・

内々定保有社数平均

лΦу社

今後何社ぐらいの選考を受けようと考えているかを聞いた結果では、内々定を持ちながら活動を継続する学生の数字が伸

びていた。その要因として、活動当初に想定していた数の内々定が得られなかった学生が、例年以上に活発に活動している

ことがあげられる。

学学生生

фΦт млΦп 

л

м

н

о

п

р

с

т

у

ф

мл

мм

нс年卒нр年卒

学学生生のの活活動動量量のの推推移移

оΦр оΦо нΦт 

нΦф нΦс нΦу 

оΦт 
нΦп нΦт 

оΦт 

мΦн мΦр 

оΦм 

лΦс лΦт 

л

р

мл

мр

нл

нс年卒нр年卒нп年卒

с月

р月

п月

о月

н月

まで

рΦс 
тΦу уΦм 

оΦп 

оΦо 
пΦм нΦп 

мΦл 
мΦн нΦп лΦр 
лΦс 

нΦн 

лΦп 
лΦп 

л

р

мл

мр

нл

нс年卒нр年卒нп年卒

『インターンシップ・仕事体験応募・申込社数：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』
『エントリー社数、個別企業セミナー参加社数、面接を受けた社数：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査（ 年 ～ 月）』

対対面面

нΦм 
оΦр оΦл 

мΦн 

нΦл нΦо лΦу 

лΦт лΦу 
лΦу 

лΦо лΦп 
лΦу 

лΦо лΦн 

л

р

мл

нс年卒нр年卒нп年卒

面面接接

【単位：社】

（（ラライイブブ形形式式））
エエンントトリリーー社社数数

сΦп 

млΦф фΦс 

тΦо 

тΦп фΦм 

рΦл 

мΦф нΦп 
рΦп лΦф 

мΦл 

пΦп 

лΦр 
лΦт 

л

р

мл

мр

нл

нр

ол

нс年卒нр年卒нп年卒

個個別別企企業業セセミミナナーー

イインンタターーンンシシッッププ・・
仕仕事事体体験験

応応募募・・申申込込社社数数

社社社社社社
6月までの
行動量比較

社社 社社 社社社社 社社 社社社社 社社 社社社社 社社

※インターンシップ・仕事
体験応募・申込社数は
н月までの数値

学学生生

インターンシップ・仕事体験への応募・申込社数、個別企業セミナー（対面）参加社数は減少。

エエンントトリリーー社社数数、、個個別別企企業業セセミミナナーー（（ ））参参加加社社数数、、面面接接参参加加社社数数はは増増加加
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活動継続率（＝未内々定の学生の割合と内々定を持ちながら活動を継続する学生の割合を足し合わせた活動中の学生の

割合）は、月末までの時点では前年を下回っていたが、月末・月末は前年と変わらない割合となり、月末時点では％

と前年の％を上回った。

月月末末時時点点ででのの活活動動継継続続率率はは％％、、前前年年同同月月をを上上回回るる

活活動動継継続続率率のの推推移移

月日月末月末月末月末月末

活活動動継継続続率率月月別別推推移移内々定あり活動継続

未内々定

年卒（棒グラフ上の数字）

年卒

年卒

年卒

月末

年卒

月末

年卒

月末

内内々々定定率率とと活活動動継継続続率率のの関関係係

活動終了

内々定あり活動継続

未内々定

内
々
定
率

活
動
継
続
率

学学生生

『内々定率と活動継続率の関係、活動継続率月別推移：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（年月～月）』

年卒の内々定率については月１日の内々定率が前年と比較しても増加した結果、月末で半数以上の学生が内々

定を持つ状況となり、月から月にかけては前年よりも高い数値で推移した。しかし、月以降は前年、前々年と大きく変わらな

い数値となっている。

内内々々定定率率のの推推移移

年年卒卒のの内内々々定定率率はは月月末末でで割割以以上上、、月月末末ににはは割割をを超超ええるる

『内々定率月別推移：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（年月～月）』

月日月末月末月末月末月末

年卒

年卒

年卒

年卒

年卒

内内々々定定率率のの推推移移

学学生生

活動継続率（＝未内々定の学生の割合と内々定を持ちながら活動を継続する学生の割合を足し合わせた活動中の学生の

割合）は、 月末までの時点では前年を下回っていたが、 月末・ 月末は前年と変わらない割合となり、 月末時点では ％

と前年の ％を上回った。

月月末末時時点点ででのの活活動動継継続続率率はは ％％、、前前年年同同月月をを上上回回るる

活活動動継継続続率率のの推推移移

月 日 月末 月末 月末 月末 月末

活活動動継継続続率率月月別別推推移移 内々定あり活動継続

未内々定

年卒（棒グラフ上の数字）

年卒

年卒

年卒

月末

年卒

月末

年卒

月末

内内々々定定率率とと活活動動継継続続率率のの関関係係

活動終了

内々定あり活動継続

未内々定

内
々
定
率

活
動
継
続
率

学学生生

『内々定率と活動継続率の関係、活動継続率月別推移：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（ 年 月～ 月）』

年卒の内々定率については 月１日の内々定率が前年と比較して も増加した結果、 月末で半数以上の学生が内々

定を持つ状況となり、 月から 月にかけては前年よりも高い数値で推移した。しかし、 月以降は前年、前々年と大きく変わらな

い数値となっている。

内内々々定定率率のの推推移移

年年卒卒のの内内々々定定率率はは 月月末末でで 割割以以上上、、 月月末末ににはは 割割をを超超ええるる

『内々定率月別推移：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（ 年 月～ 月）』

月 日 月末 月末 月末 月末 月末

年卒

年卒

年卒

年卒

年卒

内内々々定定率率のの推推移移

学学生生
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の推敲

の作成

自己分析

面接対策

業界研究

仕事研究

企業・仕事検索

その他

就就職職活活動動内内ででのののの利利用用方方法法（（複複数数回回答答））

年卒

（）

年卒

（）

年卒の就活生で、就職活動でを使ったことがあるのは％で、人に人が利用している。利用方法としては、の推

敲が％、の作成が％となっている。前年に比べて、面接対策に利用した学生が倍増しており、就職活動における

の利用は多様化していると言える。学生の利用の詳細については～のレポートを参照。

人人中中人人のの就就活活生生がが就就職職活活動動ででをを利利用用ししてていいるる

学学生生のの就就職職活活動動ににおおけけるるのの利利用用状状況況

『学生のの利用経験、就職活動内でのの利用方法：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（年月）』

就職活動で

も、就職活動

以外でも使っ

たことがある

就職活動での

み使ったこと

がある

就職活動以外

では使ったこと

がある

使ったことはない

就就職職活活動動でで使使っったた

ここととががああるる

学学生生のののの利利用用経経験験

学学生生

月時点の活動状況と第一志望企業を志望した理由を聞いて、クロス集計を行った。どの状況の学生でも「自分の価値観に

合いそう」が最多であったが、就職活動を終了した学生と就職活動継続中の学生を比較したところ、志望理由の「自分が経験、

勉強してきたことを活かせる」、「仕事内容・専門性」で差が見られた。

第第一一志志望望企企業業へへのの志志望望理理由由

自自分分のの価価値値観観ととののママッッチチンンググをを重重要要視視

『【現在の活動状況別】第一志望企業の志望理由：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』

自
分
の
価
値
観
に
合
い
そ
う

企
業
自
体
に
興
味
が
あ
る

自
分
が
経
験
、
勉
強
し
て
き
た

こ
と
を
活
か
せ
る

そ
の
仕
事
に
や
り
が
い
が

感
じ
ら
れ
る

仕
事
内
容
・専
門
性

自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る

環
境
が
あ
る

働
き
た
い
地
域
に
あ
る
か
ら

安
定
し
て
い
る

【【現現在在のの活活動動状状況況別別】】第第一一志志望望企企業業のの志志望望理理由由（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

すでに決めて就職活動を終了した（）ほぼ決めたがまだ就職活動継続中（）まだ決めていない（）

学学生生

の推敲

の作成

自己分析

面接対策

業界研究

仕事研究

企業・仕事検索

その他

就就職職活活動動内内ででのの のの利利用用方方法法（（複複数数回回答答））

年卒

（ ）

年卒

（ ）

年卒の就活生で、就職活動で を使ったことがあるのは ％で、 人に 人が利用している。利用方法としては、 の推

敲が ％、 の作成が ％となっている。前年に比べて、面接対策に利用した学生が倍増しており、就職活動における

の利用は多様化していると言える。学生の 利用の詳細については ～ のレポートを参照。

人人中中 人人のの就就活活生生がが就就職職活活動動でで をを利利用用ししてていいるる

学学生生のの就就職職活活動動ににおおけけるる のの利利用用状状況況

『学生の の利用経験、就職活動内での の利用方法：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査＜就職活動・進路決定＞（ 年 月）』

就職活動で

も、就職活動

以外でも使っ

たことがある

就職活動での

み使ったこと

がある

就職活動以外

では使ったこと

がある

使ったことはない

就就職職活活動動でで使使っったた

ここととががああるる

学学生生のの のの利利用用経経験験

学学生生

月時点の活動状況と第一志望企業を志望した理由を聞いて、クロス集計を行った。どの状況の学生でも「自分の価値観に

合いそう」が最多であったが、就職活動を終了した学生と就職活動継続中の学生を比較したところ、志望理由の「自分が経験、

勉強してきたことを活かせる」、「仕事内容・専門性」で差が見られた。

第第一一志志望望企企業業へへのの志志望望理理由由

自自分分のの価価値値観観ととののママッッチチンンググをを重重要要視視

『【現在の活動状況別】第一志望企業の志望理由：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月）』

自
分
の
価
値
観
に
合
い
そ
う

企
業
自
体
に
興
味
が
あ
る

自
分
が
経
験
、
勉
強
し
て
き
た

こ
と
を
活
か
せ
る

そ
の
仕
事
に
や
り
が
い
が

感
じ
ら
れ
る

仕
事
内
容
・専
門
性

自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る

環
境
が
あ
る

働
き
た
い
地
域
に
あ
る
か
ら

安
定
し
て
い
る

【【現現在在のの活活動動状状況況別別】】 第第一一志志望望企企業業のの志志望望理理由由（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

すでに決めて就職活動を終了した（ ） ほぼ決めたがまだ就職活動継続中（ ） まだ決めていない（ ）

学学生生
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大大学学生生のの企企業業選選択択軸軸のの変変遷遷

企業を選択するポイントとして項目を提示し、当てはまるものをつ選択してもらったところ、最多だったのは「安定している

会社」で％であった。次いで「自分のやりたい仕事ができる会社」が％となったが、番目に多かった「給料の良い会社」

とは差と僅差であった。、年前までは学生の自己実現的な希望により企業選択がされてきたが、昨今の日本の経済状

況等の影響により「安定」や「給料」がより重視されるようになってきていると推察される。

自自分分ののややりりたたいい仕仕事事ががででききるる会会社社とと給給料料のの良良いい会会社社がが僅僅差差にに

『企業選択のポイント（上位抜粋）：マイナビ年卒大学生就職意識調査（年月～年月）』
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安定している会社мтΦу҈муΦп҈нлΦт҈нмΦо҈нсΦл҈ноΦл҈ннΦс҈мфΦп҈ннΦм҈нтΦо҈нсΦо҈нуΦт҈олΦт҈ооΦл҈офΦс҈оуΦо҈пнΦу҈поΦф҈пуΦу҈пфΦф҈рмΦф҈

自分のやりたい仕事（職種）ができる会社пнΦф҈пмΦу҈оуΦф҈плΦм҈офΦм҈поΦр҈поΦф҈ппΦр҈пнΦс҈плΦо҈плΦн҈оуΦп҈оуΦм҈оуΦм҈орΦт҈орΦф҈опΦс҈онΦу҈олΦр҈нуΦс҈нтΦн҈

給料の良い会社тΦс҈фΦт҈млΦр҈ммΦп҈млΦо҈фΦо҈тΦт҈тΦп҈фΦл҈мнΦп҈ммΦн҈мнΦу҈мрΦм҈мрΦп҈мфΦл҈мфΦу҈мтΦр҈мфΦм҈нмΦп҈ноΦс҈нрΦн҈

勤務制度、住宅など福利厚生の良い会社уΦр҈млΦф҈моΦл҈мрΦо҈мрΦп҈мпΦл҈ммΦм҈фΦу҈млΦу҈ммΦо҈мнΦп҈моΦп҈мпΦо҈моΦт҈мнΦу҈мнΦу҈ммΦл҈ммΦп҈ммΦм҈мнΦл҈мнΦо҈

休日、休暇の多い会社оΦн҈оΦс҈оΦс҈пΦф҈пΦп҈оΦо҈оΦп҈пΦо҈пΦс҈сΦл҈уΦо҈уΦр҈фΦм҈млΦм҈мнΦн҈млΦу҈фΦм҈фΦф҈ммΦр҈ммΦу҈ммΦу҈

これから伸びそうな会社млΦп҈фΦн҈уΦо҈фΦн҈уΦт҈фΦн҈мнΦм҈мнΦн҈мнΦс҈фΦм҈фΦс҈фΦу҈млΦс҈мнΦо҈моΦл҈мнΦс҈мнΦп҈ммΦс҈млΦт҈млΦн҈уΦф҈

働きがいのある会社нрΦф҈нпΦл҈ннΦт҈нмΦт҈нлΦт҈нлΦп҈ннΦл҈ннΦн҈нлΦф҈мфΦт҈мтΦс҈мсΦл҈мрΦм҈моΦт҈ммΦс҈мнΦт҈мнΦу҈мнΦн҈млΦп҈фΦн҈уΦу҈

рмΦф҈

нтΦн҈

нрΦн҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈
企企業業選選択択ののポポイインントト（（当当ててははままるるももののををつつ選選択択））※※上上位位抜抜粋粋

＜＜企企業業選選択択ののポポイインントト・・全全項項目目＞＞

安定している会社κこれから伸びそうな会社κ
給料のよい会社κ自分のやりたい仕事（職種）
ができる会社κ有名な会社κ休日、休暇の多い
会社κ勤務制度、住宅など福利厚生の良い会
社κ転勤のない会社κ海外で活躍できそうな会
社κいろいろな職種を経験できる会社κ自分の
能力・専門を活かせる会社κ大学・男女差別の
ない会社κ若手が活躍できる会社κ事業を多角
化している会社κ働きがいのある会社κ志望業
種の会社κ親しみのある会社κ社風が良い会社
κ一生続けられる会社κ研修制度のしっかりして
いる会社

※※上上記記よよりり該該当当すするるとと思思うう項項目目ををつつ選選択択すするる

学学生生

学生の価値観
「½世代」の価値観は、時代の動きとともに
どのような変化を見せているのか

大大学学生生のの企企業業選選択択軸軸のの変変遷遷

企業を選択するポイントとして 項目を提示し、当てはまるものを つ選択してもらったところ、最多だったのは「安定している

会社」で ％であった。次いで「自分のやりたい仕事ができる会社」が ％となったが、 番目に多かった「給料の良い会社」

とは 差と僅差であった。 、 年前までは学生の自己実現的な希望により企業選択がされてきたが、昨今の日本の経済状

況等の影響により「安定」や「給料」がより重視されるようになってきていると推察される。

自自分分ののややりりたたいい仕仕事事ががででききるる会会社社とと給給料料のの良良いい会会社社がが僅僅差差にに

『企業選択のポイント（上位抜粋）：マイナビ 年卒 大学生就職意識調査（ 年 月～ 年 月）』
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安定している会社 мтΦу҈ муΦп҈ нлΦт҈ нмΦо҈ нсΦл҈ ноΦл҈ ннΦс҈ мфΦп҈ ннΦм҈ нтΦо҈ нсΦо҈ нуΦт҈ олΦт҈ ооΦл҈ офΦс҈ оуΦо҈ пнΦу҈ поΦф҈ пуΦу҈ пфΦф҈ рмΦф҈

自分のやりたい仕事（職種）ができる会社 пнΦф҈ пмΦу҈ оуΦф҈ плΦм҈ офΦм҈ поΦр҈ поΦф҈ ппΦр҈ пнΦс҈ плΦо҈ плΦн҈ оуΦп҈ оуΦм҈ оуΦм҈ орΦт҈ орΦф҈ опΦс҈ онΦу҈ олΦр҈ нуΦс҈ нтΦн҈

給料の良い会社 тΦс҈ фΦт҈ млΦр҈ ммΦп҈ млΦо҈ фΦо҈ тΦт҈ тΦп҈ фΦл҈ мнΦп҈ ммΦн҈ мнΦу҈ мрΦм҈ мрΦп҈ мфΦл҈ мфΦу҈ мтΦр҈ мфΦм҈ нмΦп҈ ноΦс҈ нрΦн҈

勤務制度、住宅など福利厚生の良い会社 уΦр҈ млΦф҈ моΦл҈ мрΦо҈ мрΦп҈ мпΦл҈ ммΦм҈ фΦу҈ млΦу҈ ммΦо҈ мнΦп҈ моΦп҈ мпΦо҈ моΦт҈ мнΦу҈ мнΦу҈ ммΦл҈ ммΦп҈ ммΦм҈ мнΦл҈ мнΦо҈

休日、休暇の多い会社 оΦн҈ оΦс҈ оΦс҈ пΦф҈ пΦп҈ оΦо҈ оΦп҈ пΦо҈ пΦс҈ сΦл҈ уΦо҈ уΦр҈ фΦм҈ млΦм҈ мнΦн҈ млΦу҈ фΦм҈ фΦф҈ ммΦр҈ ммΦу҈ ммΦу҈

これから伸びそうな会社 млΦп҈ фΦн҈ уΦо҈ фΦн҈ уΦт҈ фΦн҈ мнΦм҈ мнΦн҈ мнΦс҈ фΦм҈ фΦс҈ фΦу҈ млΦс҈ мнΦо҈ моΦл҈ мнΦс҈ мнΦп҈ ммΦс҈ млΦт҈ млΦн҈ уΦф҈

働きがいのある会社 нрΦф҈ нпΦл҈ ннΦт҈ нмΦт҈ нлΦт҈ нлΦп҈ ннΦл҈ ннΦн҈ нлΦф҈ мфΦт҈ мтΦс҈ мсΦл҈ мрΦм҈ моΦт҈ ммΦс҈ мнΦт҈ мнΦу҈ мнΦн҈ млΦп҈ фΦн҈ уΦу҈

рмΦф҈

нтΦн҈

нрΦн҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈
企企業業選選択択ののポポイインントト（（当当ててははままるるももののをを つつ選選択択）） ※※上上位位抜抜粋粋

＜＜企企業業選選択択ののポポイインントト・・全全 項項目目＞＞

安定している会社κこれから伸びそうな会社κ
給料のよい会社κ自分のやりたい仕事（職種）
ができる会社κ有名な会社κ休日、休暇の多い
会社κ勤務制度、住宅など福利厚生の良い会
社κ転勤のない会社κ海外で活躍できそうな会
社κいろいろな職種を経験できる会社κ自分の
能力・専門を活かせる会社κ大学・男女差別の
ない会社κ若手が活躍できる会社κ事業を多角
化している会社κ働きがいのある会社κ志望業
種の会社κ親しみのある会社κ社風が良い会社
κ一生続けられる会社κ研修制度のしっかりして
いる会社

※※上上記記よよりり該該当当すするるとと思思うう項項目目をを つつ選選択択すするる

学学生生

学生の価値観
「½世代」の価値観は、時代の動きとともに
どのような変化を見せているのか

ー 28 ー



「「行行ききたたくくなないい会会社社」」ととししてて「「転転勤勤のの多多いい会会社社」」がが増増加加

行きたくない会社の特徴として項目を提示し、当てはまるものをつ選択したもらったところ、最多だったのは「ノルマのきつ

そうな会社（％）」で、次いで「転勤の多い会社（％）」となった。また、年前に番高い項目であった「暗い雰囲気の会

社」は現在番目（％）になっており、年前よりも働き方を重視している傾向が見られた。

年年前前（（年年卒卒））とと比比較較すするるとと「「転転勤勤のの多多いい会会社社」」がが増増加加、、番番目目にに高高いい項項目目にに

『行きたくない会社（当てはまるものつ選択）：マイナビнлнс年卒大学生就職意識調査（年月～年月）』
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ノルマのきつそうな会社нтΦо҈нфΦл҈нфΦт҈онΦр҈омΦм҈омΦн҈онΦт҈олΦм҈онΦс҈омΦу҈омΦл҈олΦп҈олΦу҈олΦф҈опΦт҈опΦр҈орΦу҈отΦп҈оуΦн҈оуΦф҈оуΦн҈

転勤の多い会社мтΦо҈муΦл҈мфΦп҈нлΦм҈нлΦр҈нлΦп҈мфΦт҈муΦу҈муΦт҈мфΦф҈нлΦл҈мфΦн҈муΦм҈мфΦф҈ноΦс҈ннΦт҈нпΦф҈нсΦс҈нфΦс҈олΦо҈омΦл҈

暗い雰囲気の会社плΦм҈плΦс҈офΦо҈плΦу҈пмΦл҈поΦр҈ппΦс҈поΦс҈пмΦу҈осΦо҈осΦл҈осΦл҈ооΦф҈омΦу҈нуΦр҈нфΦр҈нуΦф҈нтΦм҈нпΦм҈нпΦу҈нпΦм҈

休日・休暇がとれない（少ないύ会社мпΦф҈мсΦу҈мфΦп҈нлΦн҈нмΦс҈мфΦр҈муΦл҈мфΦф҈ннΦм҈нрΦу҈нтΦп҈нтΦм҈нрΦт҈нрΦп҈нпΦф҈ноΦп҈нмΦр҈нмΦо҈нмΦт҈нмΦр҈ннΦн҈

給料の安い会社фΦл҈млΦо҈млΦс҈ммΦл҈млΦт҈фΦу҈уΦм҈уΦм҈уΦр҈млΦф҈млΦф҈моΦл҈мпΦф҈мпΦл҈мпΦн҈мрΦн҈моΦп҈моΦс҈мпΦл҈мпΦр҈мпΦф҈

仕事の内容が面白くない会社онΦс҈олΦф҈нфΦп҈ноΦф҈ноΦу҈ноΦу҈ннΦп҈ноΦм҈ноΦп҈нпΦр҈ноΦм҈ннΦо҈нмΦс҈нлΦу҈муΦп҈мфΦс҈мтΦс҈мсΦм҈мпΦт҈моΦф҈моΦр҈

残業が多い会社рΦл҈пΦу҈сΦм҈сΦс҈сΦр҈сΦл҈сΦл҈сΦу҈тΦс҈млΦо҈ммΦп҈мнΦп҈мпΦр҈мпΦп҈мпΦу҈мпΦл҈мпΦп҈мпΦф҈мрΦн҈моΦф҈моΦо҈
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р҈

мл҈
мр҈
нл҈
нр҈
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пл҈
пр҈
рл҈

「「行行ききたたくくなないい会会社社」」（（当当ててははままるるももののつつ選選択択））※※上上位位抜抜粋粋

＜＜行行ききたたくくなないい会会社社全全項項目目＞＞

転勤の多い会社
ノルマのきつそうな会社
財務内容の悪い会社
暗い雰囲気の会社
仕事の内容が面白くない会社
大学・男女差別のありそうな会社
給料の安い会社
歯車になりそうな会社
休日・休暇がとれない（少ない会社
残業が多い会社
体質が古い会社

※※上上記記よよりり該該当当すするるとと思思うう項項目目ををつつ
選選択択すするる

学学生生

ртΦо҈

рнΦр҈

ппΦм҈

орΦу҈

орΦм҈

орΦм҈

онΦм҈

нуΦф҈

нтΦн҈

нрΦм҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈

福利厚生が充実している

安心して働ける環境である

業界大手である

今後成長が見込まれる業界・企業である

離職率や平均勤続年数

知名度がある

社会の変化に対応できている

売上高

上場企業である

多角的に事業を展開している

企企業業にに対対ししてて安安定定性性をを感感じじるるポポイインントト（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

学学生生がが求求めめてていいるる「「安安定定性性」」はは安安心心ししてて働働くくたためめのの制制度度やや環環境境

企業に対して「安定性」を感じるポイントは「福利厚生が充実している」が最多で％、次いで「安心して働ける環境である」

が％と、働きやすさのための制度や環境があることを「安定」と捉えていることが示された。就職先に求める福利厚生制度

では「交通費支給制度」「住宅手当・家賃補助制度」「在宅ワーク・リモートワーク制度」が上位となった。

安安定定性性をを感感じじるるポポイインントトはは「「福福利利厚厚生生がが充充実実ししてていいるる」」がが最最多多でで％％

『企業に対して安定性を感じるポイント、社会人生活を充実させるために就職先に求める福利厚生制度：マイナビ年卒キャリア意向調査月＜就職活動・進路決定＞（年月）』

学学生生

ртΦл҈

роΦс҈

пнΦт҈

осΦс҈

осΦн҈

онΦн҈

олΦф҈

нуΦм҈

нтΦр҈

нсΦс҈

л҈нл҈пл҈сл҈

交通費支給制度

住宅手当・家賃補助制度

在宅ワーク・リモートワーク制度

有給取得率向上施策

退職金制度

時間単位で有給が取得できる制度

健康診断の受診補助制度

短時間勤務制度

食事補助制度

週休日制度

社社会会人人生生活活をを充充実実ささせせるるたためめにに

就就職職先先にに求求めめるる福福利利厚厚生生制制度度（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

「「行行ききたたくくなないい会会社社」」ととししてて「「転転勤勤のの多多いい会会社社」」がが増増加加

行きたくない会社の特徴として 項目を提示し、当てはまるものを つ選択したもらったところ、最多だったのは「ノルマのきつ

そうな会社（ ％）」で、次いで「転勤の多い会社（ ％）」となった。また、 年前に 番高い項目であった「暗い雰囲気の会

社」は現在 番目（ ％）になっており、 年前よりも働き方を重視している傾向が見られた。

年年前前（（ 年年卒卒））とと比比較較すするるとと「「転転勤勤のの多多いい会会社社」」がが 増増加加、、 番番目目にに高高いい項項目目にに

『行きたくない会社（当てはまるもの つ選択）：マイナビнлнс年卒大学生就職意識調査（ 年 月～ 年 月）』

лс
年

卒

лт
年

卒

лу
年

卒

лф
年

卒

мл
年

卒

мм
年

卒

мн
年

卒

мо
年

卒

мп
年

卒

мр
年

卒

мс
年

卒

мт
年

卒

му
年

卒

мф
年

卒

нл
年

卒

нм
年

卒

нн
年

卒

но
年

卒

нп
年

卒

нр
年

卒

нс
年

卒

ノルマのきつそうな会社 нтΦо҈ нфΦл҈ нфΦт҈ онΦр҈ омΦм҈ омΦн҈ онΦт҈ олΦм҈ онΦс҈ омΦу҈ омΦл҈ олΦп҈ олΦу҈ олΦф҈ опΦт҈ опΦр҈ орΦу҈ отΦп҈ оуΦн҈ оуΦф҈ оуΦн҈

転勤の多い会社 мтΦо҈ муΦл҈ мфΦп҈ нлΦм҈ нлΦр҈ нлΦп҈ мфΦт҈ муΦу҈ муΦт҈ мфΦф҈ нлΦл҈ мфΦн҈ муΦм҈ мфΦф҈ ноΦс҈ ннΦт҈ нпΦф҈ нсΦс҈ нфΦс҈ олΦо҈ омΦл҈

暗い雰囲気の会社 плΦм҈ плΦс҈ офΦо҈ плΦу҈ пмΦл҈ поΦр҈ ппΦс҈ поΦс҈ пмΦу҈ осΦо҈ осΦл҈ осΦл҈ ооΦф҈ омΦу҈ нуΦр҈ нфΦр҈ нуΦф҈ нтΦм҈ нпΦм҈ нпΦу҈ нпΦм҈

休日・休暇がとれない（少ないύ会社 мпΦф҈ мсΦу҈ мфΦп҈ нлΦн҈ нмΦс҈ мфΦр҈ муΦл҈ мфΦф҈ ннΦм҈ нрΦу҈ нтΦп҈ нтΦм҈ нрΦт҈ нрΦп҈ нпΦф҈ ноΦп҈ нмΦр҈ нмΦо҈ нмΦт҈ нмΦр҈ ннΦн҈

給料の安い会社 фΦл҈ млΦо҈ млΦс҈ ммΦл҈ млΦт҈ фΦу҈ уΦм҈ уΦм҈ уΦр҈ млΦф҈ млΦф҈ моΦл҈ мпΦф҈ мпΦл҈ мпΦн҈ мрΦн҈ моΦп҈ моΦс҈ мпΦл҈ мпΦр҈ мпΦф҈

仕事の内容が面白くない会社 онΦс҈ олΦф҈ нфΦп҈ ноΦф҈ ноΦу҈ ноΦу҈ ннΦп҈ ноΦм҈ ноΦп҈ нпΦр҈ ноΦм҈ ннΦо҈ нмΦс҈ нлΦу҈ муΦп҈ мфΦс҈ мтΦс҈ мсΦм҈ мпΦт҈ моΦф҈ моΦр҈

残業が多い会社 рΦл҈ пΦу҈ сΦм҈ сΦс҈ сΦр҈ сΦл҈ сΦл҈ сΦу҈ тΦс҈ млΦо҈ ммΦп҈ мнΦп҈ мпΦр҈ мпΦп҈ мпΦу҈ мпΦл҈ мпΦп҈ мпΦф҈ мрΦн҈ моΦф҈ моΦо҈

л҈
р҈

мл҈
мр҈
нл҈
нр҈
ол҈
ор҈
пл҈
пр҈
рл҈

「「行行ききたたくくなないい会会社社」」（（当当ててははままるるもものの つつ選選択択）） ※※上上位位抜抜粋粋

＜＜行行ききたたくくなないい会会社社 全全 項項目目＞＞

転勤の多い会社
ノルマのきつそうな会社
財務内容の悪い会社
暗い雰囲気の会社
仕事の内容が面白くない会社
大学・男女差別のありそうな会社
給料の安い会社
歯車になりそうな会社
休日・休暇がとれない（少ない 会社
残業が多い会社
体質が古い会社

※※上上記記よよりり該該当当すするるとと思思うう項項目目をを つつ
選選択択すするる

学学生生

ртΦо҈

рнΦр҈

ппΦм҈

орΦу҈

орΦм҈

орΦм҈

онΦм҈

нуΦф҈

нтΦн҈

нрΦм҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈

福利厚生が充実している

安心して働ける環境である

業界大手である

今後成長が見込まれる業界・企業である

離職率や平均勤続年数

知名度がある

社会の変化に対応できている

売上高

上場企業である

多角的に事業を展開している

企企業業にに対対ししてて安安定定性性をを感感じじるるポポイインントト（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

学学生生がが求求めめてていいるる「「安安定定性性」」はは安安心心ししてて働働くくたためめのの制制度度やや環環境境

企業に対して「安定性」を感じるポイントは「福利厚生が充実している」が最多で ％、次いで「安心して働ける環境である」

が ％と、働きやすさのための制度や環境があることを「安定」と捉えていることが示された。就職先に求める福利厚生制度

では「交通費支給制度」「住宅手当・家賃補助制度」「在宅ワーク・リモートワーク制度」が上位となった。

安安定定性性をを感感じじるるポポイインントトはは「「福福利利厚厚生生がが充充実実ししてていいるる」」がが最最多多でで ％％

『企業に対して安定性を感じるポイント、社会人生活を充実させるために就職先に求める福利厚生制度 ：マイナビ 年卒 キャリア意向調査 月＜就職活動・進路決定＞（ 年 月）』

学学生生

ртΦл҈

роΦс҈

пнΦт҈

осΦс҈

осΦн҈

онΦн҈

олΦф҈

нуΦм҈

нтΦр҈

нсΦс҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈

交通費支給制度

住宅手当・家賃補助制度

在宅ワーク・リモートワーク制度

有給取得率向上施策

退職金制度

時間単位で有給が取得できる制度

健康診断の受診補助制度

短時間勤務制度

食事補助制度

週休 日制度

社社会会人人生生活活をを充充実実ささせせるるたためめにに

就就職職先先にに求求めめるる福福利利厚厚生生制制度度（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋
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入入社社ししたた会会社社でで年年以以上上働働ききたたいいとと考考ええるる学学生生はは割割強強

定定年年ままででとと考考ええるる学学生生はは割割強強

мпΦр моΦл мнΦн ммΦр мнΦр моΦп моΦм мнΦу мнΦо ммΦф ммΦп ммΦс ммΦс ммΦу млΦс мнΦо мнΦм млΦф 

ммΦл 
млΦп 

фΦр уΦф 
млΦл млΦм млΦо млΦл млΦс млΦп млΦс ммΦп ммΦо фΦт ммΦо 

мнΦо ммΦу 

уΦт 

тΦт 
уΦо 

уΦп 
уΦр 

уΦу уΦф фΦм фΦп фΦр млΦл фΦф уΦо млΦл млΦп 

млΦо 

опΦн 

омΦм олΦл нуΦу 
омΦл 

онΦо онΦо омΦф онΦо омΦу онΦл онΦф 
омΦн омΦр онΦо 

опΦф 

ноΦф 

млΦф 

л

р

мл

мр

нл

нр

ол

ор

пл
新新規規学学卒卒者者のの離離職職状状況況м年目н年目о年目

『新規学卒者の離職状況：厚生労働省（年月発表）』
『新卒で入社する会社で何年ぐらい働きたいか：マイナビ年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（年月）』

定年まで

年以上

～年ぐらい

～年ぐらい

～年ぐらい

特に決めてない・

わからない

新新卒卒でで入入社社すするる会会社社でで何何年年ぐぐららいい

働働ききたたいいかか

学学生生

新規学卒者の離職状況については、以前から「年割」と言われてきたが、その状況は現在も続いている。一方、就職活動

を行う学生に新卒で入社する会社で何年くらい働きたいか聞いたところ、「定年まで」は割強（％）、「年以上」と合わせ

ると割強（％）であった。また、「～年ぐらい」は％ともっとも少なかった。

応募時に最初の勤務地や職種（仕事内容）が限定されていると応募意欲が高まるかと聞いたところ、他の条件も考慮するこ

とが前提となるが、割前後の学生が「応募意欲が高まる」と回答している。また、勤務地と職種を比較すると、勤務地を限定

されている方が応募意欲が高まる学生の割合がやや高かった。

応応募募時時にに「「勤勤務務地地」」「「職職種種（（仕仕事事内内容容））」」がが限限定定さされれてていいるるここととのの影影響響

勤勤務務地地やや職職種種のの確確約約にによよっってて応応募募意意欲欲がが高高ままるる学学生生がが割割前前後後

『応募時に「最初の勤務地」「最初に配属される職種」が限定されていると応募意欲が高まるか
：マイナビ年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（年月）』

応募意欲がとても
高まると思う

34.6%

他の条件によるが、
多少は応募意欲が高

まると思う46.2%

特に応募意欲
には影響しな

いと思う
12.0%

わからない・想像がつかない4.8%

いろんな場所に行きたいので、むしろ
応募意欲が下がる2.5%

応応募募意意欲欲がが高高ままるる

応応募募時時にに「「最最初初のの勤勤務務地地」」がが限限定定さされれてていいるるとと、、

応応募募意意欲欲がが高高ままるるとと思思ううかか

応募意欲がとても
高まると思う

33.7%

他の条件によるが、
多少は応募意欲が高

まると思う43.3%

特に応募意欲
には影響しな

いと思う
13.5%

わからない・想像がつかない4.9%

いろんな仕事をしてみたいので、むしろ
応募意欲が下がる4.6%

応応募募意意欲欲がが高高ままるる

応応募募時時にに「「最最初初にに配配属属さされれるる職職種種（（仕仕事事内内容容））」」がが

限限定定さされれてていいるるとと、、応応募募意意欲欲がが高高ままるるとと思思ううかか

学学生生

入入社社ししたた会会社社でで 年年以以上上働働ききたたいいとと考考ええるる学学生生はは 割割強強

定定年年ままででとと考考ええるる学学生生はは 割割強強

мпΦр моΦл мнΦн ммΦр мнΦр моΦп моΦм мнΦу мнΦо ммΦф ммΦп ммΦс ммΦс ммΦу млΦс мнΦо мнΦм млΦф 

ммΦл 
млΦп 

фΦр уΦф 
млΦл млΦм млΦо млΦл млΦс млΦп млΦс ммΦп ммΦо фΦт ммΦо 

мнΦо ммΦу 

уΦт 

тΦт 
уΦо 

уΦп 
уΦр 

уΦу уΦф фΦм фΦп фΦр млΦл фΦф уΦо млΦл млΦп 

млΦо 

опΦн 

омΦм олΦл нуΦу 
омΦл 

онΦо онΦо омΦф онΦо омΦу онΦл онΦф 
омΦн омΦр онΦо 

опΦф 

ноΦф 

млΦф 

л

р

мл

мр

нл

нр

ол

ор

пл
新新規規学学卒卒者者のの離離職職状状況況 м年目 н年目 о年目

『新規学卒者の離職状況：厚生労働省（ 年 月発表）』
『新卒で入社する会社で何年ぐらい働きたいか：マイナビ 年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（ 年 月）』

定年まで

年以上

～ 年ぐらい

～ 年ぐらい

～ 年ぐらい

特に決めてない・

わからない

新新卒卒でで入入社社すするる会会社社でで何何年年ぐぐららいい

働働ききたたいいかか

学学生生

新規学卒者の離職状況については、以前から「 年 割」と言われてきたが、その状況は現在も続いている。一方、就職活動

を行う学生に新卒で入社する会社で何年くらい働きたいか聞いたところ、「定年まで」は 割強（ ％）、「 年以上」と合わせ

ると 割強（ ％）であった。また、「 ～ 年ぐらい」は ％ともっとも少なかった。

応募時に最初の勤務地や職種（仕事内容）が限定されていると応募意欲が高まるかと聞いたところ、他の条件も考慮するこ

とが前提となるが、 割前後の学生が「応募意欲が高まる」と回答している。また、勤務地と職種を比較すると、勤務地を限定

されている方が応募意欲が高まる学生の割合がやや高かった。

応応募募時時にに「「勤勤務務地地」」「「職職種種（（仕仕事事内内容容））」」がが限限定定さされれてていいるるここととのの影影響響

勤勤務務地地やや職職種種のの確確約約にによよっってて応応募募意意欲欲がが高高ままるる学学生生がが 割割前前後後

『応募時に「最初の勤務地」「最初に配属される職種」が限定されていると応募意欲が高まるか
：マイナビ 年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（ 年 月）』

応募意欲がとても
高まると思う
34.6%

他の条件によるが、
多少は応募意欲が高
まると思う 46.2%

特に応募意欲
には影響しな

いと思う
12.0%

わからない・想像がつかない 4.8%

いろんな場所に行きたいので、むしろ
応募意欲が下がる 2.5%

応応募募意意欲欲がが高高ままるる

応応募募時時にに「「最最初初のの勤勤務務地地」」がが限限定定さされれてていいるるとと、、

応応募募意意欲欲がが高高ままるるとと思思ううかか

応募意欲がとても
高まると思う
33.7%

他の条件によるが、
多少は応募意欲が高
まると思う 43.3%

特に応募意欲
には影響しな

いと思う
13.5%

わからない・想像がつかない 4.9%

いろんな仕事をしてみたいので、むしろ
応募意欲が下がる 4.6%

応応募募意意欲欲がが高高ままるる

応応募募時時にに「「最最初初にに配配属属さされれるる職職種種（（仕仕事事内内容容））」」がが

限限定定さされれてていいるるとと、、応応募募意意欲欲がが高高ままるるとと思思ううかか

学学生生
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年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

「「育育児児休休業業ををととっってて子子育育ててししたたいい」」のの割割合合推推移移

男女差男子女子

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

男男子子のの「「育育児児休休業業をを取取っってて子子育育ててししたたいい」」理理由由のの推推移移※※上上位位抜抜粋粋

育児休業を取るのは当然の権利だと思うから

育児期間中は育児に専念したいから

子供が小さいうちはできるだけそばにいてあげたいから

「「育育児児休休業業」」のの取取得得意意向向

育児・介護休業法が改正され、年月から段階的に施行されている「男性育休」は、年月から、従業員が人超

人以下の企業にも公表が義務化された。このような背景から「育児休業をとって子育てしたい」の回答割合の男女差は

年卒ではと差がない状態となった。また、男子の育児休業を希望する理由については「育児期間中は育児に専念したいか

ら」が「育児休業を取るのは当然の権利だと思うから」を上回り、最多となった。

「「育育児児休休業業ををととっってて積積極極的的にに子子育育ててししたたいい」」とといいうう意意向向にに男男女女差差ははほほぼぼななくくななるる

『「育児休業をとって積極的に子育てしたい」割合推移、男子の「育児休業をとって積極的に子育てしたい理由」の推移
：マイナビ年卒大学生ライフスタイル調査（年月）』

学学生生

共共働働ききをを希希望望すするる最最もも大大ききなな理理由由はは「「一一方方のの収収入入だだけけでではは生生活活ででききなないいかからら」」

共働きを希望する割合について、男子は％、女子は％となり、ここ年で最も高い割合となった。また、男女差は、

年前は割以上あったが、割程度まで縮小した。共働きを希望する最も大きな理由は、男女とも「一方の収入だけでは生

活できないから」が最も高い割合となった（男子％、女子％）。男子の位は「結婚相手が仕事を続けたいならその意

思を尊重したいので（％）」、女子の位は「仕事を続けることが生きがいになると思うから（％）」だった。

『共働き希望の推移、共働きを希望する最も大きな理由：マイナビ年卒大学生ライフスタイル調査（年月）』

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

共共働働きき希希望望のの推推移移

男女差男子女子

一方の収入だけでは

生活できないから

仕事でキャリアを積みたい

（出世したい）から

それぞれ自分の仕事を持っている

ことが自然だと思うから

仕事を続けることが

生きがいになると思うから

結婚相手が仕事を続けたいなら

その意思を尊重したいので

自分が自由に使えるお金を

ある程度持っていたいから

共共働働ききをを希希望望すするる最最もも大大ききなな理理由由※※上上位位抜抜粋粋

男子計女子計

共共働働ききをを希希望望すするる学学生生がが男男女女とともも増増加加学学生生
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卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

「「育育児児休休業業ををととっってて子子育育ててししたたいい」」のの割割合合推推移移

男女差 男子 女子

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

男男子子のの「「育育児児休休業業をを取取っってて子子育育ててししたたいい」」理理由由のの推推移移 ※※上上位位抜抜粋粋

育児休業を取るのは当然の権利だと思うから

育児期間中は育児に専念したいから

子供が小さいうちはできるだけそばにいてあげたいから

「「育育児児休休業業」」のの取取得得意意向向

育児・介護休業法が改正され、 年 月から段階的に施行されている「男性育休」は、 年 月から、従業員が 人超

人以下の企業にも公表が義務化された。このような背景から「育児休業をとって子育てしたい」の回答割合の男女差は

年卒では と差がない状態となった。また、男子の育児休業を希望する理由については「育児期間中は育児に専念したいか

ら」が「育児休業を取るのは当然の権利だと思うから」を上回り、最多となった。

「「育育児児休休業業ををととっってて積積極極的的にに子子育育ててししたたいい」」とといいうう意意向向にに男男女女差差ははほほぼぼななくくななるる

『「育児休業をとって積極的に子育てしたい」割合推移、男子の「育児休業をとって積極的に子育てしたい理由」の推移
：マイナビ 年卒 大学生ライフスタイル調査（ 年 月）』

学学生生

共共働働ききをを希希望望すするる最最もも大大ききなな理理由由はは「「一一方方のの収収入入だだけけでではは生生活活ででききなないいかからら」」

共働きを希望する割合について、男子は ％、女子は ％となり、ここ 年で最も高い割合となった。また、男女差は、

年前は 割以上あったが、 割程度まで縮小した。共働きを希望する最も大きな理由は、男女とも「一方の収入だけでは生

活できないから」が最も高い割合となった（男子 ％、女子 ％）。男子の 位は「結婚相手が仕事を続けたいならその意

思を尊重したいので（ ％）」、女子の 位は「仕事を続けることが生きがいになると思うから（ ％）」だった。

『共働き希望の推移、共働きを希望する最も大きな理由：マイナビ 年卒 大学生ライフスタイル調査（ 年 月）』

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

年

卒

共共働働きき希希望望のの推推移移

男女差 男子 女子

一方の収入だけでは

生活できないから

仕事でキャリアを積みたい

（出世したい）から

それぞれ自分の仕事を持っている

ことが自然だと思うから

仕事を続けることが

生きがいになると思うから

結婚相手が仕事を続けたいなら

その意思を尊重したいので

自分が自由に使えるお金を

ある程度持っていたいから

共共働働ききをを希希望望すするる最最もも大大ききなな理理由由 ※※上上位位抜抜粋粋

男子計 女子計

共共働働ききをを希希望望すするる学学生生がが男男女女とともも増増加加 学学生生
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採採用用広広報報ででののアアピピーールルポポイインントト企企業業

業界や仕事内容以外の会社全体の取り組みや状況について、採用広報で「現在、情報開示している」ものについて聞いたと

ころ、「福利厚生の充実（％）」が最多で、次が「平均勤続年数の長さ（％）」だった。「強みとしてアピールするために、今

後取り組もうと思う」ものでは、「平均勤続年数の長さ（％）」が最多だった。

「「福福利利厚厚生生のの充充実実」」「「平平均均勤勤続続年年数数のの長長ささ」」がが上上位位にに入入るる

『人事制度・採用広報について：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』
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福利厚生の充実

平均勤続年数の長さ

ワークライフバランスの良さ

在宅勤務・リモートワークの制度の充実

待遇（給与や賞与など）の良さ

フレンドリーな取り組み

女性管理職の比率の高さ

研修など人材育成の制度の充実

業務のグローバル性

男性育休に関する制度・体制

人人事事制制度度・・採採用用広広報報ににつついいてて※※上上位位抜抜粋粋

現在、情報開示している（ƴҐнΣнпр）

強みとしてアピールするために、今後取り組もうと思う（ƴҐмΣмнм）

強みとしてアピールするために、今後強化しようと思う（ƴҐмΣлоп）

企業の対応
売り手市場の中、学生の動きに対する
柔軟な対応が要求される

採採用用広広報報ででののアアピピーールルポポイインントト 企企業業

業界や仕事内容以外の会社全体の取り組みや状況について、採用広報で「現在、情報開示している」ものについて聞いたと

ころ、「福利厚生の充実（ ％）」が最多で、次が「平均勤続年数の長さ（ ％）」だった。「強みとしてアピールするために、今

後取り組もうと思う」ものでは、「平均勤続年数の長さ（ ％）」が最多だった。

「「福福利利厚厚生生のの充充実実」」「「平平均均勤勤続続年年数数のの長長ささ」」がが上上位位にに入入るる

『人事制度・採用広報について：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

тпΦл҈

суΦс҈

ррΦр҈

роΦс҈

пуΦо҈

отΦт҈

осΦн҈

нтΦп҈

нпΦм҈

мсΦп҈

олΦп҈

ооΦл҈

нфΦр҈

нсΦн҈

нмΦу҈

ноΦт҈

мрΦп҈

мтΦу҈

моΦл҈

мрΦм҈

осΦн҈

олΦн҈

нфΦр҈

нуΦн҈

нрΦн҈

ноΦм҈

мнΦп҈

мсΦс҈
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福利厚生の充実

平均勤続年数の長さ

ワークライフバランスの良さ

在宅勤務・リモートワークの制度の充実

待遇（給与や賞与など）の良さ

フレンドリーな取り組み

女性管理職の比率の高さ

研修など人材育成の制度の充実

業務のグローバル性

男性育休に関する制度・体制

人人事事制制度度・・採採用用広広報報ににつついいてて ※※上上位位抜抜粋粋

現在、情報開示している（ƴҐнΣнпр）

強みとしてアピールするために、今後取り組もうと思う（ƴҐмΣмнм）

強みとしてアピールするために、今後強化しようと思う（ƴҐмΣлоп）

企業の対応
売り手市場の中、学生の動きに対する
柔軟な対応が要求される
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学生が就職活動に生成系を利用している実感があると回答した企業は％で前年より大きく増えた（増）。生成

を活用することに対しては「使い方を慎重に検討したうえで活用してほしいと思う」が％だった。学生が就職活動において

生成系を活用することへの対策は、必要性を感じていない企業が％だった。

学学生生がが生生成成をを利利用用ししてていいるる実実感感ががああるるがが増増加加もも、、対対策策ををととるる割割合合はは多多くくなないい

学学生生のの就就職職活活動動ににおおけけるる生生成成利利用用ににつついいててのの企企業業のの実実感感企企業業

『学生が就職活動に生成系を利用している実感がある企業の割合、学生が就職活動において生成系を活用することに対しての考え、
学生が就職活動において生成系を活用することへの対策：マイナビ年卒企業採用活動調査（年月）』
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学学生生がが就就職職活活動動にに生生成成系系をを

利利用用ししてていいるる実実感感ががああるる企企業業のの割割合合

実感がある

積極的に活用して

ほしいと思う
сΦф҈

使い方を慎重に検討

したうえで活用してほ

しいと思う
спΦм҈

就職活動には利用し

ない方がよいと思う
мпΦп҈

分からない
мпΦс҈

学学生生がが就就職職活活動動ににおおいいてて

生生成成系系をを活活用用すするるここととにに

対対ししててのの考考ええ
ƴҐнΣпфл
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рΦт҈

рΦл҈

млΦу҈

мΦр҈

лΦу҈
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面接での質問内容を工夫する（エントリーシートの内容とは

異なる質問をする・深掘り質問をする等）

面接官の教育を強化する

面接の評価ウェイトを上げる

エントリーシートの内容を精査する（不自然な記述に注視する

・異なる学生で似た記述がないか）

エントリーシートを手書きにする

エントリーシートの志望動機・自己欄を廃止する

エントリーシートを廃止する

レポートや小論文課題を学生に来社してもらい実施する

生成対策ソフトを導入する

を活用しづらい選考（筆記試験・動画など）を導入する

その他

対応の必要性を感じているが、どう対応すべきか検討中

対応の必要性を感じていないので対応する予定もない

学学生生がが就就職職活活動動ににおおいいてて生生成成系系をを活活用用すするるここととへへのの対対策策

「「有有給給休休暇暇のの取取得得率率」」がが最最多多、、今今年年かからら始始めめたたここととはは「「男男性性のの育育児児休休業業のの取取得得率率」」

学生にアピールしている福利厚生やワークライフバランスの具体的な内容について聞いたところ、「有給休暇の取得率」が最

多で％、次いで「残業がないこと・残業時間が少ないこと（％）」となり、ワークライフバランスの良さが意識されているこ

とがわかった。また、今年からアピールを始めたこととして最多なのは「男性の育児休業の取得率（％）」で、全項目の中で

唯一、現在アピールしていることよりも割合が高い結果であった。
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有給休暇の取得率

残業がないこと・残業時間が少ないこと

男性の育児休業の取得率

育児休業取得後の職場復帰率

育児休業からの復帰後の時短勤務制度

地域限定総合職採用

介護休業制度

管理職のうち女性が占める割合

時差出勤、フレックス制度

新卒採用者のうち女性が占める割合

独自の手当て（誕生日手当て、ペット手当て等）

人人事事制制度度等等ににつついいてて採採用用広広報報ででアアピピーールルししてていいるるこことと（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

現在アピールしていること（ƴҐнΣлоф）

今年から始めたこと（ƴҐоут）

『人事制度等について採用広報でしていること：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

学学生生ににアアピピーールルししてていいるる福福利利厚厚生生ややワワーーククラライイフフババラランンススのの内内容容企企業業

学生が就職活動に生成系 を利用している実感があると回答した企業は ％で前年より大きく増えた（ 増）。生成

を活用することに対しては「使い方を慎重に検討したうえで活用してほしいと思う」が ％だった。学生が就職活動において

生成系 を活用することへの対策は、必要性を感じていない企業が ％だった。

学学生生がが生生成成 をを利利用用ししてていいるる実実感感ががああるるがが増増加加もも、、対対策策ををととるる割割合合はは多多くくなないい

学学生生のの就就職職活活動動ににおおけけるる生生成成 利利用用ににつついいててのの企企業業のの実実感感 企企業業

『学生が就職活動に生成系 を利用している実感がある企業の割合、学生が就職活動において生成系 を活用することに対しての考え、
学生が就職活動において生成系 を活用することへの対策：マイナビ 年卒企業採用活動調査（ 年 月）』
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学学生生がが就就職職活活動動にに生生成成系系 をを

利利用用ししてていいるる実実感感ががああるる企企業業のの割割合合

実感がある

積極的に活用して

ほしいと思う
сΦф҈

使い方を慎重に検討

したうえで活用してほ

しいと思う
спΦм҈

就職活動には利用し

ない方がよいと思う
мпΦп҈

分からない
мпΦс҈

学学生生がが就就職職活活動動ににおおいいてて

生生成成系系 をを活活用用すするるここととにに

対対ししててのの考考ええ
ƴҐнΣпфл

нсΦл҈

рΦт҈
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мΦр҈
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面接での質問内容を工夫する（エントリーシートの内容とは

異なる質問をする・深掘り質問をする等）

面接官の教育を強化する

面接の評価ウェイトを上げる

エントリーシートの内容を精査する（不自然な記述に注視する

・異なる学生で似た記述がないか）

エントリーシートを手書きにする

エントリーシートの志望動機・自己 欄を廃止する

エントリーシートを廃止する

レポートや小論文課題を学生に来社してもらい実施する

生成 対策ソフトを導入する

を活用しづらい選考（筆記試験・動画 など）を導入する

その他

対応の必要性を感じているが、どう対応すべきか検討中

対応の必要性を感じていないので対応する予定もない

学学生生がが就就職職活活動動ににおおいいてて生生成成系系 をを活活用用すするるここととへへのの対対策策

「「有有給給休休暇暇のの取取得得率率」」がが最最多多、、今今年年かからら始始めめたたここととはは「「男男性性のの育育児児休休業業のの取取得得率率」」

学生にアピールしている福利厚生やワークライフバランスの具体的な内容について聞いたところ、「有給休暇の取得率」が最

多で ％、次いで「残業がないこと・残業時間が少ないこと（ ％）」となり、ワークライフバランスの良さが意識されているこ

とがわかった。また、今年からアピールを始めたこととして最多なのは「男性の育児休業の取得率（ ％）」で、全項目の中で

唯一、現在アピールしていることよりも割合が高い結果であった。

снΦс҈

пфΦо҈

отΦн҈

осΦф҈

онΦо҈

муΦт҈

мтΦу҈

моΦф҈

моΦл҈

мнΦп҈

ммΦм҈

нрΦп҈

муΦл҈

отΦр҈

моΦн҈

моΦп҈

млΦс҈

фΦн҈

тΦр҈

сΦу҈

сΦр҈

пΦт҈
л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈

有給休暇の取得率

残業がないこと・残業時間が少ないこと

男性の育児休業の取得率

育児休業取得後の職場復帰率

育児休業からの復帰後の時短勤務制度

地域限定総合職採用

介護休業制度

管理職のうち女性が占める割合

時差出勤、フレックス制度

新卒採用者のうち女性が占める割合

独自の手当て（誕生日手当て、ペット手当て等）

人人事事制制度度等等ににつついいてて採採用用広広報報ででアアピピーールルししてていいるるこことと（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

現在アピールしていること（ƴҐнΣлоф）

今年から始めたこと（ƴҐоут）

『人事制度等について採用広報で していること：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

学学生生ににアアピピーールルししてていいるる福福利利厚厚生生ややワワーーククラライイフフババラランンススのの内内容容 企企業業
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職務内容について、どのタイミングで告知するかを聞いたところ、「内定通知前の面談・面接などで伝える（％）」が最多

だったが、次いで「入社後（実際の配属時）に伝える＊入社前の確約なし」も％であり、大きくつに分かれているようだ。

業種別で見ていくと、職種別コースを設定している割合が高い「建設」と「ソフトウェア・通信」は、「内定通知前の面談・面接な

どで伝える」割合が全体より高い結果となった。

企企業業がが実実施施ししてていいるる配配属属先先のの告告知知ののタタイイミミンンググ（（職職務務内内容容））

「「内内定定通通知知前前のの面面談談・・面面接接」」ももししくくはは「「入入社社後後」」にに分分かかれれるる

онΦр҈
пуΦм҈

нтΦп҈ооΦф҈нуΦу҈онΦо҈нпΦн҈
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мл҈
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ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

фл҈

млл҈

нΣлом
全体

нсу
建設

пус
製造

нтт
商社

сс
小売

фс
金融

сн
マスコミ

ноу
ソフト

ウエア・

通信

ппл
サービス・

インフラ

фу
官公庁・

公社・

団体

【【業業種種別別】】配配属属先先（（職職務務内内容容））ににつついいててどどののタタイイミミンンググでで告告知知すするるかか

内定通知前の面談・面接などで伝える内定通知と同時に伝える

内定式で伝える内定通知後、入社前に伝える（内定通知時、内定式除く）

入社式で伝える＊入社前の確約なし入社後（実際の配属時）に伝える＊入社前の確約なし

『【業種別】配属先（職務内容）についてどのタイミングで告知するか：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

→
回
答
数

企企業業

企企業業がが実実施施ししてていいるる採採用用方方法法のの実実態態（（職職種種別別ココーーススのの設設定定））

募集・選考時のコース設定について、「小売」「金融」「マスコミ」「官公庁・公社・団体」では、「職務を限定しない枠（総合職

等）のみ」が割以上となっているが、それ以外の業種では、職種別コースを設定している割合が高く、全体ではなんらかの職

種別コースを設定している割合は割近い（％）。特に、「建設」「ソフトウエア・通信」では、「職種別コースを設定している

＊職務を限定しない枠（総合職等）の設定はない」が割前後とその他の業種よりも高い傾向がみられた。

業業種種にによよるる差差ははああるるもものののの、、総総合合職職をを含含むむ職職種種別別ココーーススをを設設定定ししてていいるる割割合合はは割割弱弱

『【業種別】募集・選考時のコース設定（募集要項への記載内容）：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

пнΦл҈
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псΦт҈псΦо҈
нфΦл҈ннΦт҈нтΦт҈

соΦр҈
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нΣлпм
全体

нтс
建設

пун
製造

нум
商社

сф
小売

фт
金融

ср
マスコミ

нпф
ソフト

ウエア・

通信

пнс
サービス・

インフラ

фс
官公庁・

公社・

団体

【【業業種種別別】】募募集集・・選選考考時時ののココーースス設設定定（（募募集集要要項項へへのの記記載載内内容容））

職務を限定しない枠（総合職等）のみ（「一般職」「地域職」など勤務地限定や待遇が異なるが、職務を限定していない）

職務を限定しない枠（総合職等）を含む、職種別コースを設定している

職種別コースを設定している＊職務を限定しない枠（総合職等）の設定はない

→
回
答
数

企企業業

職務内容について、どのタイミングで告知するかを聞いたところ、「内定通知前の面談・面接などで伝える（ ％）」が最多

だったが、次いで「入社後（実際の配属時）に伝える ＊入社前の確約なし」も ％であり、大きく つに分かれているようだ。

業種別で見ていくと、職種別コースを設定している割合が高い「建設」と「ソフトウェア・通信」は、「内定通知前の面談・面接な

どで伝える」割合が全体より高い結果となった。

企企業業がが実実施施ししてていいるる配配属属先先のの告告知知ののタタイイミミンンググ（（職職務務内内容容））

「「内内定定通通知知前前のの面面談談・・面面接接」」ももししくくはは「「入入社社後後」」にに分分かかれれるる
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【【業業種種別別】】配配属属先先（（職職務務内内容容））ににつついいててどどののタタイイミミンンググでで告告知知すするるかか

内定通知前の面談・面接などで伝える 内定通知と同時に伝える

内定式で伝える 内定通知後、入社前に伝える （内定通知時、内定式除く）

入社式で伝える ＊入社前の確約なし 入社後（実際の配属時）に伝える ＊入社前の確約なし

『【業種別】配属先（職務内容）についてどのタイミングで告知するか：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

→
回
答
数

企企業業

企企業業がが実実施施ししてていいるる採採用用方方法法のの実実態態（（職職種種別別ココーーススのの設設定定））

募集・選考時のコース設定について、「小売」「金融」「マスコミ」「官公庁・公社・団体」では、「職務を限定しない枠（総合職

等）のみ」が 割以上となっているが、それ以外の業種では、職種別コースを設定している割合が高く、全体ではなんらかの職

種別コースを設定している割合は 割近い（ ％）。特に、「建設」「ソフトウエア・通信」では、「職種別コースを設定している

＊職務を限定しない枠（総合職等）の設定はない」が 割前後とその他の業種よりも高い傾向がみられた。

業業種種にによよるる差差ははああるるもものののの、、総総合合職職をを含含むむ職職種種別別ココーーススをを設設定定ししてていいるる割割合合はは 割割弱弱

『【業種別】募集・選考時のコース設定（募集要項への記載内容）：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
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【【業業種種別別】】 募募集集・・選選考考時時ののココーースス設設定定（（募募集集要要項項へへのの記記載載内内容容））

職務を限定しない枠（総合職等）のみ（「一般職」「地域職」など勤務地限定や待遇が異なるが、職務を限定していない）

職務を限定しない枠（総合職等）を含む、職種別コースを設定している

職種別コースを設定している ＊職務を限定しない枠（総合職等）の設定はない

→
回
答
数

企企業業
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入社後の社員の長期定着に効果を感じているものを聞いたところ、「給与引き上げ」が割弱（％）、「福利厚生の充実」

が割強（％）と高い割合だった。そのほか、スキルアップ支援、メンター制度や定期的な面談実施など、入社後も手厚く

フォローを行うことが社員の長期定着に効果があることが分かる。

ススキキルルアアッッププ支支援援ややメメンンタターー制制度度ななどどでで入入社社後後もも手手厚厚くくフフォォロローー

入入社社後後のの社社員員のの長長期期定定着着をを見見据据ええたた施施策策ににつついいてて企企業業

『入社後の社員の長期定着に効果を感じているもの：マイナビ年卒企業採用活動調査（年月）』

給与（初任給・基本給）引き上げ

福利厚生の拡充

スキルアップ支援

（資格取得、リスキリング、社外研修の受講促進など）

休暇制度の拡充

（年間休日を増やす、独自の休暇制度を設けるなど）

メンター制度や定期的な面談実施

勤務地限定募集

職種別募集

評価制度の改善

（基準の透明化、従業員のモチベーションの向上）

ライフプラン支援（育休取得促進、転勤なしコースなど）

入入社社後後のの社社員員のの長長期期定定着着にに効効果果をを感感じじてていいるるもものの（（複複数数回回答答））※※上上位位抜抜粋粋

内内定定者者のの「「わわかかららなないいこことと」」へへのの不不安安をを払払拭拭すするるここととががででききるる、、がが最最多多

入社前に配属先を告知することのメリットについて聞いたところ「内定者の『わからないこと』への不安を払拭することができる」

が最多で％、次いで、「入社後の具体的なイメージができるので入社意欲を高めることができる」が％となった。内定辞

退も少なくない昨今において内定後の不安の払拭は企業にとっても重要となっているようだ。

内定者の「わからないこと」への不安を払拭することができる

入社後の具体的なイメージができるので入社意欲を高めることができる

住む場所の確保や準備ができる

入社後のギャップを軽減できる

内定者フォローの内容や担当者を明確にしやすい（職種や勤務地が同じ先輩社員）

入社後のマインドセットがしやすくなる

保護者向け施策になる（いわゆるオヤカク）

職務内容を伝えることで入社前に必要な知識を学んでおいてもらえる

内定者研修により熱心に取り組んでもらえる

その他

特にメリットはないと思う

配配属属先先をを入入社社前前にに告告知知すするるここととののメメリリッットト（（複複数数回回答答））

『配属先を入社前に告知することのメリット：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

配配属属先先をを入入社社前前にに告告知知すするるここととののメメリリッットト企企業業

入社後の社員の長期定着に効果を感じているものを聞いたところ、「給与引き上げ」が 割弱（ ％）、「福利厚生の充実」

が 割強（ ％）と高い割合だった。そのほか、スキルアップ支援、メンター制度や定期的な面談実施など、入社後も手厚く

フォローを行うことが社員の長期定着に効果があることが分かる。

ススキキルルアアッッププ支支援援ややメメンンタターー制制度度ななどどでで入入社社後後もも手手厚厚くくフフォォロローー

入入社社後後のの社社員員のの長長期期定定着着をを見見据据ええたた施施策策ににつついいてて 企企業業

『入社後の社員の長期定着に効果を感じているもの：マイナビ 年卒企業採用活動調査（ 年 月）』

給与（初任給・基本給）引き上げ

福利厚生の拡充

スキルアップ支援

（資格取得、リスキリング、社外研修の受講促進など）

休暇制度の拡充

（年間休日を増やす、独自の休暇制度を設けるなど）

メンター制度や定期的な面談実施

勤務地限定募集

職種別募集

評価制度の改善

（基準の透明化、従業員のモチベーションの向上）

ライフプラン支援（育休取得促進、転勤なしコースなど）

入入社社後後のの社社員員のの長長期期定定着着にに効効果果をを感感じじてていいるるもものの（（複複数数回回答答）） ※※上上位位抜抜粋粋

内内定定者者のの「「わわかかららなないいこことと」」へへのの不不安安をを払払拭拭すするるここととががででききるる、、がが最最多多

入社前に配属先を告知することのメリットについて聞いたところ「内定者の『わからないこと』への不安を払拭することができる」

が最多で ％、次いで、「入社後の具体的なイメージができるので入社意欲を高めることができる」が ％となった。内定辞

退も少なくない昨今において内定後の不安の払拭は企業にとっても重要となっているようだ。

内定者の「わからないこと」への不安を払拭することができる

入社後の具体的なイメージができるので入社意欲を高めることができる

住む場所の確保や準備ができる

入社後のギャップを軽減できる

内定者フォローの内容や担当者を明確にしやすい（職種や勤務地が同じ先輩社員）

入社後のマインドセットがしやすくなる

保護者向け施策になる（いわゆるオヤカク）

職務内容を伝えることで入社前に必要な知識を学んでおいてもらえる

内定者研修により熱心に取り組んでもらえる

その他

特にメリットはないと思う

配配属属先先をを入入社社前前にに告告知知すするるここととののメメリリッットト（（複複数数回回答答））

『配属先を入社前に告知することのメリット：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

配配属属先先をを入入社社前前にに告告知知すするるここととののメメリリッットト 企企業業
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月時点の内々定保有状況を確認したところ、複数社からの内々定を保有している割合は割弱だった。また、入社予定先企

業が第何志望だったかについては「第一志望」の割合が年卒では％（対前年減）と半数近くになっている。志望度

の高い企業から内々定を得て、その社に入社を決める学生が増えていると予想される。

人人当当たたりりのの内内々々定定保保有有社社数数とと入入社社予予定定先先企企業業へへのの志志望望状状況況

内内々々定定社社のの学学生生がが大大ききくく増増加加すするるもも、、第第一一志志望望企企業業をを入入社社予予定定先先企企業業ととすするる割割合合はは変変化化ななしし

『内々定保有社数、入社予定先企業は第何志望か：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』

пфΦу҈

псΦн҈

плΦп҈

плΦн҈

пмΦл҈

снΦн҈

нуΦм҈

нтΦп҈

нсΦс҈

нсΦт҈

нрΦр҈

нлΦн҈

ннΦм҈

нсΦп҈

ооΦл҈

ооΦм҈

ооΦр҈

мтΦс҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈фл҈млл҈

нм年卒
όƴҐоΣмнпύ

нн年卒
όƴҐпΣмпуύ

но年卒
όƴҐоΣмспύ

нп年卒
όƴҐнΣурмύ

нр年卒
όƴҐнΣффтύ

нс年卒
όƴҐнΣнупύ

＜＜月月末末時時点点＞＞内内々々定定保保有有社社数数

м社н社о社以上

пнΦт҈

псΦм҈

пуΦм҈

пуΦт҈

пфΦр҈

пуΦо҈

ноΦс҈

нмΦт҈

ннΦу҈

нлΦн҈

нлΦс҈

ноΦо҈

млΦо҈

уΦр҈

тΦф҈

уΦл҈

тΦр҈

уΦм҈

ноΦп҈

ноΦт҈

нмΦн҈

ноΦм҈

ннΦп҈

нлΦо҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈фл҈млл҈

нм年卒
όƴҐоΣмнпύ

нн年卒
όƴҐпΣмпуύ

но年卒

όƴҐоΣмсп）

нп年卒

όƴҐнΣурм）

нр年卒

όƴҐнΣффт）

нс年卒

όƴҐнΣнуп）

入入社社予予定定先先企企業業はは第第何何志志望望かか

第一志望第二志望第三志望それ以外

学学生生

月末・月末時点での内々定率は例年より高い割合を示していたが、月末以降は前年並み

の内々定状況となっている。また、内々定を保持している学生のうち、複数内々定を保有して

いる学生は割弱と例年より低い数字となった。引き続き入社予定先の社に選ばれるための

施策は非常に重要だが、入社予定先を決めた後でも残る学生の不安感にどう応えていくかも

大切だと言える。企業には学生が安心して入社を迎えるための工夫が求められる。

複数の内々定を保有する学生はп割弱
入社予定先を決めた後でも残る
学生の不安感にどう応えるのか

内々定後のフォローと入社予定先の決定

月時点の内々定保有状況を確認したところ、複数社からの内々定を保有している割合は 割弱だった。また、入社予定先企

業が第何志望だったかについては「第一志望」の割合が 年卒では ％（対前年 減）と半数近くになっている。志望度

の高い企業から内々定を得て、その 社に入社を決める学生が増えていると予想される。

人人当当たたりりのの内内々々定定保保有有社社数数とと入入社社予予定定先先企企業業へへのの志志望望状状況況

内内々々定定 社社のの学学生生がが大大ききくく増増加加すするるもも、、第第一一志志望望企企業業をを入入社社予予定定先先企企業業ととすするる割割合合はは変変化化ななしし

『内々定保有社数、入社予定先企業は第何志望か：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月）』

пфΦу҈

псΦн҈

плΦп҈

плΦн҈

пмΦл҈

снΦн҈

нуΦм҈

нтΦп҈

нсΦс҈

нсΦт҈

нрΦр҈

нлΦн҈

ннΦм҈

нсΦп҈

ооΦл҈

ооΦм҈

ооΦр҈

мтΦс҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈ фл҈ млл҈

нм年卒
όƴҐоΣмнпύ

нн年卒
όƴҐпΣмпуύ

но年卒
όƴҐоΣмспύ

нп年卒
όƴҐнΣурмύ

нр年卒
όƴҐнΣффтύ

нс年卒
όƴҐнΣнупύ

＜＜ 月月末末時時点点＞＞ 内内々々定定保保有有社社数数

м社 н社 о社以上

пнΦт҈

псΦм҈

пуΦм҈

пуΦт҈

пфΦр҈

пуΦо҈

ноΦс҈

нмΦт҈

ннΦу҈

нлΦн҈

нлΦс҈

ноΦо҈

млΦо҈

уΦр҈

тΦф҈

уΦл҈

тΦр҈

уΦм҈

ноΦп҈

ноΦт҈

нмΦн҈

ноΦм҈

ннΦп҈

нлΦо҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈ фл҈ млл҈

нм年卒
όƴҐоΣмнпύ

нн年卒
όƴҐпΣмпуύ

но年卒

όƴҐоΣмсп）

нп年卒

όƴҐнΣурм）

нр年卒

όƴҐнΣффт）

нс年卒

όƴҐнΣнуп）

入入社社予予定定先先企企業業はは第第何何志志望望かか

第一志望 第二志望 第三志望 それ以外

学学生生

月末・ 月末時点での内々定率は例年より高い割合を示していたが、 月末以降は前年並み

の内々定状況となっている。また、内々定を保持している学生のうち、複数内々定を保有して

いる学生は 割弱と例年より低い数字となった。引き続き入社予定先の 社に選ばれるための

施策は非常に重要だが、入社予定先を決めた後でも残る学生の不安感にどう応えていくかも

大切だと言える。企業には学生が安心して入社を迎えるための工夫が求められる。

複数の内々定を保有する学生はп割弱
入社予定先を決めた後でも残る
学生の不安感にどう応えるのか

内々定後のフォローと入社予定先の決定

ー 36 ー



ー 37 ー



集合研修（対面）

集合研修（オンライン）

通信教育（提出課題なし）

有料のオンライン講座サイトの

アカウント利用

通信教育（提出課題あり）

ビジネスパーソン向けの有料情報

サイトのアカウント利用

その他

特に学びの機会は必要ない

企企業業にに設設けけててほほししいい内内定定者者向向けけ研研修修ななどど

入入社社ままででのの学学びびのの機機会会のの形形式式（（複複数数回回答答））

年卒

年卒

基本的なビジネスマナー

現場での仕事体験（

仕事に必要な知識・資格の学習（）

コミュニケーションスキルなど

社会人基礎力の向上

入社後のキャリアデザイン

社内規定・コンプライアンス研修

ダイバーシティ＆インクルージョン研修

その他

あてはまるものはない

企企業業にに設設けけててほほししいい内内定定者者向向けけ研研修修ななどど

入入社社ままででのの学学びびのの機機会会のの内内容容（（複複数数回回答答））

年卒

年卒

内定者向けに企業から提供される学びの機会の形式については「集合研修」が多く、対面で％、オンラインで％だった。

「特に学びの機会は必要ない」は％で、ほとんどの内定保有者は何らかの研修を希望しているようだ。学びの機会の内容に

ついては「基本的なビジネスマナー」が最多の％で、次が「現場での仕事体験（）」の％だった。

ほほととんんどどのの内内定定保保有有者者はは何何ららかかのの研研修修をを希希望望ししてていいるる

『企業に設けてほしい内定者向け研修など入社までの学びの機会の形式、内容：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』

内内定定者者研研修修ににつついいてて望望むむこことと学学生生

内内定定者者フフォォロローーととししてて学学生生がが望望むむこことと

内々定保有者に対して、企業からの連絡に関して望ましいと思う頻度を聞いたところ、「月回程度」が最多で％であった

が、次いで「特に必要だと思わない（事務連絡だけでよい）」も％と多く、連絡が多ければ多いほど良いというわけではなさ

そうだ。また、実施してほしい内定者フォローは「内定式（％）」が最多だった。

希希望望すするる連連絡絡頻頻度度はは「「月月回回程程度度」」がが最最多多、、実実施施ししててほほししいいフフォォロローーはは「「内内定定式式」」ななどど実実際際にに会会うう場場

『入社予定先企業からの事務連絡以外の連絡頻度に関して望ましいと思う頻度、実施してほしい内定者フォロー：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』

毎日数日に回程度

週に回程度

数週間に回程度

月回程度

数ヶ月に回程度

特に必要だと思わない

（事務連絡だけでよい）

入入社社予予定定先先企企業業かかららのの事事務務連連絡絡以以外外のの

連連絡絡頻頻度度にに関関ししてて望望ままししいいとと思思うう頻頻度度内定式

内定者懇親会（食事会等）＊対面開催

社内見学・工場見学・施設見学＊リアル開催

先輩と面談（対面）

先輩と面談（）

研修（講義やワーク）（対面）

人事との面談（

人事との面談（対面）

内定者同士のコミュニティサイト（

研修（講義やワーク）（

アルバイト・インターンシップ（出社型）

内定式（）

アルバイト・インターンシップ（リモートワーク型）

その他

あてはまるものはない

実実施施ししててほほししいい内内定定者者フフォォロローー（（複複数数回回答答））

年卒

年卒

学学生生

集合研修（対面）

集合研修（オンライン）

通信教育（提出課題なし）

有料のオンライン講座サイトの

アカウント利用

通信教育（提出課題あり）

ビジネスパーソン向けの有料情報

サイトのアカウント利用

その他

特に学びの機会は必要ない

企企業業にに設設けけててほほししいい内内定定者者向向けけ研研修修ななどど

入入社社ままででのの学学びびのの機機会会のの形形式式（（複複数数回回答答））

年卒

年卒

基本的なビジネスマナー

現場での仕事体験（

仕事に必要な知識・資格の学習（ ）

コミュニケーションスキルなど

社会人基礎力の向上

入社後のキャリアデザイン

社内規定・コンプライアンス研修

ダイバーシティ＆インクルージョン研修

その他

あてはまるものはない

企企業業にに設設けけててほほししいい内内定定者者向向けけ研研修修ななどど

入入社社ままででのの学学びびのの機機会会のの内内容容（（複複数数回回答答））

年卒

年卒

内定者向けに企業から提供される学びの機会の形式については「集合研修」が多く、対面で ％、オンラインで ％だった。

「特に学びの機会は必要ない」は ％で、ほとんどの内定保有者は何らかの研修を希望しているようだ。学びの機会の内容に

ついては「基本的なビジネスマナー」が最多の ％で、次が「現場での仕事体験（ ）」の ％だった。

ほほととんんどどのの内内定定保保有有者者はは何何ららかかのの研研修修をを希希望望ししてていいるる

『企業に設けてほしい内定者向け研修など入社までの学びの機会の形式、内容：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月） 』

内内定定者者研研修修ににつついいてて望望むむこことと 学学生生

内内定定者者フフォォロローーととししてて学学生生がが望望むむこことと

内々定保有者に対して、企業からの連絡に関して望ましいと思う頻度を聞いたところ、「月 回程度」が最多で ％であった

が、次いで「特に必要だと思わない（事務連絡だけでよい）」も ％と多く、連絡が多ければ多いほど良いというわけではなさ

そうだ。また、実施してほしい内定者フォローは「内定式（ ％）」が最多だった。

希希望望すするる連連絡絡頻頻度度はは「「月月 回回程程度度」」がが最最多多、、実実施施ししててほほししいいフフォォロローーはは「「内内定定式式」」ななどど実実際際にに会会うう場場

『入社予定先企業からの事務連絡以外の連絡頻度に関して望ましいと思う頻度、実施してほしい内定者フォロー：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月）』

毎日 数日に 回程度

週に 回程度

数週間に 回程度

月 回程度

数ヶ月に 回程度

特に必要だと思わない

（事務連絡だけでよい）

入入社社予予定定先先企企業業かかららのの事事務務連連絡絡以以外外のの

連連絡絡頻頻度度にに関関ししてて望望ままししいいとと思思うう頻頻度度 内定式

内定者懇親会（食事会等）＊対面開催

社内見学・工場見学・施設見学＊リアル開催

先輩と面談（対面）

先輩と面談（ ）

研修（講義やワーク）（対面）

人事との面談（

人事との面談（対面）

内定者同士のコミュニティサイト（

研修（講義やワーク）（

アルバイト・インターンシップ（出社型）

内定式（ ）

アルバイト・インターンシップ（リモートワーク型）

その他

あてはまるものはない

実実施施ししててほほししいい内内定定者者フフォォロローー（（複複数数回回答答））

年卒

年卒

学学生生
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年年卒卒のの大大学学低低学学年年次次のの活活動動ととイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加期期間間

年卒は・年生の頃からキャリア形成支援活動に取り組んだことのある学生が前年以上に増加し、％と約半数に迫る。

またこれまでに参加したことのあるインターンシップ・仕事体験の参加について、「日～週間程度（％）」や「週間程度

（％）」などの長期のプログラムの参加が増加している特徴がある。

低低学学年年次次かかららキキャャリリアア形形成成支支援援活活動動にに取取りり組組みみ、、長長期期ののププロロググララムムのの参参加加率率がが増増加加

пнΦт҈птΦн҈

ртΦо҈рнΦу҈

л҈

нл҈

пл҈

сл҈

ул҈

млл҈

нр年卒

（нлнп年т月調査）

нс年卒

（нлнр年п月調査）

低低学学年年（（大大学学・・年年生生））次次にに

キキャャリリアア形形成成支支援援活活動動にに参参加加ししたた経経験験

参加経験なし

参加経験あり

смΦо҈

стΦу҈

плΦп҈

нфΦс҈

сΦр҈

мΦн҈

нΦп҈

суΦп҈

тнΦо҈

прΦм҈

нрΦс҈

рΦн҈

лΦф҈

нΦн҈

тпΦп҈

стΦм҈

оуΦо҈

мрΦо҈

пΦс҈

мΦл҈

нΦн҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

半日

м日

н～п日

р日～м週間程度

н週間程度

мヶ月程度

мヶ月以上

ここれれままででにに参参加加ししたたここととののああるるイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加期期間間（（複複数数回回答答））

нс年卒（ƴҐфмс）

нр年卒（ƴҐмΣнмс）

нп年卒（ƴҐмΣспу）

『低学年（大学・年生）時にキャリア形成支援活動に参加した経験：マイナビ年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（年月）
これまでに参加したことのあるインターンシップ・仕事体験の参加期間：年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査＜中間総括＞（年月）』

学学生生

ここまで年卒の新卒採用の状況について述べてきた。インターンシップ等のキャリア形成

支援活動において、長期のプログラムが推奨される中、学生の取り組みは「浅く広く」から「深く

狭く」へと移行している。企業側としてはその狭い選択肢にいかにして選ばれるかが重要に

なっていく一方で、就職活動は最終的には“選び合い“。内々定を得てはいても、それが志望度

の高い企業ではない場合、満足できずに活動が長期化するケースも散見される。年卒は売

り手市場と予想されていたが、それは部分的であったと言えるだろう。年卒のキャリア形成

支援活動の実態を踏まえ、今後の新卒採用市場を予測していく。

「浅く広く」から「深く狭く」へ
ピンポイントに行われる就職活動

今後の採用に向けて

年年卒卒のの大大学学低低学学年年次次のの活活動動ととイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加期期間間

年卒は ・ 年生の頃からキャリア形成支援活動に取り組んだことのある学生が前年以上に増加し、 ％と約半数に迫る。

またこれまでに参加したことのあるインターンシップ・仕事体験の参加について、「 日～ 週間程度（ ％）」や「 週間程度

（ ％）」などの長期のプログラムの参加が増加している特徴がある。

低低学学年年次次かかららキキャャリリアア形形成成支支援援活活動動にに取取りり組組みみ、、長長期期ののププロロググララムムのの参参加加率率がが増増加加
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低低学学年年（（大大学学 ・・ 年年生生））次次にに

キキャャリリアア形形成成支支援援活活動動にに参参加加ししたた経経験験
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ここれれままででにに参参加加ししたたここととののああるるイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加期期間間（（複複数数回回答答））

нс年卒（ƴҐфмс）

нр年卒（ƴҐмΣнмс）

нп年卒（ƴҐмΣспу）

『低学年（大学 ・ 年生）時にキャリア形成支援活動に参加した経験：マイナビ 年卒 大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（ 年 月）
これまでに参加したことのあるインターンシップ・仕事体験の参加期間： 年卒 大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査＜中間総括＞（ 年 月）』

学学生生

ここまで 年卒の新卒採用の状況について述べてきた。インターンシップ等のキャリア形成

支援活動において、長期のプログラムが推奨される中、学生の取り組みは「浅く広く」から「深く

狭く」へと移行している。企業側としてはその狭い選択肢にいかにして選ばれるかが重要に

なっていく一方で、就職活動は最終的には“選び合い“。内々定を得てはいても、それが志望度

の高い企業ではない場合、満足できずに活動が長期化するケースも散見される。 年卒は売

り手市場と予想されていたが、それは部分的であったと言えるだろう。 年卒のキャリア形成

支援活動の実態を踏まえ、今後の新卒採用市場を予測していく。

「浅く広く」から「深く狭く」へ
ピンポイントに行われる就職活動

今後の採用に向けて
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年年卒卒のの月月ままででののエエンントトリリーー推推移移とと月月時時点点のの内内々々定定保保有有社社数数

年卒ではここ数年のトレンドと異なる動きが見てとれる。月までのエントリー数を経年比較すると年卒までは増加傾向

であったが、年卒では減少し、社となった。内々定保有社数についても年卒までは増加傾向で複数社内々定を得てい

る学生が多かったが、年卒では平均社と社を下回っている。

月月ままででののエエンントトリリーーがが減減少少しし、、内内々々定定保保有有社社数数もも減減少少

рΦн

уΦн
фΦрфΦс

млΦф

сΦп

л

н

п

с

у

мл

мн

нм年卒нн年卒но年卒нп年卒нр年卒нс年卒

月月ままででののエエンントトリリーー社社数数平平均均・・経経年年比比較較

н月まで

『月までのエントリー社数平均・経年比較：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査月日（年月）
内々定保有社数（平均）の推移：マイナビ年卒内定者意識調査（年～月）』
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内内々々定定保保有有社社数数（（平平均均））のの推推移移

学学生生

年年卒卒ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加率率・・参参加加社社数数

年卒の採用広報解禁の直前、月の調査結果より、インターンシップ・仕事体験の参加率は経年で横ばいとなっている。し

かしながら、インターンシップ市場の盛り上がりに反して、インターンシップ・仕事体験の参加社数は前年の社から社と、

の微減となった。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加率率はは横横ばばいいととななるるもも、、参参加加社社数数はは減減少少
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加率率／／参参加加社社数数

インターンシップ・仕事体験平均参加社数インターンシップ・仕事体験参加率

『インターンシップ・仕事体験参加率／参加社数：マイナビ年卒大学生広報活動開始前の活動調査（年月）』

学学生生

年年卒卒のの 月月ままででののエエンントトリリーー推推移移とと 月月時時点点のの内内々々定定保保有有社社数数

年卒ではここ数年のトレンドと異なる動きが見てとれる。 月までのエントリー数を経年比較すると 年卒までは増加傾向

であったが、 年卒では減少し、 社となった。内々定保有社数についても 年卒までは増加傾向で複数社内々定を得てい

る学生が多かったが、 年卒では平均 社と 社を下回っている。

月月ままででののエエンントトリリーーがが減減少少しし、、内内々々定定保保有有社社数数もも減減少少
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月月ままででののエエンントトリリーー社社数数平平均均・・経経年年比比較較

н月まで

『 月までのエントリー社数平均・経年比較：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査 月 日（ 年 月）
内々定保有社数（平均）の推移：マイナビ 年卒内定者意識調査（ 年 ～ 月） 』
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学学生生

年年卒卒ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加率率・・参参加加社社数数

年卒の採用広報解禁の直前、 月の調査結果より、インターンシップ・仕事体験の参加率は経年で横ばいとなっている。し

かしながら、インターンシップ市場の盛り上がりに反して、インターンシップ・仕事体験の参加社数は前年の 社から 社と、

の微減となった。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの参参加加率率はは横横ばばいいととななるるもも、、参参加加社社数数はは減減少少
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イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験参参加加率率／／参参加加社社数数

インターンシップ・仕事体験平均参加社数 インターンシップ・仕事体験参加率

『インターンシップ・仕事体験参加率／参加社数：マイナビ 年卒大学生広報活動開始前の活動調査（ 年 月）』

学学生生
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ピンポイント就活の割合

年卒に特徴的な“内々定社で決める”動きについて、「社内々定×満足度高群×活動終了」をピンポイント就活と定義した。
月時点の調査結果では、ピンポイント就活を実施する割合は％という結果となった。一方で、内々定を持ちながら活動を継続
する層や未内々定者など、売り手市場においても苦戦を強いられている学生も割程度存在している。

ピピンンポポイインントト就就活活をを「「社社内内々々定定××満満足足度度高高群群××活活動動終終了了」」とと定定義義
就就活活生生全全体体ののううちち、、ピピンンポポイインントト就就活活のの実実施施割割合合はは

％ ％

活動終了％

内々定あり
活動継続未内々定

社内々定×満足度高群×活動終了

％％

内々定社社社
以上

満
足
度
高
群

低
群

『内々定有無／活動状況／内々定保有社数／内々定先への満足度：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査月＜就職活動・進路決定＞

“深く狭く”行われる「ピンポイント就活」のイメージ

これまでは、社程度のエントリー企業のうち、短期のプログラム中心のインターンシップ・仕事体験に参加したのが、社程度、
そこから、社の内々定を得て、最終的に社の入社先を決定する、というような就職活動が一般的だった。しかしながら年卒で
は、低学年からのキャリア形成活動や、長期インターンシップなどで少ない企業に深く取り組み、企業理解が十分に深まっている企
業に数を絞ってエントリーし、社内々定を得てそのまま就職活動を終了するという動きがみられる。

複複数数のの内内々々定定をを得得たた企企業業かからら入入社社先先をを選選ぶぶののででははななくく、、
““11社社でで決決めめるる””ののがが年年卒卒のの新新定定番番

これまでの
就職活動

ピンポイントな
就職活動

エントリー社
うち、インターンシップ・仕事体験参加社

長期インターンシップ、低学年次プログラム含め
インターンシップ・仕事体験参加企業を中心に、
数を絞ってエントリー

＝

内々定社入社社

内々定社＝入社先

低学年

長期プログラム

ピンポイント就活の割合

年卒に特徴的な“内々定社で決める”動きについて、「社内々定×満足度高群×活動終了」をピンポイント就活と定義した。
月時点の調査結果では、ピンポイント就活を実施する割合は％という結果となった。一方で、内々定を持ちながら活動を継続
する層や未内々定者など、売り手市場においても苦戦を強いられている学生も割程度存在している。

ピピンンポポイインントト就就活活をを「「社社内内々々定定××満満足足度度高高群群××活活動動終終了了」」とと定定義義
就就活活生生全全体体ののううちち、、ピピンンポポイインントト就就活活のの実実施施割割合合はは

％ ％

活動終了％

内々定あり
活動継続未内々定

社内々定×満足度高群×活動終了

％％

内々定社社社
以上

満
足
度
高
群

低
群

『内々定有無／活動状況／内々定保有社数／内々定先への満足度：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査月＜就職活動・進路決定＞

“深く狭く”行われる「ピンポイント就活」のイメージ

これまでは、社程度のエントリー企業のうち、短期のプログラム中心のインターンシップ・仕事体験に参加したのが、社程度、
そこから、社の内々定を得て、最終的に社の入社先を決定する、というような就職活動が一般的だった。しかしながら年卒で
は、低学年からのキャリア形成活動や、長期インターンシップなどで少ない企業に深く取り組み、企業理解が十分に深まっている企
業に数を絞ってエントリーし、社内々定を得てそのまま就職活動を終了するという動きがみられる。

複複数数のの内内々々定定をを得得たた企企業業かからら入入社社先先をを選選ぶぶののででははななくく、、
““11社社でで決決めめるる””ののがが年年卒卒のの新新定定番番

これまでの
就職活動

ピンポイントな
就職活動

エントリー社
うち、インターンシップ・仕事体験参加社

長期インターンシップ、低学年次プログラム含め
インターンシップ・仕事体験参加企業を中心に、
数を絞ってエントリー

＝

内々定社入社社

内々定社＝入社先

低学年

長期プログラム

ピンポイント就活の割合

年卒に特徴的な“内々定 社で決める”動きについて、「 社内々定×満足度高群×活動終了」をピンポイント就活と定義した。
月時点の調査結果では、ピンポイント就活を実施する割合は ％という結果となった。一方で、内々定を持ちながら活動を継続

する層や未内々定者など、売り手市場においても苦戦を強いられている学生も 割程度存在している。

ピピンンポポイインントト就就活活をを「「 社社内内々々定定××満満足足度度高高群群××活活動動終終了了」」とと定定義義
就就活活生生全全体体ののううちち、、ピピンンポポイインントト就就活活のの実実施施割割合合はは

％％

活動終了 ％

内々定あり
活動継続 未内々定

社内々定×満足度高群×活動終了

％％

内々定 社 社 社
以上

満
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度
高
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低
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『内々定有無／活動状況／内々定保有社数／内々定先への満足度：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査 月＜就職活動・進路決定＞

“深く狭く”行われる「ピンポイント就活」のイメージ

これまでは、 社程度のエントリー企業のうち、短期のプログラム中心のインターンシップ・仕事体験に参加したのが 、 社程度、
そこから 、 社の内々定を得て、最終的に 社の入社先を決定する、というような就職活動が一般的だった。しかしながら 年卒で
は、低学年からのキャリア形成活動や、長期インターンシップなどで少ない企業に深く取り組み、企業理解が十分に深まっている企
業に数を絞ってエントリーし、 社内々定を得てそのまま就職活動を終了するという動きがみられる。

複複数数のの内内々々定定をを得得たた企企業業かからら入入社社先先をを選選ぶぶののででははななくく、、
““11社社でで決決めめるる””ののがが 年年卒卒のの新新定定番番

これまでの
就職活動

ピンポイントな
就職活動

エントリー 社
うち、インターンシップ・仕事体験参加 社

長期インターンシップ、低学年次プログラム含め
インターンシップ・仕事体験参加企業を中心に、
数を絞ってエントリー

＝

内々定 社 入社 社

内々定 社＝入社先

低学年

長期プログラム
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『現時点で就職活動に対し不安はあるか、現時点で持っている不安：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査（年月）』

年年卒卒学学生生のの就就職職活活動動にに対対すするる不不安安

活動状況別に月時点での就職活動における不安を見てみると、未内々定者の％、内々定あり活動継続の学生の

％が不安が「ある」と回答した。不安の内容としては、未内々定者は「つでも内々定をもらえるかどうか」が最多であった

が、内々定を持ちながら活動を継続する学生は「現在の内々定先企業に入社してよいのか」が最多であった。

活活動動量量増増加加のの背背景景はは就就職職活活動動へへのの不不安安。。未未内内々々定定者者だだけけででななくく、、内内々々定定保保有有者者もも不不安安あありり

現在の内々定先企業に入社してよいのか

志望企業から内々定をもらえるかどうか

対面の面接でうまく話せるか

就職した後、きちんと務まるかどうか

内々定を辞退する際どう伝えればよいか

現現時時点点でで持持っってていいるる不不安安・・内内々々定定あありり活活動動継継続続

※上位抜粋

つでも内々定をもらえるかどうか

対面の面接でうまく話せるか

志望企業から内々定をもらえるかどうか

面接でうまく話せるか

エントリーシートなどの負担が大きい

現現時時点点でで持持っってていいるる不不安安・・未未内内々々定定

未内々定

内々定あり

活動継続

活動終了

現現時時点点でで就就職職活活動動にに対対しし不不安安ははああるるかか

ないある

※上位抜粋

学学生生

『平均エントリー社数・経年比較：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査（年月）
今後何社くらい選考を受けようと考えているか・活動状況別：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査（年月）』

年年卒卒のの累累計計エエンントトリリーー社社数数とと月月時時点点でで今今後後受受けけよよううとと考考ええてていいるる社社数数

平均エントリー社数は月までは減少していたが、以降の累計結果をみると増加している。月時点の学生に注目し、活動状

況別に今後選考を受けようと考えている社数を見ると、未内々定者、内々定あり活動継続者ともに前年よりも増加しており、彼

らが全体平均を押し上げていることが予想される。

月月以以降降のの未未内内々々定定者者・・内内々々定定保保有有活活動動継継続続者者がが平平均均エエンントトリリーー数数をを引引きき上上げげ

年卒年卒年卒年卒年卒

月月月

月月まで

増増加加

減少

増増加加

減少

増増加加

減少

減少

増増加加

平平均均エエンントトリリーー社社数数・・経経年年比比較較

活動継続者

全体

未内々定内々定あり

活動継続

今今後後何何社社くくららいい選選考考をを受受けけよよううとと

考考ええてていいるるかか月月時時点点・・活活動動状状況況別別

年卒（）年卒（）

学学生生

『現時点で就職活動に対し不安はあるか、現時点で持っている不安：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査（ 年 月）』

年年卒卒学学生生のの就就職職活活動動にに対対すするる不不安安

活動状況別に 月時点での就職活動における不安を見てみると、未内々定者の ％、内々定あり活動継続の学生の

％が不安が「ある」と回答した。不安の内容としては、未内々定者は「 つでも内々定をもらえるかどうか」が最多であった

が、内々定を持ちながら活動を継続する学生は「現在の内々定先企業に入社してよいのか」が最多であった。

活活動動量量増増加加のの背背景景はは就就職職活活動動へへのの不不安安。。未未内内々々定定者者だだけけででななくく、、内内々々定定保保有有者者もも不不安安あありり

現在の内々定先企業に入社してよいのか

志望企業から内々定をもらえるかどうか

対面の面接でうまく話せるか

就職した後、きちんと務まるかどうか

内々定を辞退する際どう伝えればよいか

現現時時点点でで持持っってていいるる不不安安・・内内々々定定あありり活活動動継継続続

※上位抜粋

つでも内々定をもらえるかどうか

対面の面接でうまく話せるか

志望企業から内々定をもらえるかどうか

面接でうまく話せるか

エントリーシートなどの負担が大きい

現現時時点点でで持持っってていいるる不不安安・・未未内内々々定定

未内々定

内々定あり

活動継続

活動終了

現現時時点点でで就就職職活活動動にに対対しし不不安安ははああるるかか

ない ある

※上位抜粋

学学生生

『平均エントリー社数・経年比較：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査（ 年 月）
今後何社くらい選考を受けようと考えているか・活動状況別：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査（ 年 月）』

年年卒卒のの累累計計エエンントトリリーー社社数数とと 月月時時点点でで今今後後受受けけよよううとと考考ええてていいるる社社数数

平均エントリー社数は 月までは減少していたが、以降の累計結果をみると増加している。 月時点の学生に注目し、活動状

況別に今後選考を受けようと考えている社数を見ると、未内々定者、内々定あり活動継続者ともに前年よりも増加しており、彼

らが全体平均を押し上げていることが予想される。

月月以以降降のの未未内内々々定定者者・・内内々々定定保保有有活活動動継継続続者者がが平平均均エエンントトリリーー数数をを引引きき上上げげ

年卒 年卒 年卒 年卒 年卒

月 月 月

月 月まで

増増加加

減少

増増加加

減少

増増加加

減少

減少

増増加加

平平均均エエンントトリリーー社社数数・・経経年年比比較較

活動継続者

全体

未内々定 内々定あり

活動継続

今今後後何何社社くくららいい選選考考をを受受けけよよううとと

考考ええてていいるるかか 月月時時点点・・活活動動状状況況別別

年卒（ ） 年卒（ ）

学学生生
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『これまでにインターンシップ・仕事体験に応募や申し込みをした割合：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年～月）』

年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験申申しし込込みみ状状況況

年卒学生にこれまでに仕事体験、インターンシップ（日間以上のプログラム）に申し込みしたことがあるか聞いたところ、

仕事体験に申し込みした割合は月は％だったが、毎月増加し、月には％となった。インターンシップ（日間以上の

プログラム）に申し込みした割合は月時点で％と、割を大きく超える学生が長期のプログラムに申し込んでいる。

仕仕事事体体験験のの申申しし込込みみ割割合合がが毎毎月月増増加加しし、、月月時時点点でで割割をを超超ええるる

мнΦр҈

ноΦт҈

птΦл҈

смΦп҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

仕仕事事体体験験にに申申しし込込みみししたた割割合合のの推推移移

мнΦф҈

мфΦл҈

пнΦл҈
ппΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

イインンタターーンンシシッッププ（（日日間間以以上上ののププロロググララムム））にに

申申しし込込みみししたた割割合合のの推推移移

学学生生

RJP理論～Realistic Job Preview 年卒の部分売り手市場

年年卒卒ははひひとと言言でで売売りり手手市市場場とといいっっててもも、、

活活動動をを優優位位にに進進めめたた学学生生ももいいれればば、、苦苦戦戦ししてていいるる学学生生もも存存在在すするる““部部分分売売りり手手市市場場””

一一層層多多様様化化すするる学学生生のの動動ききにに対対応応しし、、柔柔軟軟なな採採用用計計画画がが求求めめらられれるる

％ ％

活動終了％

内々定あり
活動継続未内々定

社内々定×満足度高群×活動終了

％％

内々定社社社
以上

満
足
度
高
群

低
群

『内々定有無／活動状況／内々定保有社数／内々定先への満足度：マイナビ年卒大学生キャリア意向調査月＜就職活動・進路決定＞

売り手市場であっても
苦戦している学生

今今のの売売りり手手市市場場でで
優優位位なな学学生生

・ピンポイント就活
・内々定社で決める

売売りり手手市市場場ででああっっててもも
苦苦戦戦ししてていいるる学学生生

・不安が大きい
・エントリー増加

『これまでにインターンシップ・仕事体験に応募や申し込みをした割合：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 ～ 月）』

年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験申申しし込込みみ状状況況

年卒学生にこれまでに仕事体験、インターンシップ（ 日間以上のプログラム）に申し込みしたことがあるか聞いたところ、

仕事体験に申し込みした割合は 月は ％だったが、毎月増加し、 月には ％となった。インターンシップ（ 日間以上の

プログラム）に申し込みした割合は 月時点で ％と、 割を大きく超える学生が長期のプログラムに申し込んでいる。

仕仕事事体体験験のの申申しし込込みみ割割合合がが毎毎月月増増加加しし、、 月月時時点点でで 割割をを超超ええるる

мнΦр҈

ноΦт҈

птΦл҈

смΦп҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

仕仕事事体体験験にに申申しし込込みみししたた割割合合のの推推移移

мнΦф҈

мфΦл҈

пнΦл҈
ппΦф҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

イインンタターーンンシシッッププ（（ 日日間間以以上上ののププロロググララムム））にに

申申しし込込みみししたた割割合合のの推推移移

学学生生

RJP理論～Realistic Job Preview年卒の部分売り手市場

年年卒卒ははひひとと言言でで売売りり手手市市場場とといいっっててもも、、

活活動動をを優優位位にに進進めめたた学学生生ももいいれればば、、苦苦戦戦ししてていいるる学学生生もも存存在在すするる““部部分分売売りり手手市市場場””

一一層層多多様様化化すするる学学生生のの動動ききにに対対応応しし、、柔柔軟軟なな採採用用計計画画がが求求めめらられれるる

％％

活動終了 ％

内々定あり
活動継続 未内々定

社内々定×満足度高群×活動終了

％％

内々定 社 社 社
以上

満
足
度
高
群

低
群

『内々定有無／活動状況／内々定保有社数／内々定先への満足度：マイナビ 年卒大学生キャリア意向調査 月＜就職活動・進路決定＞

売り手市場であっても
苦戦している学生

今今のの売売りり手手市市場場でで
優優位位なな学学生生

・ピンポイント就活
・内々定 社で決める

売売りり手手市市場場ででああっっててもも
苦苦戦戦ししてていいるる学学生生

・不安が大きい
・エントリー増加
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『これまでにオープン・カンパニー＆キャリア教育等に参加したか、何社参加したか：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年～月）』

年卒学生に、これまでにオープン・カンパニー＆キャリア教育等に参加したことがあるか聞いたところ、月の％から毎

月増加し、月時点で％となった。参加社数も右肩上がりに増加しており、月では社と、学生が多くの企業と接点を

持っていることがわかる。

オオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等のの参参加加率率・・社社数数ととももにに増増加加

学学生生

мфΦу҈

олΦо҈

прΦу҈

руΦп҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

オオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等にに

参参加加ししたた割割合合のの推推移移

лΦс

мΦм

нΦм

нΦф

лΦл

мΦл

нΦл

оΦл

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

オオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等にに

参参加加ししたた社社数数のの推推移移

年年卒卒学学生生ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等のの参参加加状状況況

『これまでにインターンシップ・仕事体験に応募や申し込みをした割合、インターンシップ・仕事体験で重視すること（上位抜粋）：
マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験申申しし込込みみでで重重視視すするるこことと

申し込みしたインターンシップ・仕事体験を知ったきっかけは「就職情報サイトやアプリなどから案内があって」が％で最

多だった。インターンシップ・仕事体験の申し込みにあたり重視することでは、「興味のある業界・職種である（％）」が最も

多いが、次いで「授業・研究・試験などと日程が重複しない（％）」が多く、学業を優先させたいという意向もあるようだ。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験をを知知っったたききっっかかけけはは就就職職情情報報ササイイトトななどどかからら案案内内ががああっっててがが最最多多

興味のある業界・職種である

授業・研究・試験などと

日程が重複しない

採用選考で有利になる

対面形式で開催される

実務体験がある

交通費や昼食など、もらえるもの

や具体的な補助がある

参加期間が「短期間」である

オンラインで開催される

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの申申しし込込みみににああたたりり

重重視視すするるこことと※※上上位位抜抜粋粋

年卒

就職情報サイトやアプリなどから

案内があって

インターンシップ・仕事体験の

イベントに参加して※WEB含む

学校のガイダンスなどで

案内があって

学校内の業界研究等で

企業から告知されて

友人に勧められて

インターンシップ・仕事体験の

告知を交通広告やテレビで見て

先輩に勧められて

申申しし込込みみししたたイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験をを

知知っったたききっっかかけけ※※上上位位抜抜粋粋

年卒

学学生生

【単位：社】

『これまでにオープン・カンパニー＆キャリア教育等に参加したか、何社参加したか：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 ～ 月）』

年卒学生に、これまでにオープン・カンパニー＆キャリア教育等に参加したことがあるか聞いたところ、 月の ％から毎

月増加し、 月時点で ％となった。参加社数も右肩上がりに増加しており、 月では 社と、学生が多くの企業と接点を

持っていることがわかる。

オオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等のの参参加加率率・・社社数数ととももにに増増加加

学学生生

мфΦу҈

олΦо҈

прΦу҈

руΦп҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

オオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等にに

参参加加ししたた割割合合のの推推移移

лΦс

мΦм

нΦм

нΦф

лΦл

мΦл

нΦл

оΦл

п月
όƴҐнΣутуύ

р月
όƴҐоΣлрмύ

с月
όƴҐнΣрммύ

т月
όƴҐмΣурсύ

オオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等にに

参参加加ししたた社社数数のの推推移移

年年卒卒学学生生ののオオーーププンン・・カカンンパパニニーー＆＆キキャャリリアア教教育育等等のの参参加加状状況況

『これまでにインターンシップ・仕事体験に応募や申し込みをした割合、インターンシップ・仕事体験で重視すること（上位抜粋）：
マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験申申しし込込みみでで重重視視すするるこことと

申し込みしたインターンシップ・仕事体験を知ったきっかけは「就職情報サイトやアプリなどから案内があって」が ％で最

多だった。インターンシップ・仕事体験の申し込みにあたり重視することでは、「興味のある業界・職種である（ ％）」が最も

多いが、次いで「授業・研究・試験などと日程が重複しない（ ％）」が多く、学業を優先させたいという意向もあるようだ。

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験をを知知っったたききっっかかけけはは就就職職情情報報ササイイトトななどどかからら案案内内ががああっっててがが最最多多

興味のある業界・職種である

授業・研究・試験などと

日程が重複しない

採用選考で有利になる

対面形式で開催される

実務体験がある

交通費や昼食など、もらえるもの

や具体的な補助がある

参加期間が「短期間」である

オンラインで開催される

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験のの申申しし込込みみににああたたりり

重重視視すするるこことと ※※上上位位抜抜粋粋

年卒

就職情報サイトやアプリなどから

案内があって

インターンシップ・仕事体験の

イベントに参加して※WEB含む

学校のガイダンスなどで

案内があって

学校内の業界研究等で

企業から告知されて

友人に勧められて

インターンシップ・仕事体験の

告知を交通広告やテレビで見て

先輩に勧められて

申申しし込込みみししたたイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験をを

知知っったたききっっかかけけ ※※上上位位抜抜粋粋

年卒

学学生生

【単位：社】
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年卒学生のうち、低学年（大学年生）次にキャリア形成活動を行ったことのある学生は％と、キャリア形成への意欲

の高さが感じられる結果である。参加したプログラムの詳細については「大学の授業で実施されるキャリア教育（講義）」

（％）や「大学が主催するオープン・カンパニー型プログラム（業界・企業による説明会・イベント）」（％）など、大学内で

行われるプログラムへの参加割合が高い。

約約半半数数のの学学生生がが低低学学年年（（大大学学年年生生））時時ののキキャャリリアア形形成成活活動動のの経経験験あありり

参加経験あり
пуΦп҈ 参加経験無し

рмΦс҈

低低学学年年（（大大学学年年））次次ににキキャャリリアア形形成成

活活動動をを行行っったた経経験験ƴҐнΣуту
нмΦо҈

ммΦф҈

ннΦт҈

пΦс҈

оΦо҈

мΦф҈

нΦс҈

мΦс҈

мΦс҈

л҈р҈мл҈мр҈нл҈нр҈

大学が主催するオープン・カンパニー型プログラム

（業界・企業による説明会・イベント）

企業が主催するオープン・カンパニー型プログラム

（業界・企業による説明会・イベント）

大学の授業で実施されるキャリア教育（講義）

大学経由で参加する企業による教育プログラム

期間が「半日・м日」の就業体験のあるプログラム

期間が「н～п日程度」の就業体験のあるプログラム

期間が「р日以上（м週間程度）」の就業体験のある

プログラム（インターンシップ）

長期間（мヶ月くらい）の就業体験のあるプログラム

（インターンシップ）

有償の（賃金が支払われる）プログラム

どどののよよううななキキャャリリアア形形成成活活動動をを行行っったたかか

全体

『低学年（大学年）時にキャリア形成活動を行った経験、どのようなキャリア形成活動を行ったか：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

年年卒卒学学生生のの低低学学年年かかららのの取取りり組組みみ学学生生

学学生生

年卒学生のキャリア形成プログラムの参加方針を聞くと、就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたいと回答し

た割合が合計で％となった。内訳をみると、日間以上のプログラムを中心に参加したいという回答は文系学生よりも理系

学生で多く、タイプ３・４への参加を検討する理系学生が多いだろうことが推察される。

就就業業体体験験ののああるるププロロググララムムのの参参加加希希望望がが％％

『インターンシップ・仕事体験や、オープン・カンパニー、キャリア教育について、どのような方針で活動するか：
マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

мтΦу҈

мфΦн҈

мрΦс҈

нΦн҈

нΦп҈

нΦл҈

млΦл҈

фΦр҈

млΦт҈

мрΦу҈

мсΦм҈

мрΦо҈

мсΦм҈

моΦр҈

нлΦн҈

оΦл҈

нΦс҈

оΦс҈

мнΦн҈

моΦл҈

млΦф҈

мнΦт҈

мнΦп҈

моΦм҈

рΦф҈

сΦо҈

рΦо҈

пΦп҈

рΦл҈

оΦп҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈фл҈млл҈

全体όƴҐнΣупоύ

文系όƴҐмΣррнύ

理系όƴҐмΣнфмύ

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験やや、、オオーーププンン・・カカンンパパニニーー、、キキャャリリアア教教育育ににつついいてて、、どどののよよううなな方方針針でで活活動動すするるかか

オープン・カンパニー型（業界・企業による説明会・イベント）を中心に参加してきたい
キャリア教育型（大学等の授業（講義）や企業による教育プログラム）を中心に参加していきたい
期間が短い（半日・м日）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
期間が短い（н～о日程度）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
期間が長い（р日以上）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
社員と同じように働ける有償インターンシップを中心に参加していきたい
様々なタイプのプログラムにまんべんなく参加していきたい
自分の就活準備状況に応じて、参加するプログラムを選んでいきたい
よくわからないが参加可能なプログラムから参加していきたい
よくわからないのでまだ決められない

就業体験のあるプログラムを中心にппΦф҈

年年卒卒学学生生ののキキャャリリアア形形成成ププロロググララムムのの参参加加方方針針

年卒学生のうち、低学年（大学 年生）次にキャリア形成活動を行ったことのある学生は ％と、キャリア形成への意欲

の高さが感じられる結果である。参加したプログラムの詳細については「大学の授業で実施されるキャリア教育（講義）」

（ ％）や「大学が主催するオープン・カンパニー型プログラム（業界・企業による説明会・イベント）」（ ％）など、大学内で

行われるプログラムへの参加割合が高い。

約約半半数数のの学学生生がが低低学学年年（（大大学学 年年生生））時時ののキキャャリリアア形形成成活活動動のの経経験験あありり

参加経験あり
пуΦп҈参加経験無し

рмΦс҈

低低学学年年（（大大学学 年年））次次ににキキャャリリアア形形成成

活活動動をを行行っったた経経験験 ƴҐнΣуту
нмΦо҈

ммΦф҈

ннΦт҈

пΦс҈

оΦо҈

мΦф҈

нΦс҈

мΦс҈

мΦс҈

л҈ р҈ мл҈ мр҈ нл҈ нр҈

大学が主催するオープン・カンパニー型プログラム

（業界・企業による説明会・イベント）

企業が主催するオープン・カンパニー型プログラム

（業界・企業による説明会・イベント）

大学の授業で実施されるキャリア教育（講義）

大学経由で参加する企業による教育プログラム

期間が「半日・м日」の就業体験のあるプログラム

期間が「н～п日程度」の就業体験のあるプログラム

期間が「р日以上（м週間程度）」の就業体験のある

プログラム（インターンシップ）

長期間（мヶ月くらい）の就業体験のあるプログラム

（インターンシップ）

有償の（賃金が支払われる）プログラム

どどののよよううななキキャャリリアア形形成成活活動動をを行行っったたかか

全体

『低学年（大学 年）時にキャリア形成活動を行った経験、どのようなキャリア形成活動を行ったか：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

年年卒卒学学生生のの低低学学年年かかららのの取取りり組組みみ 学学生生

学学生生

年卒学生のキャリア形成プログラムの参加方針を聞くと、就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたいと回答し

た割合が合計で ％となった。内訳をみると、 日間以上のプログラムを中心に参加したいという回答は文系学生よりも理系

学生で多く、タイプ３・４への参加を検討する理系学生が多いだろうことが推察される。

就就業業体体験験ののああるるププロロググララムムのの参参加加希希望望がが ％％

『インターンシップ・仕事体験や、オープン・カンパニー、キャリア教育について、どのような方針で活動するか：
マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

мтΦу҈

мфΦн҈

мрΦс҈

нΦн҈

нΦп҈

нΦл҈

млΦл҈

фΦр҈

млΦт҈

мрΦу҈

мсΦм҈

мрΦо҈

мсΦм҈

моΦр҈

нлΦн҈

оΦл҈

нΦс҈

оΦс҈

мнΦн҈

моΦл҈

млΦф҈

мнΦт҈

мнΦп҈

моΦм҈

рΦф҈

сΦо҈

рΦо҈

пΦп҈

рΦл҈

оΦп҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈ фл҈ млл҈

全体όƴҐнΣупоύ

文系όƴҐмΣррнύ

理系όƴҐмΣнфмύ

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験やや、、オオーーププンン・・カカンンパパニニーー、、キキャャリリアア教教育育ににつついいてて、、どどののよよううなな方方針針でで活活動動すするるかか

オープン・カンパニー型（業界・企業による説明会・イベント）を中心に参加してきたい
キャリア教育型（大学等の授業（講義）や企業による教育プログラム）を中心に参加していきたい
期間が短い（半日・м日）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
期間が短い（н～о日程度）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
期間が長い（р日以上）就業体験のあるプログラムを中心に参加していきたい
社員と同じように働ける有償インターンシップを中心に参加していきたい
様々なタイプのプログラムにまんべんなく参加していきたい
自分の就活準備状況に応じて、参加するプログラムを選んでいきたい
よくわからないが参加可能なプログラムから参加していきたい
よくわからないのでまだ決められない

就業体験のあるプログラムを中心に ппΦф҈

年年卒卒学学生生ののキキャャリリアア形形成成ププロロググララムムのの参参加加方方針針
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「「実実際際のの現現場場ででのの仕仕事事体体験験」」にに参参加加ししたたいいとといいうう学学生生がが％％でで最最多多

рнΦп҈

стΦу҈

ппΦф҈

отΦс҈

опΦо҈

нтΦп҈

нуΦт҈

нмΦо҈

мтΦн҈

мпΦс҈

лΦл҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈

現場を社員の説明で見学する「会社見学・工場見学・職場見学」

現場の社員に交じって業務を体験する「実際の現場での仕事体験」

業務を疑似的に体験する「ロールプレイング形式の仕事体験」※1

実際の業務と同等の課題やタスクに取り組む「実際の仕事のシミュレーション体験」※2

企画立案や課題解決に挑む「グループディスカッション・グループワーク」

企業や業界について知識を深める「座学講座」

働いている社員と話せる「社員インタビュー」

若手社員に限定して話せる「若手社員インタビュー」

社会人の基本や将来に役立つ「ビジネススキル研修」

社員と同じように働ける有償インターンシップ

その他

参参加加ししたたいいとと思思ううイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ののププロロググララムム内内容容（（複複数数回回答答））

全体（ƴҐмΣулр）

『参加したいと思うインターンシップ・仕事体験のプログラム内容：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

今後インターンシップ・仕事体験に参加したいと回答した学生に、参加したいと思うインターンシップ・仕事体験のプログラム

内容を複数回答で聞いたところ、最も参加したいという学生が多かったのは「実際の現場での仕事体験」の％で、次が

「会社見学・工場見学・職場見学」の％だった。

※1：研修施設での業務体験など

※2：チームごとに課題に対する改善案を出してプレゼンする、など

年年卒卒学学生生のの参参加加ししたたいいとと思思ううイインンタターーンンシシッッププ等等ののププロロググララムム内内容容学学生生

今後インターンシップ・仕事体験に参加したいと回答した学生に、参加したい時期を聞いたところ、最も割合が高かったのは

月上旬の％で、次が月下旬の％だった。

今今後後参参加加ししたたいい時時期期はは月月下下旬旬、、月月上上旬旬ががピピーーククでで割割超超

『今後インターンシップ・仕事体験に参加したい（する）時期：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

рмΦл҈

руΦо҈

тмΦо҈тнΦн҈

рсΦф҈

пмΦо҈

нсΦо҈нрΦл҈нрΦл҈нрΦп҈нпΦт҈нрΦн҈ноΦс҈нпΦт҈
нуΦм҈

нлΦт҈мфΦо҈нлΦп҈
нпΦф҈нсΦм҈нсΦн҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬

у月ф月мл月мм月мн月м月н月

今今後後イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたたいい（（すするる））時時期期（（複複数数回回答答））

全体（ƴҐмΣулр）

年年卒卒学学生生のの今今後後イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたたいい（（すするる））時時期期学学生生

「「実実際際のの現現場場ででのの仕仕事事体体験験」」にに参参加加ししたたいいとといいうう学学生生がが ％％でで最最多多

рнΦп҈

стΦу҈

ппΦф҈

отΦс҈

опΦо҈

нтΦп҈

нуΦт҈

нмΦо҈

мтΦн҈

мпΦс҈

лΦл҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈

現場を社員の説明で見学する「会社見学・工場見学・職場見学」

現場の社員に交じって業務を体験する「実際の現場での仕事体験」

業務を疑似的に体験する「ロールプレイング形式の仕事体験」※1

実際の業務と同等の課題やタスクに取り組む「実際の仕事のシミュレーション体験」※2

企画立案や課題解決に挑む「グループディスカッション・グループワーク」

企業や業界について知識を深める「座学講座」

働いている社員と話せる「社員インタビュー」

若手社員に限定して話せる「若手社員インタビュー」

社会人の基本や将来に役立つ「ビジネススキル研修」

社員と同じように働ける有償インターンシップ

その他

参参加加ししたたいいとと思思ううイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験ののププロロググララムム内内容容（（複複数数回回答答））

全体（ƴҐмΣулр）

『参加したいと思うインターンシップ・仕事体験のプログラム内容：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

今後インターンシップ・仕事体験に参加したいと回答した学生に、参加したいと思うインターンシップ・仕事体験のプログラム

内容を複数回答で聞いたところ、最も参加したいという学生が多かったのは「実際の現場での仕事体験」の ％で、次が

「会社見学・工場見学・職場見学」の ％だった。

※1：研修施設での業務体験など

※2：チームごとに課題に対する改善案を出してプレゼンする、など

年年卒卒学学生生のの参参加加ししたたいいとと思思ううイインンタターーンンシシッッププ等等ののププロロググララムム内内容容 学学生生

今後インターンシップ・仕事体験に参加したいと回答した学生に、参加したい時期を聞いたところ、最も割合が高かったのは

月上旬の ％で、次が 月下旬の ％だった。

今今後後参参加加ししたたいい時時期期はは 月月下下旬旬、、 月月上上旬旬ががピピーーククでで 割割超超

『今後インターンシップ・仕事体験に参加したい（する）時期：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

рмΦл҈

руΦо҈

тмΦо҈ тнΦн҈

рсΦф҈

пмΦо҈

нсΦо҈ нрΦл҈ нрΦл҈ нрΦп҈ нпΦт҈ нрΦн҈ ноΦс҈ нпΦт҈
нуΦм҈

нлΦт҈ мфΦо҈ нлΦп҈
нпΦф҈ нсΦм҈ нсΦн҈

л҈

мл҈

нл҈

ол҈

пл҈

рл҈

сл҈

тл҈

ул҈

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

у月 ф月 мл月 мм月 мн月 м月 н月

今今後後イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたたいい（（すするる））時時期期（（複複数数回回答答））

全体（ƴҐмΣулр）

年年卒卒学学生生のの今今後後イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験にに参参加加ししたたいい（（すするる））時時期期 学学生生
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年卒から変更されたインターンシップの定義のうち「特定の条件を満たしたインターンシップに参加した場合、その情報が

採用選考に利用される可能性がある」ことを知っているか聞いたところ、知っていると答えた割合は％で前年より大きく減

少した。インターンシップに参加した学生の情報を採用選考に利用するプログラムに参加したいと思うか聞いたところ、参加し

たい学生は約割だった。

採採用用選選考考にに利利用用さされれるる可可能能性性ががああるるここととをを知知っってていいるる割割合合はは大大ききくく減減少少

『「特定の条件を満たしたインターンシップに参加した場合、その情報が採用選考に利用される可能性がある」ことを知っている学生の割合
インターンシップに参加した学生の情報を採用選考に利用するプログラムに参加したいと思うか

：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

плΦп҈

нтΦт҈

л҈

р҈

мл҈

мр҈

нл҈

нр҈

ол҈

ор҈

пл҈

пр҈

年卒年卒

「「特特定定のの条条件件をを満満たたししたたイインンタターーンンシシッッププにに参参加加ししたた場場合合、、

そそのの情情報報がが採採用用選選考考にに利利用用さされれるる可可能能性性ががああるる」」ここととをを

知知っってていいるる学学生生のの割割合合

прΦл҈

офΦу҈

отΦс҈

пмΦн҈

мрΦс҈

мсΦн҈

мΦс҈

нΦл҈

лΦо҈

лΦу҈

年卒

年卒

イインンタターーンンシシッッププにに参参加加ししたた学学生生のの情情報報をを採採用用選選考考にに

利利用用すするるププロロググララムムにに参参加加ししたたいいとと思思ううかか

すぐにでも参加したい自信がついてから参加したい

まだよくわからないあまり参加したくない

参加したくない

参加したいунΦс҈

年年卒卒学学生生・・情情報報をを採採用用選選考考にに利利用用ででききるるイインンタターーンンシシッッププににつついいてて学学生生

～～年年目目以以内内のの若若手手社社員員のの話話をを聞聞いいててみみたたいい学学生生がが過過半半数数

『インターンシップ・仕事体験で話を聞いてみたい人：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

インターンシップ・仕事体験で話を聞いてみたい人を選択肢の中から選んでもらったところ、最も割合が高かったのは～年

目以内の社員で％だった。次に割合が高かったのは年目の社員の％だった。経営層（役員・社長など）の話を聞いて

みたいという学生は％と比較的少なく、インターンシップ・仕事体験では若手社員との対話から、入社後のイメージを掴み

たい考えではないだろうか。

ррΦн҈

сфΦп҈

нсΦт҈

нлΦр҈

нрΦт҈

мрΦо҈

отΦл҈

олΦп҈

соΦт҈

срΦу҈

нфΦр҈

нрΦф҈

нсΦт҈

мсΦр҈

пнΦу҈

плΦм҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈

年目の社員

～年目以内の社員

～年目以内の社員

年目以上の社員

管理職（課長・部長など）

経営層（役員・社長など）

自分と同じ大学出身の先輩

大学時代に自分と同じ分野を専攻していた社員

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験でで話話をを聞聞いいててみみたたいい人人（（複複数数回回答答））

нт年卒όƴҐмΣулрύ

нс年卒όƴҐнΣнлнύ

年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験でで話話をを聞聞いいててみみたたいい人人学学生生

年卒から変更されたインターンシップの定義のうち「特定の条件を満たしたインターンシップに参加した場合、その情報が

採用選考に利用される可能性がある」ことを知っているか聞いたところ、知っていると答えた割合は ％で前年より大きく減

少した。インターンシップに参加した学生の情報を採用選考に利用するプログラムに参加したいと思うか聞いたところ、参加し

たい学生は約 割だった。

採採用用選選考考にに利利用用さされれるる可可能能性性ががああるるここととをを知知っってていいるる割割合合はは大大ききくく減減少少

『「特定の条件を満たしたインターンシップに参加した場合、その情報が採用選考に利用される可能性がある」ことを知っている学生の割合
インターンシップに参加した学生の情報を採用選考に利用するプログラムに参加したいと思うか

：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

плΦп҈

нтΦт҈

л҈

р҈

мл҈

мр҈

нл҈

нр҈

ол҈

ор҈

пл҈

пр҈

年卒 年卒

「「特特定定のの条条件件をを満満たたししたたイインンタターーンンシシッッププにに参参加加ししたた場場合合、、

そそのの情情報報がが採採用用選選考考にに利利用用さされれるる可可能能性性ががああるる」」ここととをを

知知っってていいるる学学生生のの割割合合

прΦл҈

офΦу҈

отΦс҈

пмΦн҈

мрΦс҈

мсΦн҈

мΦс҈

нΦл҈

лΦо҈

лΦу҈

年卒

年卒

イインンタターーンンシシッッププにに参参加加ししたた学学生生のの情情報報をを採採用用選選考考にに

利利用用すするるププロロググララムムにに参参加加ししたたいいとと思思ううかか

すぐにでも参加したい 自信がついてから参加したい

まだよくわからない あまり参加したくない

参加したくない

参加したい унΦс҈

年年卒卒学学生生・・情情報報をを採採用用選選考考にに利利用用ででききるるイインンタターーンンシシッッププににつついいてて 学学生生

～～ 年年目目以以内内のの若若手手社社員員のの話話をを聞聞いいててみみたたいい学学生生がが過過半半数数

『インターンシップ・仕事体験で話を聞いてみたい人：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

インターンシップ・仕事体験で話を聞いてみたい人を選択肢の中から選んでもらったところ、最も割合が高かったのは ～ 年

目以内の社員で ％だった。次に割合が高かったのは 年目の社員の ％だった。経営層（役員・社長など）の話を聞いて

みたいという学生は ％と比較的少なく、インターンシップ・仕事体験では若手社員との対話から、入社後のイメージを掴み

たい考えではないだろうか。

ррΦн҈

сфΦп҈

нсΦт҈

нлΦр҈

нрΦт҈

мрΦо҈

отΦл҈

олΦп҈

соΦт҈

срΦу҈

нфΦр҈

нрΦф҈

нсΦт҈

мсΦр҈

пнΦу҈

плΦм҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈

年目の社員

～ 年目以内の社員

～ 年目以内の社員

年目以上の社員

管理職（課長・部長など）

経営層（役員・社長など）

自分と同じ大学出身の先輩

大学時代に自分と同じ分野を専攻していた社員

イインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験でで話話をを聞聞いいててみみたたいい人人（（複複数数回回答答））

нт年卒όƴҐмΣулрύ

нс年卒όƴҐнΣнлнύ

年年卒卒学学生生ののイインンタターーンンシシッッププ・・仕仕事事体体験験でで話話をを聞聞いいててみみたたいい人人 学学生生
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мрΦр҈

мрΦм҈

мнΦн҈

мпΦп҈

мнΦл҈

снΦн҈

снΦм҈

срΦп҈

тнΦл҈

спΦф҈

нΦп҈

нΦу҈

оΦу҈

оΦт҈

оΦу҈

млΦф҈

млΦо҈

фΦн҈

тΦт҈

фΦп҈

сΦм҈

сΦп҈

сΦм҈

нΦн҈

сΦр҈

нΦм҈

нΦр҈

нΦо҈

лΦл҈

нΦр҈

лΦу҈

лΦф҈

лΦф҈

лΦл҈

мΦл҈

л҈мл҈нл҈ол҈пл҈рл҈сл҈тл҈ул҈фл҈млл҈

年卒予定

年卒予定

年卒予定

上場

非上場

年年卒卒のの新新卒卒採採用用計計画画

実施する予定（採用数は前年より増やす）実施する予定（採用数は前年並）

実施する予定（採用数は前年より減らす）実施する予定（採用数は未定）

決まっていない（実施する可能性が高い）決まっていない（実施しない可能性が高い）

実施しない

年卒の新卒採用を実施した企業に対して年卒の新卒採用計画を聞いたところ、％がなんらかの形で「実施する予

定」と回答している。今後、人材不足感がさらに高まると言われているが、特に人口が減少傾向にある若者世代はその傾向が

顕著になっている。そのため、確実に若者世代にアプローチできる新卒採用のニーズはより高まると考えられる。

年年卒卒もも新新卒卒採採用用をを継継続続すするる企企業業がが割割超超、、「「前前年年よよりり増増ややすす」」がが％％

企企業業

『年卒の新卒採用計画：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』

「「実実施施すするる予予定定」」
合合計計

флΦс％

фмΦл％

фтΦу％

флΦм％

実施する

флΦо％

年年卒卒のの新新卒卒採採用用計計画画

キャリア形成活動（または就職活動）に向けて貯金をしているか聞いたところ、「貯金をしている」学生は％、「したいけど

できていない」学生は％だった。何に備えて貯金をしているか聞いたところ「交通費」が％、「アルバイトができない期

間の生活費」が％だった。

多多くくのの学学生生がが交交通通費費ややアアルルババイイトトががででききなないい期期間間のの生生活活費費ののたためめにに貯貯金金ししたたいいとと思思っってていいるる

『キャリア形成活動（または就職活動）に向けて貯金をしているか、キャリア形成活動（または就職活動）の中で、何に備えて貯金をしているか
：マイナビ年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（年月）』

貯金をしている

したいけどできてない

しようと思わ

ない

キキャャリリアア形形成成活活動動（（ままたたはは就就職職活活動動））にに向向けけてて

貯貯金金ををししてていいるるかかƴҐоΣлрм

спΦп҈

олΦс҈

мтΦт҈

онΦл҈

рсΦл҈

нΦл҈

л҈нл҈пл҈сл҈ул҈

交通費

服装

書籍

宿泊費

アルバイトができない期間の生活費

その他

キキャャリリアア形形成成活活動動（（ままたたはは就就職職活活動動））のの中中でで、、

何何にに備備ええてて貯貯金金ををししてていいるるかか（（複複数数回回答答））ƴҐнΣпмо

年年卒卒学学生生・・キキャャリリアア形形成成活活動動やや就就職職活活動動にに向向けけてて貯貯金金ををししてていいるるかか学学生生

мрΦр҈

мрΦм҈

мнΦн҈

мпΦп҈

мнΦл҈

снΦн҈

снΦм҈

срΦп҈

тнΦл҈

спΦф҈

нΦп҈

нΦу҈

оΦу҈

оΦт҈

оΦу҈

млΦф҈

млΦо҈

фΦн҈

тΦт҈

фΦп҈

сΦм҈

сΦп҈

сΦм҈

нΦн҈

сΦр҈

нΦм҈

нΦр҈

нΦо҈

лΦл҈

нΦр҈

лΦу҈

лΦф҈

лΦф҈

лΦл҈

мΦл҈

л҈ мл҈ нл҈ ол҈ пл҈ рл҈ сл҈ тл҈ ул҈ фл҈ млл҈

年卒予定

年卒予定

年卒予定

上場

非上場

年年卒卒のの新新卒卒採採用用計計画画

実施する予定（採用数は前年より増やす） 実施する予定（採用数は前年並）

実施する予定（採用数は前年より減らす） 実施する予定（採用数は未定）

決まっていない（実施する可能性が高い） 決まっていない（実施しない可能性が高い）

実施しない

年卒の新卒採用を実施した企業に対して 年卒の新卒採用計画を聞いたところ、 ％がなんらかの形で「実施する予

定」と回答している。今後、人材不足感がさらに高まると言われているが、特に人口が減少傾向にある若者世代はその傾向が

顕著になっている。そのため、確実に若者世代にアプローチできる新卒採用のニーズはより高まると考えられる。

年年卒卒もも新新卒卒採採用用をを継継続続すするる企企業業がが 割割超超、、「「前前年年よよりり増増ややすす」」がが ％％

企企業業

『 年卒の新卒採用計画：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』

「「実実施施すするる予予定定」」
合合計計

флΦс％

фмΦл％

фтΦу％

флΦм％

実施する

флΦо％

年年卒卒のの新新卒卒採採用用計計画画

キャリア形成活動（または就職活動）に向けて貯金をしているか聞いたところ、「貯金をしている」学生は ％、「したいけど

できていない」学生は ％だった。何に備えて貯金をしているか聞いたところ「交通費」が ％、「アルバイトができない期

間の生活費」が ％だった。

多多くくのの学学生生がが交交通通費費ややアアルルババイイトトががででききなないい期期間間のの生生活活費費ののたためめにに貯貯金金ししたたいいとと思思っってていいるる

『キャリア形成活動（または就職活動）に向けて貯金をしているか、キャリア形成活動（または就職活動）の中で、何に備えて貯金をしているか
：マイナビ 年卒キャリア意向調査＜インターンシップ・キャリア形成活動＞（ 年 月）』

貯金をしている

したいけどできてない

しようと思わ

ない

キキャャリリアア形形成成活活動動（（ままたたはは就就職職活活動動））にに向向けけてて

貯貯金金ををししてていいるるかか ƴҐоΣлрм

спΦп҈

олΦс҈

мтΦт҈

онΦл҈

рсΦл҈

нΦл҈

л҈ нл҈ пл҈ сл҈ ул҈

交通費

服装

書籍

宿泊費

アルバイトができない期間の生活費

その他

キキャャリリアア形形成成活活動動（（ままたたはは就就職職活活動動））のの中中でで、、

何何にに備備ええてて貯貯金金ををししてていいるるかか（（複複数数回回答答）） ƴҐнΣпмо

年年卒卒学学生生・・キキャャリリアア形形成成活活動動やや就就職職活活動動にに向向けけてて貯貯金金ををししてていいるるかか 学学生生
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今今後後実実施施ししててみみたたいい採採用用手手法法

年卒の新卒採用を実施した企業に対して採用手法として「実施したもの」「今年初めて実施したもの」「今後やってみたいこ

と」を聞いたところ、「今後やってみたいこと」として最も回答が多かったのは「Ｕターン・Ⅰターン学生の採用」となった。「勤務

地確約（限定）採用」とともに、エリアでの採用に対する意識が高まっているようだ。また、すでに実施率も高い「職種別採用」

「面接」なども引き続き、導入が検討されているようだ。

ＵＵタターーンン・・ⅠⅠタターーンン学学生生のの採採用用、、既既卒卒者者のの採採用用、、リリフファァララルル採採用用ななどどにに関関心心あありり

企企業業

『採用手法：マイナビ年卒企業新卒採用活動調査（年月）』
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採採用用手手法法（（「「今今後後ややっっててみみたたいいこことと」」でで降降順順））※※上上位位抜抜粋粋

年卒で実施したこと年卒で初めて実施したこと今後やってみたいこと

今年の就職活動と今後の展望

年卒の就職活動は、従来の「浅く広く」から「深く狭く」へ転換し、学生の企業選びはより戦略的か

つ選択的なものへと進化した。低学年次からのキャリア形成支援活動や長期インターンシップの浸

透により、学生は少数の企業に深く関わり、企業理解を深めた上でエントリーを行う傾向が強まった。

その結果、複数社から内々定を得て比較検討する従来型の就職活動から、社の内々定で活動を

終了する「ピンポイント就活」のスタイルが新たなスタンダードとして台頭している。一方で、売り手市

場とされながらも、すべての学生が優位に活動を進められたわけではなく、未内々定者や活動継続

者の不安感の高さからも、“部分売り手市場”という実態が浮き彫りとなった。企業側にとっては、限

られた選択肢の中で「選ばれる存在」となるための魅力発信や、学生との接点の質がますます重要

となる。

年卒においても、低学年次からキャリア形成支援活動や長期インターンシップへの取り組みが一

層顕著になっている。今後の新卒採用市場においては、学生の志向や行動の多様化に対応した柔

軟な採用戦略が求められる。年卒以降の動向を見据え、企業と学生が互いに納得感を持って“選

び合える”関係性の構築が、持続可能な採用活動の鍵となるだろう。

年卒が示す新卒採用の分岐点

今今後後実実施施ししててみみたたいい採採用用手手法法

年卒の新卒採用を実施した企業に対して採用手法として「実施したもの」「今年初めて実施したもの」「今後やってみたいこ

と」を聞いたところ、「今後やってみたいこと」として最も回答が多かったのは「Ｕターン ・Ⅰターン学生の採用」となった。「勤務

地確約（限定）採用」とともに、エリアでの採用に対する意識が高まっているようだ。また、すでに実施率も高い「職種別採用」

「 面接」なども引き続き、導入が検討されているようだ。

ＵＵタターーンン ・・ⅠⅠタターーンン学学生生のの採採用用、、既既卒卒者者のの採採用用、、リリフファァララルル採採用用ななどどにに関関心心あありり

企企業業

『採用手法：マイナビ 年卒企業新卒採用活動調査（ 年 月）』
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が
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採採用用手手法法 （（「「今今後後ややっっててみみたたいいこことと」」でで降降順順）） ※※上上位位抜抜粋粋

年卒で実施したこと 年卒で初めて実施したこと 今後やってみたいこと

今年の就職活動と今後の展望

年卒の就職活動は、従来の「浅く広く」から「深く狭く」へ転換し、学生の企業選びはより戦略的か

つ選択的なものへと進化した。低学年次からのキャリア形成支援活動や長期インターンシップの浸

透により、学生は少数の企業に深く関わり、企業理解を深めた上でエントリーを行う傾向が強まった。

その結果、複数社から内々定を得て比較検討する従来型の就職活動から、 社の内々定で活動を

終了する「ピンポイント就活」のスタイルが新たなスタンダードとして台頭している。一方で、売り手市

場とされながらも、すべての学生が優位に活動を進められたわけではなく、未内々定者や活動継続

者の不安感の高さからも、“部分売り手市場”という実態が浮き彫りとなった。企業側にとっては、限

られた選択肢の中で「選ばれる存在」となるための魅力発信や、学生との接点の質がますます重要

となる。

年卒においても、低学年次からキャリア形成支援活動や長期インターンシップへの取り組みが一

層顕著になっている。今後の新卒採用市場においては、学生の志向や行動の多様化に対応した柔

軟な採用戦略が求められる。 年卒以降の動向を見据え、企業と学生が互いに納得感を持って“選

び合える”関係性の構築が、持続可能な採用活動の鍵となるだろう。

年卒が示す新卒採用の分岐点
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イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる
キキャャリリアア形形成成支支援援

にに係係るる取取組組のの実実施施（（開開始始））時時期期
基基本本的的なな取取扱扱いい

ああららかかじじめめ広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動
のの趣趣旨旨をを含含むむここととがが示示さされれたた

場場合合のの取取扱扱いい

卒卒業業・・修修了了前前年年次次２２月月末末ままでで
広報活動開始時期「前」

タタイイププ３３ののイインンタターーンンシシッッププにに限限りり、、取取得得
ししたた学学生生情情報報をを３３月月以以降降はは広広報報活活動動にに、、
６６月月以以降降はは採採用用選選考考活活動動にに使使用用ででききるる。。

卒卒業業・・修修了了年年次次６６月月以以後後
採用選考活動開始時期「後」

学学生生情情報報をを使使用用ででききるる。。  

学学生生情情報報はは、、広広報報活活動動・・採採用用
選選考考活活動動にに使使用用ででききなないい。。

※広報活動・採用選考活動において、
学生が企業に対し自ら提出した
エントリーシート、成績表等に

タイプ１～４の取組への参加事実、
フィードバック結果等が記載されて

いる場合は、他の成績書類と同様に、
これを広報活動・採用選考活動に

使用することは差し支えない。

イインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる
キキャャリリアア形形成成支支援援

にに係係るる取取組組のの実実施施（（開開始始））時時期期
基基本本的的なな取取扱扱いい

ああららかかじじめめ広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動
のの趣趣旨旨をを含含むむここととがが示示さされれたた

場場合合のの取取扱扱いい

卒卒業業・・修修了了前前年年次次３３月月
～～卒卒業業・・修修了了年年次次５５月月末末ままでで
広報活動開始時期「後」かつ
採用選考活動開始時期「前」

学学生生情情報報をを広広報報活活動動にに使使用用ででききるる。。
タタイイププ３３ののイインンタターーンンシシッッププにに限限りり、、取取得得ししたた
学学生生情情報報をを、、６６月月以以降降はは採採用用選選考考活活動動にに

使使用用ででききるる。。

広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動のの
趣趣旨旨をを含含むむここととははででききなないい。。

※広報活動開始日以前に開始される
タイプ１～４の取組については、

終了日が広報活動開始日以降で
あっても、開始時点では趣旨の明示を

行うべきではないため、広報活動・
採用選考活動としての取扱い

は行わない。

３３学学年年次次２２月月末末ままでで
広報活動開始時期「前」

３３学学年年次次３３月月
～～４４学学年年次次５５月月末末ままでで

広報活動開始時期「後」かつ
採用選考活動開始時期「前」

学学生生情情報報をを広広報報活活動動にに
使使用用ででききるる。。

４４学学年年次次６６月月以以後後
採用選考活動開始時期「後」

学学生生情情報報をを広広報報活活動動にに
使使用用ででききるる。。

学学生生情情報報はは、、広広報報活活動動・・採採用用選選
考考活活動動にに使使用用ででききなないい。。

※広報活動・採用選考活動において、
学生が企業に対し自ら提出した
エントリーシート、成績表等に

タイプ１～４の取組への参加事実、
フィードバック結果等が記載されて

いる場合は、他の成績書類と同様に、
これを広報活動・採用選考活動に

使用することは差し支えない。

■■企企業業等等がが令令和和５５年年度度以以降降ののイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするるキキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組でで取取得得ししたた学学生生情情報報のの広広報報活活動動・・採採用用選選考考

活活動動ににおおけけるる取取扱扱いいのの考考ええ方方ににつついいてて ※※2255年年卒卒以以降降※※

■■企企業業等等がが令令和和４４年年度度ののイインンタターーンンシシッッププをを始始めめととすするる キキャャリリアア形形成成支支援援にに係係るる取取組組でで取取得得ししたた学学生生情情報報のの 広広報報活活動動・・採採用用選選考考活活動動

ににおおけけるる取取扱扱いいのの考考ええ方方ににつついいてて ※※2244年年卒卒※※

（参考）内閣官房 ２０２４（令和６）年度卒業・修了予定者等の就職・採用活動について（周知依頼）
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55--66..  22002266年年卒卒ママイイナナビビ大大学学生生就就職職企企業業人人気気ラランンキキンンググ

文文系系総総合合（（11～～110000位位））

対象人数　25,163名

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

ニトリ ±0 ＪＡＬスカイ

みずほフィナンシャルグループ ±0 日本年金機構

味の素 ＳＨＩＦＴ

伊藤忠商事 本田技研工業（Ｈｏｎｄａ）

日本航空（JAL） バンダイナムコエンターテインメント

良品計画 ロッテ

ＪＴＢグループ 日本郵政グループ

全日本空輸（ANA） 西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本）

バンダイ 東海旅客鉄道（ＪＲ東海）

コナミグループ 伊藤園

サントリーグループ 大日本印刷（DNP）

トヨタ自動車 アイ・ケイ・ケイホールディングス

セガ アイリスオーヤマ

三菱ＵＦＪ銀行 西日本シティ銀行

明治安田生命保険 資生堂

Ｓｋｙ ヤクルト本社

任天堂 りそなグループ

ソニーミュージックグループ アサヒグループ食品

東京海上日動火災保険 ミズノ

クスリのアオキ タカラトミーグループ

東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 積水ハウス

日本生命保険 三菱重工業

ＫＤＤＩ コーエーテクモグループ

ファーストリテイリング（ユニクロ・ジーユー・プラステ・セオリー） 日清食品

星野リゾート・マネジメント 日本放送協会（ＮＨＫ）

アサヒ飲料 ミリアルリゾートホテルズ

住友生命保険 カプコン

ソニーグループ 三菱商事

オリエンタルランド ふくおかフィナンシャルグループ

Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅ コクヨ

大同生命保険 三井住友海上火災保険

講談社 横浜銀行

デンソー 明治グループ（明治・Meiji Seika ファルマ）

パナソニックグループ あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友銀行 コーセー

損害保険ジャパン（損保ジャパン） 日本赤十字社

第一生命保険 小学館

東宝 キヤノン

三井物産 野村グループ

一条工務店 リゾートトラスト

アパホテル カゴメ

西武・プリンスホテルズワールドワイド

ポニーキャニオン ベネッセコーポレーション ±0

集英社 イオングループ

ＡＮＡエアポートサービス ＡＮＡ成田エアポートサービス

エイチ・アイ・エス（H.I.S.）

NTTデータ ＡＮＡウイングス

博報堂／博報堂ＤＹメディアパートナーズ サンリオ

アシックス ジェーシービー（JCB）

アサヒビール サンリオエンターテイメント

日本旅行
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55--77..  22002266年年卒卒ママイイナナビビ大大学学生生就就職職企企業業人人気気ラランンキキンンググ

理理系系総総合合（（11～～110000位位））

対象人数　10,256名

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

順位 企業名 得票
前年
順位

順位
変動

ソニーグループ ±0 山崎製パン

味の素 ±0 旭化成

Ｓｋｙ 伊藤忠商事

ＫＤＤＩ 京セラ

パナソニックグループ ±0 森永乳業

NTTデータ カプコン

三菱重工業 クボタ

トヨタ自動車 ＳＨＩＦＴ

サントリーグループ 竹中工務店

デンソー 西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本）

セガ ヤンマーホールディングス

キヤノン ＮＥＣソリューションイノベータ

ニトリ 清水建設

本田技研工業（Ｈｏｎｄａ） 全日本空輸（ANA）

任天堂 ±0 第一三共

日立製作所 伊藤園

東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 江崎グリコ

三菱電機 日産自動車

アサヒ飲料 みずほフィナンシャルグループ

鹿島建設 アステラス製薬

大林組 日本航空（JAL）

アイングループ コーエーテクモグループ

日本電気（ＮＥＣ） 住友林業

富士通 大和ハウス工業

一条工務店 大成建設

東海旅客鉄道（ＪＲ東海）

コナミグループ バンダイナムコエンターテインメント

明治グループ（明治・Meiji Seika ファルマ） キユーピー

バンダイ ±0 川崎重工業

日清食品 野村総合研究所（NRI）

中外製薬 マツダ

資生堂 キーエンス

カゴメ 伊藤忠テクノソリューションズ

ロッテ クオール

花王 村田製作所

日本調剤 森永製菓

アサヒグループ食品 クスリのアオキ

日清製粉グループ 国立病院機構

ヤクルト本社 東芝

アイシン エーザイ

富士フイルム アイリスオーヤマ

アルプス技研 グリーンハウス

大塚製薬 Ｃｙｇａｍｅｓ

メイテック 味の素AGF

ＮＴＴドコモ ソニーミュージックグループ

アサヒビール オリエンタルランド

積水ハウス スギ薬局（スギ薬局グループ）

テクノプロ 日立ソリューションズ

ＳＣＳＫ

コーセー

東京エレクトロン

雪印メグミルク
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調査名 調査実施機関・団体 調査概要

マイナビ2026年卒大学生
インターンシップ・就職活動

準備実態調査
 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年3月卒業予定の大学生・大学院生のインターンシップおよび就職活動準備の状況を明らかにする
・調査対象…プレ期間にマイナビに登録している2026年3月卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…4月調査　2024年4月20日～4月30日…5,327名     9月調査　2024年 9月20日～ 9月30日…1,584名
　　　　　　　5月調査　2024年5月20日～5月31日…5,290名    10月調査　2024年10月20日～10月31日…1,908名
　　　　　　　6月調査　2024年6月20日～6月30日…3,695名    11月調査　2024年11月20日～11月30日…1,885名
　　　　　　　7月調査　2024年7月20日～7月31日…2,202名 　 12月調査　2024年12月20日～12月31日…1,131名
              8月調査　2024年8月20日～8月31日…1,905名  　 1月調査　2025年 1月20日～ 1月31日…1,440名

マイナビ2026年卒大学生
広報活動開始前の

活動調査
 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年3月卒業予定の大学生・大学院生の広報活動開始前段階での活動・準備状況の把握
・調査対象…プレ期間にマイナビに登録している2026年3月卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査期間…2025年2月1日～2月9日
・調査方法…2月1日時点のマイナビ2026全会員にWEB DMを配信、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…　2,007名　[内訳：文系男子337名　文系女子757名　理系男子491名　理系女子422名]

マイナビ2026年卒大学生
キャリア意向調査

＜就職活動・進路決定＞
 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年3月卒業予定の大学生・大学院生の内々定保有状況ならびに活動状況の月毎の観測・把握
・調査対象…マイナビに登録している(退会者含む)2026年3月卒業予定の全国大学4年生、大学院2年生(4月時点)
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…3月1日調査 2025年3月 1日～3月 3日…2,684名   5月調査　2025年5月25日～5月31日…1,983名
　　　　　　　3月調査　　2025年3月25日～3月31日…1,971名   6月調査　2025年6月25日～6月30日…1,801名
　　　　　　　4月調査　　2025年4月25日～4月30日…1,385名　 7月調査　2025年7月25日～7月31日…1,201名

マイナビ2026年卒大学生
就職意識調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年3月卒業予定の大学生・大学院生の就職観や就職志向などの把握
・調査対象…2026年3月卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査期間…2024年10月1日～2025年3月25日
・調査方法…就職情報サイト「マイナビ2026」および当社発行の就職情報誌、
　　　　　　当社主催のイベント会場でアンケート告知を行い、WEB上のアンケートフォームで回収
・有効回答数…36,311名（文系男子 11,044名 文系女子 14,946名 理系男子 6,495名 理系女子 3,826名）

マイナビ2026年卒大学生の
ライフスタイル調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年3月卒業予定の大学生・大学院生のライフスタイルや価値観の把握
・調査対象…2026年卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・調査期間…2024年11月28日～2024年12月25日
・有効回答数…1,633名（文系男子 217名　文系女子 820名　理系男子 249名　理系女子 347名）

マイナビ2026年卒大学生
Uターン・地元就職に

関する調査
 株式会社 マイナビ

・調査期間･･･2025年3月18日～4月6日
・調査方法･･･メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数･･･3,224名（文系男子 503名　文系女子 1,269名　理系男子 726名　理系女子 726名）

マイナビ2026年卒内定者
意識調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年3月卒業予定の大学生・大学院生における内々定保有者の意識や行動の調査
・調査対象…2026年3月卒業予定の全国大学4年生及び院2年生のうち調査時点で内々定を獲得している学生
・調査期間…2025年6月16日～7月6日
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…2,284名（文系男子 368名、文系女子 909名、理系男子 524名、理系女子 483名）

マイナビ2026年卒
企業新卒採用予定調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2026年卒新卒採用活動の実態と傾向の把握、及び今後の推移分析
・調査期間…2025年1月27日～2月9日
・調査方法…採用・育成・組織戦略の課題に寄り添うマイナビ運営の情報メディア
           「HUMAN CAPITALサポネット」会員にメールマガジンにて案内
　　　　　　回答はWEB上のアンケートフォーム
・有効回答数…1,820社（上場 139社・非上場 1,681社｜製造 737社・非製造 1,083社）

マイナビ2026年卒
企業新卒採用活動調査

 株式会社 マイナビ

・調査目的…企業の新卒採用における採用活動の進捗状況の把握
・調査期間…2025年6月3日～6月20日
・調査方法…採用・育成・組織戦略の課題に寄り添うマイナビ運営の情報メディア
           「HUMAN CAPITALサポネット」会員にメールマガジンにて案内
　　　　　　回答はWEB上のアンケートフォーム
・有効回答数…3,068社（上場 203社・非上場 2,865社｜製造 1,882社・非製造 1,186社）

【マイナビ・日経】2026年卒
大学生就職企業
人気ランキング

 株式会社 マイナビ
株式会社 日本経済新聞社

・調査対象…2026年卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査期間…2024年10月1日～2025年3月25日
・調査方法…就職情報サイト「マイナビ2026」および当社発行の就職情報誌、
　　　　　　当社主催のイベント会場でアンケート告知を行い、WEB上のアンケートフォームで回収
　　　　　　※5社連記方式、選社理由は1社につき2項目を選択する複数回答
・有効回答数…35,419名（文系男子 10,528名 文系女子 14,635名 理系男子 6,475名 理系女子 3,781名）

マイナビ2027年卒大学生
キャリア意向調査

＜インターンシップ・
キャリア形成活動＞

 株式会社 マイナビ

・調査目的…2027年3月卒業予定の大学生・大学院生のインターンシップ・キャリア形成活動および
　　　　　　就職活動準備に関する調査
・調査対象…マイナビに登録している(退会者含む)2027年3月卒業予定の全国大学3年生、大学院1年生
・調査方法…メールで告知し、WEB上のアンケートフォームより回収
・有効回答数…4月調査　2025年4月20日～4月30日…2,878名   6月調査　2025年6月20日～6月30日…2,511名
　　　　　　　5月調査　2025年5月20日～5月31日…3,051名   7月調査　2025年7月20日～7月31日…1,856名

マイナビ大学生
低学年のキャリア意識調査

（27・28年卒対象）
 株式会社 マイナビ

・調査目的…大学低学年時の働くことや仕事に関する意識の調査
・調査対象…18歳～20歳の大学1、2年生
・調査期間…2024年12月13日～2024年12月20日
・調査方法…18歳～20歳の大学1,2年生を対象にWEB調査を実施（アンケートモニター提供元：GMOリサーチ＆AI株式会社）

・有効回答数…1,081名（文系男子 193名、文系女子 377名、理系男子 173名、理系女子 338名）
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コード アンケート上での業種 この調査結果上での業種 大分類

建設・設備工事・建築設計

住宅・建材・インテリア・ディスプレイ

食品・農林・水産

アパレル・服飾関連

繊維・化学・紙パルプ・ゴム・ガラス・セラミック

薬品・化粧品

鉄鋼・金属・金属製品・鉱業

機械・プラント・環境・リサイクル

電子機器・電気機器・OA機器

自動車・輸送用機器

精密機器・医療機器

印刷・事務機器・日用品

スポーツ・玩具・ゲーム製品・アミューズメント製品

その他メーカー

総合商社

専門商社

百貨店・スーパー・コンビニ

専門店・ドラッグストア

銀行・証券・信金・労金・信組

クレジット・信販・リース・レンタル・その他金融

生保・損保

放送・新聞・出版

広告・芸能

ソフトウエア・情報処理・ネット関連

ゲームソフト

通信

鉄道・航空

陸運・海運・物流・倉庫

電力・ガス・エネルギー

不動産

レストラン・給食・フードサービス

ホテル・旅行

医療・調剤薬局

介護・福祉サービス

アミューズメント・レジャー

コンサルティング・調査

人材サービス（派遣・紹介）

教育・学校法人

エステ・理美容・フィットネス

冠婚葬祭

その他サービス

官公庁・公社・団体・農協 官公庁・公社・団体

サービス・インフラ
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